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　　　イントロダクション・メイキング







　長い黒くろ髪かみのツインテール。髪かみ留どめではなく髪かみそのものを握にぎり拳こぶし大だいで緩ゆるく縛しばって束ねたもの。そんな少女が足を着けた一点を中心に、波は紋もんが広がるように青白い光の輪がどこまでも広がっていく。空間の広さを認にん識しきすると同時、天上からいやに機械的で滑なめらかな音声が流れてきた。

『初期補正を付ふ与よします。数値変化を参考にして、一つ一つ装備を選せん択たくしてください。なお、許容量を超こえる数を身に着ける事はできません。【精神力】の消費量と照らし合わせてください』

　女性めいたその声を耳にして、肌はだに感じる寒さを自覚して、ようやく黒くろ髪かみの少女は自分の体を明確に認にん識しきする。

　彼女は自分の両手に目を落とし、一〇本指を握にぎったり開いたりしながらも、

「……どうしてここに来るたびに、下着選びから始めないといけないのかしら」

『装備の一つ一つは【パーセンテージ】系【魔法】となります。体感的に身に纏まとっていますが、実際には意思の力で実体化させているものと理解してください』

　はあ、とツインテールの少女はどこか艶つやっぽい息を吐はく。

　指を鳴らすと、巨きよ大だいな輪が少女を囲った。一辺五〇センチの正方形の枠わく、それがぐるりと一周回る形だ。その一つ一つに女性ものの下着のサンプルが収まっている絵え面づらはなかなかにシュールでもある。

　HP、STR、INT、VIT、MIN、AGI、LUK……それらに代表され、最終的には一〇〇〇近い項こう目もくがずらずらと並ぶリスト上の数値は、少女が指先でサンプルの輪を回して選せん択たくを繰くり返かえすたびに細かく変動していく。

　真正面に一ひと際きわ大きな枠わくを設け、自らの瘦そう身しんを鏡代わりに表示させる。

　自己評価で何だが、スタイルは悪くない。

　胸は平均より上。平均より上！　周りのみんなは違ちがいが分からないと言うけれど、なんか腰こし回まわりのくびればかり評価するけど、だけど確実に数ミリでも上なんですっ（力説）!!

（能力編重で選び続けるとアベコベな格かつ好こうになってしまうのよね……）

「しかしまあ」

『質問内容がファジーです』

「……それにしても、私が選せん択たくできる衣服ってどれもこれも際きわどいものばかりで困るわ」

『衣服はその形をした【魔法】です。全てあなたが習得したものとなります』

「だから習得できる範はん囲いに偏かたよりがあると言っているのよ!?」

『選せん択たく可か能のう範はん囲いは【ジョブ】により異なります。【剣つるぎ聖せい女じよ】の場合、主にオールマイティで高い数値補正が期待され───』

「分かった貴女あなたに質問した私が馬ば鹿かだったわ」

　下着から始まり、鎧よろいの関節が肌はだに嚙かみ付つかないようするための緩かん衝しよう布ふ、ブーツ、手て甲こう、そして各種の装そう甲こう、胸当て、スカートなどなど。あれでもないこれでもないと頻ひん繁ぱんに交こう換かんしながら、長い時間をかけて見た目と実用性の帳ちよう尻じりを合わせていく。

　結果的に少女が選せん択たくしたのは、西洋の鎧よろいとミニスカートを足したような格かつ好こうだ。肩や背中が大きく出ているが、あくまで【魔法】に守りを預けるため、特に遜色はない。

『マテリアルの選せん択たく完かん了りようしました。続けてカラーリング補正に移ります。選せん択たくした色しき彩さいによって【パラメータ】に変化が生じる事はありませんが、場合によっては迷めい彩さいなどの視覚効果が発生する事に留意してください。また、選せん択たく可能色は理論上三二万……』

「いい、いい！　並べなくても!!　あとはこっちでやるから!!」

　ぶぶわっ!!　と認にん識しき可能空間いっぱいに枠わくが敷しき詰つめられそうになったのを見て、銀髪の少女は思わず叫さけんで止めていた。

　と同時に気づく。

「むむ？　話し方まで変化してきたか」

『装備決定に伴ともない、外界に出力される言動に変化が生じるのは珍めずらしい現象ではありません。例えば標的照準をサポートする【オートエイム】などをユーザーの脳で直接処理させた場合、思考のリソースを奪うばわれて人格へ悪あく影えい響きようを及およぼす可能性がありますので、適てき宜ぎ精神を組み直す必要があるのです』

　改めて鏡代わりの枠わくへ目をやれば、根本的に少女自身の目鼻立ちも変貌している。東洋人とは思えない、光をそのまま跳はね返かえすような真っ白の肌はだに、長い髪かみはベースが銀、毛先に向けて赤く色分けされる。髪かみ型がたについてもツインテールからストレートのロングヘアに変化していた。

　別人の肉体を形成しているのではない。

　肉体はあくまで一つ。一つきりしかない身体からだを、装備補正によって変質させているのだ。

「ったく、どうして衣服を決めてから容姿が変わるのかな。変へん更こう前まえの容姿を基準にチョイスしたのに」

『装備の補正機能と肉体の齟そ齬ごを減らす措そ置ちです。例えばSTR三〇〇％増を当人の筋力に任せた場合、肉離れなどを起こす必要もあります。効果を適切に発揮するために、主に装備品を基準にユーザーの肉体各部のサイズやバランスを再調整する事で対応しています。こちらは故障ではありません』

（……まあ、胸が少し増えたのでよしとするか。元から、元からっ！　平均値は超こえているんですけどね!!）

『要求は言語化していただきませんとパフォーマンスを発揮できません』

「心の声まで読もうとしなくて良いっ!!」

　とはいえ、別の装備を選せん択たくすれば別の目鼻立ちになるのだろうから、この銀ぎん髪ぱつ碧へき眼がんに似合う別の服装を選せん択たくすると堂どう々どう巡めぐりになる。

『銀と赤の髪の少女』は諦あきらめてカラーリングの方へ移る事にした。

　もちろん、一つ一つを選んで細かく色を塗ぬっていては、これだけで一週間一ヶ月とかかってしまう。

「カラーパレットから選せん択たくしようかな。メインカラーは赤、サブ１は白、サブ２は金。あとチョコレートカラーで印象を引き締めて……」

『赤は 255,000,000,白は 255,255,255 でよろしいですか？』

「少しは気を配ってよ。青や緑をちょっと足してワインレッド風にするとかあるでしょ」

『金色は指定がファジーです。ヘルプを参照しますか？』

「黄土色を明るくしてから鏡面と反射光設定！　何よ、ワープロソフトについてる役に立たないヘルプ検けん索さく窓まどかそなたは!?」

　話し相手もいないのにぎゃあぎゃあ喚わめきながらも、必ひつ須す項こう目もくを埋うめていく銀ぎん髪ぱつの少女。

　一通りの作業が終わると、今度こそ本当に疲つかれたように息を吐はいた。

『以上で全ての準備が完かん了りようしました。ようこそベアトリーチェ様、【迷めい宮きゆう】とそこに寄より添そう大地、グランズニールへ』

「……正直、毎回これをやっているだけで疲つかれるんだよね。モチベ下がる……」

『ヘルプを参照しますか？』

「？」

『一度決定した項こう目もくは保存し、次回からはプリセット呼び出しで作業を短縮する事ができます。ヘルプを参照しますか？』

「二年くらい前から言ってよ!!　聞かれた事しか答えない窓まど野や郎ろうめッッッ!!」




　全ての枠わくが消失し、代わりに白い光があった。

　風船の口が開くように、銀ぎん髪ぱつの少女ベアトリーチェの意識や存在が急速に吸い出されていく。













　　　序　章







　頼たのむから、何でもかんでも一人でこなすのはやめてくれないか。それじゃあ後進が育たない。彼らが一人前になるまで、一度身を退ひいてくれるくらいの大人げがあっても良いと思うんだ。




　……なんていうやり取りの直後に摑つかみ合あいになり、歯止めが利きかなくなっての本気の殴なぐり合あい。最終的には【魔法】まで使い放題の殺し合いになって、結果、私は今日も一人、望んでもいない勝利を手に入れちゃっていた。

　私が強いのは私のせいじゃない。

　私が活かつ躍やくするのは私のせいじゃない。

　煉れん瓦が作りの宿を出て石いし畳だたみの道を歩きながら、晴らす事もできない鬱うつ憤ぷんに苛さいなまれる。

　それはまあ、私の【ジョブ】は少々特とく殊しゆだよ。【剣つるぎ聖せい女じよ】などというものはとても珍めずらしい。本来ならば【剣けん士し】だの【魔法使い】だの【魔法剣けん士し】だのとにかく何でも、まあみんなで役割分担して習得するべき【魔法】を唯ゆい一いつオールマイティに振ふり回まわせるっていうんだから、他の皆みなより多少は便利な役回りなのかもしれないけど。

　だけど、【ジョブ】っていうのは個人の裁量で決められるものじゃない。

　生まれ持っての特性がそのまま適用・自動選別されるんだから、やはり私に当たられても困るよ。お前が目が良いいおかげで俺おれ達は普ふ通つうの視力なのにメガネをかけなくちゃならない雰ふん囲い気きじゃないか。これで何で私の方が怒おこられなくちゃならないのかな。

　あと【剣つるぎ聖せい女じよ】は【装備】できる品も色々キワドイし。

　今だって、身に纏まとっているのは中世西洋のガチムチ系全身甲かつ冑ちゆうとは程ほど遠とおい。なんていうか、防ぼう御ぎよ率りつ・鉄板率で言えば全身の四分の一……いや、五分の一以下かも……。まともな装そう甲こうは胸むな元もとくらいで、背中は開いてるし、手て甲こうは長なが手て袋ぶくろ風だし、足甲はニーソ風だし、ミニスカートだし、何だか全体的に鋼はがねのチアリーダーってうたい文句がぴったりっぽくなっているし。

【長い銀ぎん髪ぱつの君】【紅くれないの騎き士し】【殺しの踊おどり子こ】【兵へい輝きに愛されし娘むすめ】【心理を見通す蒼あおき瞳ひとみ】【矮わい軀くの剣けん聖せい】……まあ、称しよう号ごうっていうか通つう称しようっていうか、そんなのもびっしり。でも、これだけたくさんの名前で呼ばれているって事は、みんなが言い合うベアトリーチェというのは勝手な噂うわさ話ばなしだけの存在であって、本当に私の事を見て、私の事を語ってくれる人間なんてほとんどいないんだろうなあ、と思っちゃう。

　ふうむ。

　まずいまずい、何だか気持ちがトゲトゲしているかな。

　こんな時はいったん【クエスト】の事は諦あきらめて、気持ちをリフレッシュする方へ大だい胆たんにシフトした方が良いいかもしれない。私達の力を支える【魔法】は【精神力】に直結するものだから、意外とコンディションやモチベーションなんていう見えない【パラメータ】も馬ば鹿かにはできないものなのよね。

　……いや、正直に言って、リフレッシュどころの騒さわぎじゃないかも……。

　そんな訳で、私は石いし畳だたみの街を抜ぬけて緑の丘おかへ向かっていた。

「ぶーぶー」

　そこはいつもの場所だ。大きな木の根に足を引っ掛けて、見知った顔がこてんと可愛かわいらしく転ぶところと遭そう遇ぐうした。

　ぷきー、と可愛かわいらしく鳴いているのは、二足歩行しているものの、せいぜい五〇センチから六〇センチくらいの小こ柄がらな体たい軀く。顔つきは人間のそれから大きくかけ離れていて、敢あえて私達人間の常識で照らし合わせると、小さな牙の生えた豚ぶたの赤ちゃんに似ているかもしれないね。

　別に図ず鑑かん片手に学者と一いつ緒しよに調べた訳じゃないけど、きっと【ミニチュアオーク】とかいう種族だと思う。ハムスターとかと同じで、これで大人のはず。

「ぶーぶー、ほら、泣いたらダメでしょ。男の子は泣かないの」

「でもぶーぶーはおひざが痛い……」

「大だい丈じよう夫ぶ、私が看みてあげるから」

　ちょこんと座り直したぶーぶーの膝ひざを調べてみたけど、かすり傷どころかアザのようなものも見当たらない。【回復魔法】を使うまでもないみたい。やはり腐くさっても【オーク】の系けい譜ふか、灰色の体は頑がん丈じようにできているらしいね。

　撫なでてあげるくらいしかできないけど、そうするとぶーぶーはくすぐったそうに身をよじっていた。

　うん、やっぱりぶーぶーは良いい。

　……大体なんだけど、子こ猫ねこだろうが子犬だろうがひよこだろうが、よほどの事がない限り小さな動物は可愛かわいらしくできているよね。でもヤツらじゃ満足できないし。なんていうか、子こ猫ねこのつぶらな瞳ひとみにはどこか確信犯的な光が宿っている気がするのよね。ほうら、可愛かわいらしいでしょ？　こんな目で見上げられたらもう保護してやるしかないでしょ。ほら、ミルク出せ、ほら。そんな訴うつたえが透すけて見えるのでどうしてもマイナス点がついちゃうし。

　その点、【ミニチュアオーク】は良いい。何しろ彼ら、こんなに可愛かわいらしいのにちっともそれを誇ほこりに思っていないのがいじらしくて仕方がない。というか、ぬいぐるみ系のくせに自分が醜みにくいとか本気で信じている節があるでしょ。だからスレていないし思い上がらない。純じゆん粋すい無む垢くな可愛かわいらしさをいつまでも保っている。

「ベアトリーチェは何しに来た？　今日はぶーぶーと何して遊ぶ？」

「それなんだけど……」

　私は少しだけ目を細めた。

「……実を言うと、私はしばらくここを離れなくてはならなくなっちゃって。今日はその挨あい拶さつにやってきたの」

「どうしてだ!?　ぶーぶーの事キライになったのか!?」

「そうじゃないよ。ほらほら泣かないのぶーぶー、男の子でしょ」

　何を言っても小刻みに震ふるえ続けるぶーぶーをそっと抱だき寄せ、私は自分の事情を話すか否いなか少し迷った。

　自分があまりにも強過ぎるせいで、【クエスト】のバランスに支障をきたしている事。

　関連し、人間関係の軋あつ轢れきが許きよ容よう範はん囲いを超こえたため、【パーティ】を募つのるのも難しい事。

　自分の探たん索さく範はん囲いが、【ソロ】での活かつ動どう範はん囲いの限界を超こえている事。

　つまり、グランズニール……いわゆる『こちら側』に留とどまる理由がなくなってしまった事などなど。

「ぶーぶー、これは時間の問題なの」

　結果、私はそれらを伏ふせておいた。

　結論だけを、この小さな友人に説明する。

「時間が全部解決してくれるから。二年か、三年か。とにかく【トップランカー】達が代替わりして、【クエスト】挑戦者達の人間関係がまるっと総ざらいされて彼らが一人前に成長すれば、自然とハードルはなくなるでしょ。私は、再びこちら側……グランズニールで冒ぼう険けんができるようになるの。だから、それまでの辛しん抱ぼうなの。分かってくれるかな、ぶーぶー？」

「ん」

　ぶーぶーは私に抱だき寄せられたまま、胸むな元もとからこちらの顔を見上げてきた。

「何が何だかサッパリ分からないけど、ぶーぶーはお前に迷めい惑わくをかけないって決めている」

「最高の答えよぶーぶー。結けつ婚こんしましょ」

　冗じよう談だんめいた一言だったが、実はそんなに笑い事でもない。

　例えば、子こ猫ねこやウサギに首輪をつけて人語を話させるデバイスができたら、ペットと付き合いたいと希望する人間は普ふ通つうに出てくるんじゃないかな。というか、現状でも犬や猫ねことの婚こん姻いん届を提出しようとして役所の人間を困らせる愛好家はいるし、人間より寿じゆ命みようの長い亀かめに遺産を相続させるよう書類を整えた資産家の話なんていうのもある。言葉を話せる動物なんて夢見がちな……と思うかもしれないけど、このグランズニールなら普ふ通つうにあり得うる話なのだ。

　そしてここまで人間不信が極きわまると、いっそ【亜あ人じん】と結びつくのが順当なんじゃあ？　と大おお真ま面じ目めに考え始めちゃう。世の中には【人魚】だの【エルフ】だのとくっつきたがる人間も少なくないって話だし、別に【ミニチュアオーク】と共に過ごしたって構わないような。

「いい、ぶーぶー」

　ぶーぶーの小さな顔を左右から両手で優やさしく挟はさみ込こみながら、私はこう言った。

「私はいったんここを離はなれる。でもぶーぶー、私はいつかここに戻もどってくるから。だから再会した時に、私がガッカリしないような最高のぶーぶーになってほしいの。約束できるかな？」

「ん！　分かった、ぶーぶーは最強の【オーク】になる。だから待ってろ、ベアトリーチェ。ぶーぶーはお前をびっくりさせてやるから」

「そっか、約束か」

「お前どうした、小指なんか差し出して」

「私達の間では、こうやって約束を交かわすのよ、ぶーぶー」







　小指と小指を絡からませ、私達は約束した。

　再びこのグランズニールで出会ったその時に、互たがいをガッカリさせない自分になろうと。







「……、」

　そして約束の二年後。

　ベギベギベギベギベギベギッッッ!!!!!!　と森の木々が乱雑に薙なぎ倒たおされる轟ごう音おんを私は耳にしていた。高枝という安息の地を奪うばわれた野鳥達が我先にと青空へ逃げ出すのが分かる。
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　まるで恐きよう竜りゆうか怪かい獣じゆうの進軍。

　でも違ちがう。

　森を強ごう引いんに切り開く形で街かい道どうへとのそりと顔を出したのは三メートル、いや四メートルさえ届きかねない巨きよ軀く。鋼はがねのような筋肉の上からさらにでっぷりとした脂し肪ぼうをとことん蓄たくわえた真ん丸ボディ。手にした【兵へい輝き】は一応剣けんのようではあるが、もはや刃は物ものというより側面に溝をつけた鉄骨や丸太に近い。【魔法】なんてハナから使う気はないようで、完全な殴なぐり専用といった趣おもむき。挙げ句、ふしゅうふしゅうと蒸気機関のような呼吸音を洩もらしている顔面は、立派過ぎる牙にこれ以上ないほど凶きよう悪あくな豚ぶた鼻ばなフェイス。

　平たく言えば、

「どうした？　ぶーぶーの顔に何かついているか？」

「あ、ああ、うん。見ない内に随ずい分ぶん大きくなったねえって」




　ぶーぶーは本当に最強になっていた。

　約束通りなので叱しかってやれない。

　というか、【ミニチュアオーク】じゃなくてガチの【オーク】だったのかよおおおお!!
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　ある夏の日の事だった。

　とん、とん、と麓ふもとの宿屋街の方から鳴なり響ひびいているのは、太たい鼓この音か。

　少し離はなれた小高い丘おかの上から、まだ幼かったぶーぶーはお祭りの様子を眺ながめていた。

　ここからでは人々の顔までは見えない。だけど、篝かがり火びや露ろ店てんなどの明かりの群れは宝石箱のようで、多くの人ひと達たちが心の底から楽しんでいる様子だけは十分に伝わってきた。

　大きな木の、すぐ横に座り込み、ぬいぐるみのように真ん丸の背中をこちらへ見せる灰色のぶーぶーへ、ベアトリーチェはこう尋たずねたものだ。

『ぶーぶーは行かないの？　【迷宮】から戻ってきたばかりだから何のお祭りか知らないけど、私なら宿屋街の方を案内してあげられるよ』

　対して、ぶーぶーは彼女の方を振ふり返かえらないまま、首を横に振ふった。

　そしてこう言った。

『ぶーぶーは一人で良いい』

『？』

『ぶーぶーはみんなに怖こわがられている。お祭りに出かけると、きっとみんなの楽しい雰ふん囲い気きを壊こわしてしまう。だから、ぶーぶーは一人で良いい』

　その丸めた背中が小さく見えたのは、きっとぶーぶーの体たい軀くのせいだけではないだろう。

　ベアトリーチェはわずかに息を吐はくと、ぶーぶーの隣となりに腰こし掛かけた。

『そんな事ないってば』

　笑って言う。

　その小さな頭を、手て甲こうを嵌はめた掌てのひらで撫なでながら、

『少しずつ誤解を解いていけば、ぶーぶーがどのような者か皆みなに分かってもらえれば、そんな風に思わなくても大だい丈じよう夫ぶになるでしょ』

『ベアトリーチェはどうしてそんな事が分かる？』

『少なくともここに一人、ぶーぶーを認めた人間がいるからよ』

　とん、とん、という祭りの音は続いていた。

　ぶーぶーはしばらく何も言わなかった。

　遠くで瞬またたく光の群れを眺ながめていたぶーぶーは、やがてこんな風にポツリと言った。

『ぶーぶーは友達が欲ほしい』

『うん』

『ぶーぶーもいつかはお祭りに出かけてみたい』

『できるでしょ。そなたが望むなら今からだって』

　やはり、ぶーぶーは首を横に振ふった。

『ぶーぶーは怖こわい』

『人間が？』

『みんなに怖こわがられる事が、怖こわい』

　誰だれがどうこう言って何とかなるものでもないだろう。結局、これはぶーぶー自身が克こく服ふくして、先へ進まなくてはならない事だろう。無理にお節せつ介かいを焼いて、みんなの前に引きずり出して、覚かく悟ごも決意も決まっていないままに背中を突つき飛とばしても何の意味もないのだろう。

　だから、ベアトリーチェはこう返した。

『それなら私達二人から輪を広げようよ。私達は友達なんだからさ』
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　暗い森の中。

　グランズニールを行ゆき交かう【行商人】や【運び屋】からは気紛れなサイコロなどと揶や揄ゆされる【岩がん山さん大だい王おう熊くま】を、鉄骨じみた【兵へい輝き】で一いつ発ぱつ殴おう打だ。四頭立ての馬車を走行中に真横から襲おそって薙なぎ倒たおすほどの巨きよ体たいを背中から岩の塊かたまりへと叩たたき付つけ、呻うめく間もなくぶーぶーは跳ちよう躍やく。その膝ひざを勢い良く化け物熊の鼻っ柱に叩たたき込こみ、抵てい抗こうの暇ひまも与あたえずその命を刈かり取とる。

　三、いや四メートルに届かんとする巨きよ体たい。

　強きよう靭じん極きわまる筋肉の上からでっぷりとした脂し肪ぼうを纏まとう、人身豚顔の全ぜん身しん凶きよう器き。

　そして半はん裸らにズボンというよりパンツ一丁に近い趣おもむきのぶーぶーは鉄骨か丸太と見み紛まがう巨きよ大だいな金属の塊かたまり【兵へい輝き】を粗雑なベルトで腰こしに提さげ、額の汗あせを拭ぬぐいながらこう言った。

「良いい仕事をした、これでぶーぶーは三日間は食べていける。ん？　どうしたベアトリーチェ、お腹なかが痛いのか？」

「あ、あはは……。時の流れは残ざん酷こくっていうか、私は今、自分の愛でも試ためされているのかなと思ってねえ……」

「？　ぶーぶーは愛とか恋こいとかフクザツなのはちょっと苦手」

「そういう言葉はあの時のままなのに、体たい軀くが変わるとこうも印象が変わるものなんだよねえ！　うわあーん!!」

　がちゃり、と手て甲こうで覆おおわれた両手を使って顔を覆おおうベアトリーチェ。

　抱だき寄よせればぷきーと鳴く、あのぬいぐるみのような幻げん想そうは過去の世界へ消え去った。今はとにかく少し離はなれたここからでも透とう明めいな壁かべのごとく押し寄せるプレッシャー。あと獣じゆう臭しゆう。聞いた話では、一部の【開かい拓たく者しや】達の間だと髪かみや服にぶーぶーの匂においをつけておくと獣けもの除よけになるなどという噂うわさがまことしやかに流れているようだが……？

　一方、どうやら相手は困っているらしい、という事だけは理解したぶーぶーは、

「お悩なやみがある時は、お腹なかがいっぱいになればイライラが消える。ベアトリーチェ、ぶーぶーはお弁当を持ってきているぞ」

「へえ、偉えらい偉えらいぶーぶー。文明人ね」

「……ぶーぶーは今そこはかとなくバカにされた気がする」

「気のせいよ。今はそこまでお腹なかが減っている訳ではないんだけど、さて、ぶーぶーのお弁当に何が入っているかは気になるかな」

　目の前に【岩がん山さん大だい王おう熊くま】という特大の食料が伸のびているのにお弁当か、と思う人もいるかもしれないが、獲え物ものを確保できなかった時を想定して食料を確保しておくのは当たり前の事。何より、捕とらえた獣けものは内臓を抜ぬいて血ち抜ぬきをしなければならないため、すぐには食べられない。

　では、あらかじめ用意しておいたお弁当の方はと言えば。

　ぶーぶーは熱帯雨林にあるような、殺さつ菌きん消しよう毒どく効こう果かも持つ大きな葉を編んで作った、緑色のバスケットの蓋ふたを開けて説明していく。

「生の果物でしょ」

「うん」

「生のキノコでしょ」

「……うん？」

「生のお魚でしょ、生のお肉でしょ───」

「ぶっ、ぶーぶー！　ちょ、ちょっと、たまには焼くとかしてみない!?」

　慌あわてたようにベアトリーチェは待ったをかけた。

　ぶーぶーは困ったように首を傾かしげて、

「ベアトリーチェはたまに難しい事を言う」

「うっ、この程度でか……」

「ぶーぶーだって火で炙あぶった方が美味おいしいのは分かってる。だけどあれは加減が難しい。全部真っ黒になるとぶーぶーは哀かなしい気持ちになる」

「う、うーん。火を通す通さないももちろんだけど、そもそもこれは何の肉なの？　こうしている今もひくひくと蠢うごめいているでしょこれ」

「ぶーぶーはそんなややこしい事は何とも言えない」

「自分が口に入れるものくらいは把は握あくしておこうよ、ぶーぶー！」

　必死の懇こん願がんにも、四メートル弱の巨きよ体たいは不思議そうに首を傾かしげるばかり。

「うーん、生物として優すぐれている、胃腸が強過ぎるっていうのも問題かもしれないね。必要は発明の母っていうけど、逆に言えば必要さえ感じなければ【オーク】の文化は発達しないっていうか」

「違ちがうぞベアトリーチェ」

「？」

「ぶーぶーはただの【オーク】ではない。【イベリコオーク】！」

「い……何だって？」

　思わず聞き返すベアトリーチェに、ぶーぶーは丸太や鉄骨のような【兵へい輝き】を抜ぬくと、根元の辺りを彼女に見せながら、

「イベリコは一番すごいヤツの証あかし。ここにもちゃんと書いてあるから間ま違ちがいない！」

　見てみれば、まるで刃は物もので削けずったような文字で『イベリコ！』とある。

　怒ど涛とうのカタカナであった。

（そ、そりゃあ確かに最高級っていうか、ちょっと美味おいしそうには聞こえる。全体的に馬ば鹿かにされているような気もするけど……一体何があったっていうのぶーぶー？）

　大きな疑問はあるが、ここで拘こう泥でいしても仕方がないのだろう。

　今はお弁当の話なのだ。

「おすすめはお肉。お魚は骨を取るのが大変だから上級者向け」

「う、うん。でもこれはぶーぶーのお弁当だから、私は大だい丈じよう夫ぶよ」

　丁てい重ちように辞退するベアトリーチェに、ぶーぶーはお弁当箱に蓋ふたをしながら、

「ところでベアトリーチェは何しに来た？　ぶーぶーと遊ぶか？」

「ぶーぶーと遊ぶのはやぶさかじゃないんだけど、そうだね、今の目的は正直『待ち』といった方が正しいかも。いわゆる情報待ちってヤツ」

「？」

「【迷めい宮きゆう】の方で少々問題があってね、先へ進めなくなったの。宿屋街の方でああだこうだ話し合っているから、結論が出るまで無む闇やみに突とつ撃げきをかけたいとは思えないし。即そく死し系けいの実験台になるつもりもないから」

「ぶーぶーはあんな怖こわい所へ出で掛かける人間の気持ちが理解できない。中のお部屋や通路がころころ切り替わるって聞いた事ある。そんな所に入ったら迷子になる」

「ふふっ、そうかもね。……いや時には地面に落ちてるピザとか草とかに手を伸のばさなくちゃ生き延びられないシチュエーションとかあるし。でもぶーぶー、【迷めい宮きゆう】にあるお宝は本来ぶーぶー達のものでしょ。私達に発はつ掘くつされて怒おこらないの？」

「ぶーぶーは【迷めい宮きゆう】に行かないから、【迷めい宮きゆう】にあるのはぶーぶーのものじゃない。何があるかなんて知らないし、誰だれが持ち出したってぶーぶーは痛くない」

　そんなものなのかもしれない。

　このグランズニールは人間の足なら歩いて三日くらいでぐるりと一周できる小さな島で、あちこちに多た彩さいな自然が生おい茂しげっているものの、一番の特とく徴ちようと言えばやはり地下へと繫つながる巨きよ大だいな出入口だろう。

　ここは海に浮かぶ小島だが、その地下には蜘蛛くもの巣すのように膨ぼう大だいかつ広大な【迷めい宮きゆう】が広がっているのだ。それこそ最低でも国家規模、下手へたをすれば大陸クラスとまで噂うわさされるほどの。

　人間達はそれがグランズニールの価値の全てと思っているが、ぶーぶー達、この島に居着いている【亜あ人じん】達は滅めつ多たに【迷めい宮きゆう】には近づかない。

【迷めい宮きゆう】は怖こわい所、内部構造がランダムで変わるため一度地図を書いても恒こう久きゆう的てきにはあてにならない、つまり間が悪いと簡単に遭そう難なんする……などといった直接的な理由の他に、単純に地上の島の中だけで生活が完結しているからかもしれないが。

「そうすると、やっぱり古参のぶーぶーでも【ケイブ25】の突とつ破ぱ口こうは分かんない、か」

「？　そもそもぶーぶーは【ケイブ25】がピンと来ない」

「ごめんごめん、これも人間側が勝手に決めた名前だったね。ええと、一面水すい晶しようみたいな場所で、深い崖がけがずっと続いていて、一本だけ石橋が渡わたしてある所だよ」

「それが何の問題？」

「人間が渡わたろうとすると石橋がぐりんと回転する。つまり人を落っことす。シンプルだけど厄やつ介かいな【トラップ】だよ、しかも飛行系の【魔法】を禁じるダブルパンチで。……こりゃあ本当に、次の改変期まで待ちかな。【迷めい宮きゆう】の構造がランダムに変わる時に、【ケイブ25】そのものもなくなっちゃってくれている事を祈いのるしかないかも」

【迷めい宮きゆう】を守るものは大きく分けて二つ。

　既き存そんの動植物を真似まねて作られた極きわめて精せい巧こうなカラクリ細工の【ギミック】と、床ゆかや壁かべなどに直接埋まい設せつされた侵しん入にゆう者しや防止用の【トラップ】だ。

「ぶーぶーは昔聞いた事がある」

「うん？」

「地下の【迷めい宮きゆう】にある大きな罠わなは、地上をうろつく規格外のバケモノと繫つながっているって」

「うん、いわゆる【ブレイクニュース】と呼ばれる個体群でしょ。馬ば鹿かデカい【ドラゴン】とか【クラーケン】とかがオカルト的にリンクしていて、巨きよ大だいな【トラップ】の動力源になっているって話なら私も耳にするよ」

　ベアトリーチェは軽く息を吐はき、ぶーぶーの獣じゆう臭しゆうを思い切り吸い込んでしまい、渾こん身しんの力で表情の変化を押おさえ込こみながら、

「でも【ブレイクニュース】は、そのいずれもが魂たましいを持った逆説とまで言われるほどの力を持つの。ある環境で生まれた一個体でありながらその環境を生み出すほど成長し、しかも両者が序列なく成立してしまうもの。鶏が先か卵が先かを地で行く存在。あれを倒たおして【トラップ】を停止させるなんていうのは、流石さすがに愚ぐ考こうよ。そもそも【ケイブ25】がどの個体と接点を持っているかも分か───」

「……、ぷきー」

「こら!!　人が話している途と中ちゆうに寝ねないの。ぶーぶー、不作法でしょ！」

　ベアトリーチェが大声で言うと、器用に立ったまま寝ねていたぶーぶーは大きな鼻ちょうちんを割って目を覚ました。彼は大き過ぎる手で豚ぶた面づらの目元をごしごし擦こすると、

「……あふぁあ……そんな事を言われたって、ぶーぶーには七つの水すい晶しようを集める話とか難し過ぎる……」

「一体どこから寝ねていたのかなぶーぶー、怒おこらないから正直に話して」

　と、その時だった。

　遠方から、ゴロゴロという低い音が響ひびいてきた。

　ベアトリーチェとぶーぶーの二人はそちらへ目をやり、空一面に真っ黒な何かが侵しん蝕しよくしてこようとするのを見て、同時に顔をしかめた。

「一雨来そうね」

「ぶーぶーはこれ持って帰る」

　と、ぶーぶーはまるで薄うすっぺらな毛布か何かのように【岩がん山さん大だい王おう熊くま】の巨きよ体たいを担かつぎながら、

「ベアトリーチェはどうする、ぶーぶーの家で雨宿りをしていくか？」

「うん？　ぶーぶーの家か、面おも白しろそうね。それじゃご招待願おうかな」

　言って、二人は迫せまりくる黒い影かげから逃にげるように早足で森の中を歩いていった。

　破は壊かいの雨をもたらすもの。

　その正体は、単なる分厚い雷らい雲うんではない。




　グランズニール近きん郊こうを自じ儘ままに行いき交かう【ブレイクニュース】の一角。

【サウザンドドラゴン】。

　その名の通り、一〇〇〇メートル級の規格外の肉体を持つ飛ひ竜りゆうの王であった。
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　ついつい幻げん覚かく【魔法】を応用して目の前の空間に地図を呼び出してしまうのは、【迷めい宮きゆう】探たん索さくの癖くせか。あるいは携けい帯たい電でん話わと同じく、もう便利なサービスに触ふれていないと落ち着かないからか。

「なるほどねえ……」

　ベアトリーチェは思わず呟つぶやいていた。

　ぶーぶーの家は山中の川の近くでありながら水位の上じよう昇しように巻まき込こまれず、土ど砂しや崩くずれなどの恐れもない、なかなかの立地だった。こういう場所は熊くまや狼おおかみなど他の猛もう獣じゆうも招き寄せるため必ずしも安全とは言い難がたいのだが、そもそも森や山の動物達は進んでぶーぶーのテリトリーを荒あらそうなどとは考えないのかもしれない。

　その家は、熱帯雨林などにある大きな葉を幾いく重えにも重ねて三角形のシルエットを形作る、言ってみれば家というよりテントに近いシルエットだった。

「ひゃー、降ってきた降ってきた。ベアトリーチェ、こっちこっち」

　ぶーぶーは馬ば鹿かデカい【岩がん山さん大だい王おう熊くま】を抱かかえたまま、それなり以上に大きな『家』の中に入っていった。当たり前だが、葉っぱでできているため鍵かぎのようなものはない。

　遅れて、ベアトリーチェはぶーぶーの家を見上げながら、

「へえ、思ったよりもしっかりしているね、ぶーぶー。文明人の仕事よ」

「ぶーぶーはそろそろ怒おこっても良いと思う」

「気のせいよ。それにしても、きちんと掃そう除じもしているみたいだね」

「ぶーぶーの家は寝ね返がえりを打つと三日くらいで壊こわれてしまうので、いつでもピカピカ」

　テントのような、ではなく、まんまテントであった。

　内部に家具らしい家具はほとんどなく、ぶーぶーの獣じゆう臭しゆうが一段と強くなった事を除けば居い心地ごこちは悪くない。

「これは雨が止やんだら何とかする分」

　と言いながら、ぶーぶーは【岩がん山さん大だい王おう熊くま】を葉っぱの家の隅すみっこに置いてしまう。

　ベアトリーチェはベアトリーチェで、あちこち見回す内に気づいた事があった。

「あらぶーぶー、この家には【妖よう精せい】がついているの？」

「ん？」

「フェアリーリングがあるでしょ。これは【妖よう精せい】が近くにいる証あかしよ」

　言いながら鋼はがねの手て甲こうで指差した先にあるのは、直径一〇センチほどの小さな輪状の傷だ。葉っぱの家の葉っぱの床ゆかに直接刻み付けられている。

「本来は叢くさむらの草を抉えぐるように描えがかれるものなんだけどね」

「【妖よう精せい】とか言われても、ぶーぶーには心当たりはない。追おい駆かけると逃げてしまうから接点がない」

「う、うーん。元からレア度が高くて人目を嫌きらうというか、とにかくすぐ逃げる種族でしょ……。まして、人間大の私から見てもこの威い圧あつ感かんなのに、掌てのひらサイズの【妖よう精せい】から見たらぶーぶーはどんな風に映るのやら……」

　ぶーぶーは【妖よう精せい】については知らないと言うし、ひょっとしたらこっそり家に居着く事で、他の天敵から襲おそわれないようにしているだけなのかもしれない。

「けど【妖よう精せい】がいるって事は、この辺りには【ベニテンゴクバナ】でも咲さいているのかな」

「ぶーぶーは知ってる、【ベニテンゴクバナ】は奇き麗れいで甘あまい匂においがするけど食べちゃいけない花なんだって」

　他に気になるものと言えば、

「ぶーぶー、これは何なの？」

　タンスやクローゼットはおろか最低限の鍋なべやフライパンもないような家だが、木き彫ぼりの置物が一つ転がっていたのだ。サイズは大体三〇センチくらいか。

「ん、それはニンゲンの像」

「ニン……？」

「人間はある日突とつ然ぜんやってきた。天からの使いって話もある。ぶーぶー達は怖こわくて【迷めい宮きゆう】とか行けないけど、人間が【迷めい宮きゆう】に挑いどむ事で大地の穴から災わざわいが噴ふき出だすのを抑おさえてくれているんだって」

「う、うーん……。私達はそんな高こう尚しような生き物じゃないんだけどなあ」

　さて、とベアトリーチェは腰こしに手を当ててぶーぶーに提案した。

「ぶーぶー。ここはそなたの家であり、予定なき客人である私がこんな事を口に出すのはとても憚はばかられるんだけど」

「どうしたお前？　困っているならぶーぶーに何でも言ったら良いい」

「うん」

　こくりと頷うなずいて、濡ぬれねずみのままベアトリーチェは先を続けた。

「ぶーぶー、ちょっとこの家から出て行ってくれないかな？」

「ひいい!!　べっ、ベアトリーチェ、羨うらやましいからって地上げは良くない！　ぶーぶーは頑がん張ばって自分のおうちを作ったのに!!」

「いや違ちがう違ちがう」

　ベアトリーチェは手て甲こうに守られた細い手を振ふりながら、

「見ての通りのずぶ濡ぬれでしょ。表面上の水分は火力系の【魔法】で散らす事もできるんだけど、やっぱりきちんと中まで拭ぬぐっておきたいのよ」

　……実を言うと鎧よろいと水分の関係は割と致ち命めい的てきで、リアルな話、放置した結果体じゅうが水虫だらけ、などという大だい惨さん事じにも繫つながりかねない。が、これは乙女おとめの矜きよう持じと砂さ糖とう菓が子しのようなドリームのため、絶対ぶーぶーには告げないと決めていた。ある意味で、単に裸はだかを見せるよりも恥はずかしい。

　ぶーぶーはぶーぶーで、分かっているのかいないのか、

「ん！　じゃあベアトリーチェ、これで体を拭ふくと良いい。ぶーぶーの【兵へい輝き】はいつもこれでピカピカ!!」

「ああ、うん。客人の身分で贅ぜい沢たくを言うつもりはないけど、今度からタオルくらいは常備しようねぶーぶー」

　背に腹は代えられないのでとりあえず『アイテム名・ぬの』を受け取るベアトリーチェ。

　そしてぶーぶーは出て行く素そ振ぶりも見せなかった。真正面からガン見である。

「……ぶーぶー」

「ん、どうしたベアトリーチェ？」

「腰こし回まわりに布を巻きつけているんだから衣服の概がい念ねんくらいあるはずだよね……？　人の家で身勝手とは思うけど、お願いだからひとまず出て行って!!　私が良いいと言うまで入ってこない！　人間の裸はだかは見ないの!!」

「分かった、人間の肌はだは毛皮もなくて硬かたさもいまいちってぶーぶーは知ってる。でも光に当ててもいけないなんてやっぱり大変なんだな」

　と、ぶーぶーはあっさり背を向けて葉っぱの家の出口に向かってしまった。

　しばしその後ろ姿に睨にらみを利きかせているベアトリーチェだったが、ぶーぶーがこちらを振ふり返かえる様子はない。

　というか全くない。

　あっさりし過ぎだ。

　……。

　……。

　……。

　ガッ!!

「ぷきー!!　な、何だベアトリーチェ、いきなりぶーぶーの背中のお肉を摑つかんで……痛い痛い!!」

「ぶーぶー、私は別に、覗のぞきなどという卑ひ劣れつな行こう為いを一いつ切さい容よう認にんするつもりはないんだけどね」

「のぞきって何だ？」

「まずい、変な方向に学習機能が働き始めた!!」

「お前見ちゃダメって言った。だからぶーぶーはちゃんと約束を守る」

「それにしたって、こう、色々とあるのよ乙女おとめには！　その辺に転がっている魚の骨みたいに扱あつかうとかはアウトなの!!　もっと残念がれ!!」

　自分でも理り不ふ尽じんな事を言っているなと理解しつつも、ぶーぶーの腰こしの辺りに真っ赤な顔でドスドスと軽く拳こぶしを二、三発ほど入れるベアトリーチェ。

　ちなみにぶーぶーが退出した後は早いものだった。

　そもそもベアトリーチェが纏まとう衣服は、そういう形の【パーセンテージ】系【魔法】、身体能力を補正するためのエフェクトに過ぎない。よって御お付つきの人がいないと着ちやく脱だつもできないリアル鎧よろいと違ちがって、レイピア状の【兵へい輝き】を指でなぞって【魔法】を一つ一つ切っていけば自然と生まれたままになってしまう。

（……グランズニールでの目鼻立ちは装備に依い存ぞんしているはずなんだけど、こっちにいる間は脱ぬいでも変化はないのよね）

　ぶーぶーから受け取っていた（【兵へい輝き】メンテ用の）布を使って柔やわらかい瘦そう身しんにこびりついた水分を一通り拭ぬぐい去さると、再び【魔法】をオンにして装備の形のエフェクトを纏まとっていく。

「良いいよ、ぶーぶー」

　ちなみに戻もどってきたぶーぶーは全く水気を気にしていなかった。頑がん丈じような【イベリコオーク】は風邪かぜも引かなければ肌はだ寒さむさも感じないらしい。仕方がないので自分が使っていた布でもってベアトリーチェが通とおり一いつ遍ぺんの世話をしてやる。なすがままのぶーぶーはまるで小さな子供だ。

「んー」

「ほらぶーぶー、むずからないの」

「雨が止やまないと何にもやる事がない。ぶーぶーは退たい屈くつ」

「まあ、この雨は【ブレイクニュース】絡がらみだから、あれが通り過ぎればすぐに止やむでしょ。捕とらえた獲え物ものが腐くさる前には保存作業に入れるよ」

「正直、おうちにいてもやる事ない。ぶーぶーにはお昼ひる寝ねくらいしかできない」

「それで良いいでしょ。私もこの土ど砂しや降ぶりの中、無理に雨中行軍したいとも思わ───」

　言いかけて、ベアトリーチェの動きがピタリと止まった。

　ぶーぶーと寝る？

　ぶーぶーの家にご招待されて？

　かつて結婚の約束をしたぶーぶーと一いつ緒しよに？

　これでも一応こちらは嫁よめ入いり前の身体からだ。乱暴に抱き寄せれば折れてしまいそうくらいには思っていてほしいのに……!!　割と殿との方がたからの提案が雑過ぎやしなかったか……!?

「だっ、駄だ目めだよぶーぶー！　私達が一つになるにはおそらく専用の【魔法】を構築する必要があるというかそんな巨きよ体たいでのしかかられたらそれだけで圧あつ死ししかねないし───!?」

「？　ベアトリーチェはどうして頭のてっぺんの毛から火を点けて叫んでいる？」

「ごっ、ごほんごほん!!」

　その場で寝ね転ころがってまんまお昼ひる寝ねスタイルに移行したぶーぶーに対し（そう、自宅なのに毛布さえない）、ベアトリーチェは顔を真っ赤にしたまま咳せき払ばらいで己おのれの暴走を誤ご魔ま化かす。

　アホ毛で点灯した【照明魔法】はいったん隠し、並んで横になるベアトリーチェ。

　葉っぱの屋根に雨あま粒つぶがぶつかる音だけが続く。

　そんな中、ぶーぶーはふとこんな事を言ってきた。

「ベアトリーチェは何で【迷めい宮きゆう】なんかに出かける？」

「うん？」

「ぶーぶーはベアトリーチェに怪け我がとかしてほしくない。危険な場所なんて行かなければ良い。わざわざ【迷めい宮きゆう】に入るのなんて人間くらいしかいない」

「そうね、ぶーぶー」

　ベアトリーチェは身を転がし、横よこ倒だおしでぶーぶーの方を見やる。

「人間が【迷めい宮きゆう】に出かけるのはね、私達には絶対作れないものがたくさん眠っているからなの。そう、【経験値】を手に入れるため」

「？」

「うん、先天的に【スキル】を使える、逆に言えばそれ以外は成長のしようがない、ぶーぶー達【亜あ人じん】には関係のない話かも。だけど、人間にはそういう生まれ持っての力がないのよ。だからどうにかして、【魔法】を覚えていかなくちゃならないの」

「ぶーぶーはお勉強は苦手」

「【経験値】は何からだって手に入るよ。例えばご飯を食べたり、ダンスを踊おどったり、こうしてぶーぶーと話しているだけでもね。だけど、それらは微び々びたる量なの。本当に【魔法】を習得したければ、大量の【経験値】をごっそり手に入れるのが一番。そのために私達は【迷めい宮きゆう】に挑いどんでいるのよ」

「……、」

「【迷めい宮きゆう】ではやる事が多いの。【ギミック】と戦い、【トラップ】を解除し、宝箱から【トレジャー】を手に入れて……。他にも地図を書いたり図ず鑑かんを埋うめたり、そんなのを専門にやってる連中もいるね。【迷めい宮きゆう】の構造はランダムで変わるから資料集めをしても恒こう久きゆう的てきには役に立たないけど、むしろ【経験値】稼かせぎが目的ならそっちの方が美味おいしいらしいし」

　人は経験によって強くなる。

　しかし異世界であるグランズニールでの経験を、人は正しく受け止められない。

　だからこそ、【兵へい輝き】の力を借りる。

　整えて、変換してから、体の中へ取り込んでいく。

　一見すると回りくどくて不便に聞こえるかもしれないが、これは画期的な副産物をもたらした。平たく言えば、異世界で手に入れた経験を数値化し、人工的に割り振る事ができるようになったのだ。それこそ、野球ゲームの六角形なり八角形で表記される【パラメータ】を自由に伸のばしていくように。

　机で勉強をして野球の腕うでを磨みがく、料理を作ってカラオケが上手うまくなる、といった努力の付け替えも自由自在。

　故ゆえに、現実世界の人間には使えない【魔法】にだって手が届く。

「だから、私達の冒ぼう険けんには終わりはないんだよ。欲しい【魔法】を手に入れるため、望むだけの【経験値】を手に入れるため、無限に広がり常に変化する【迷めい宮きゆう】をひたすら進む。とはいえ、経験とはようは刺し激げきだからね。毎日カレーを食べていれば飽あきちゃうでしょ。高い【経験値】を得られるエリアは日々のトレンドで変わっていくの。単純に深く奥へ潜もぐれば良いって話でもないのよ。今、私達が行いき詰づまっている【ケイブ25】だって───」

「……、ぷきー」

　そこまで言って、ベアトリーチェは言葉を切った。

　ぶーぶーの方からは規則的な寝ね息いきが聞こえている。先ほど不作法だと叱しかったはずだが、やはり一いつ朝ちよう一いつ夕せきで礼れい儀ぎを学べるものでもなかったらしい。

（まったく、こういう顔はあの頃ころとさして変わらないんだけどね……）

　優やさしく目を細めると、ベアトリーチェは腰こし元もとから外して横へ置いておいた【兵へい輝き】へ触ふれた。西洋のレイピアから切っ先を除いたシルエットに似たそれを起動し、望む【魔法】を呼び出し、横になっている自分を包み込むようにオレンジ色の光の膜まくを展開させる。元々は【迷めい宮きゆう】の中で休息を取るための極小結界だが、年中無休で地下へ入いり浸びたっている人間は、これがないと逆に落ち着かないのだ。宿屋街では寝袋魔法などと呼ばれている所以ゆえんであり、実は【属性】単位で結構バリエーションも多い。

　いったん【迷めい宮きゆう】に潜もぐったら、家に帰るまでがサバイバルだ。

　どれだけ深層に潜もぐって伝説の財宝を手に入れたところで、持って帰れなければご破は算さんだ。

　探たん索さくにおいては、剣けんや杖つえを振り回すよりこういった体力を保持する手段をマスターする方が重要だったりする訳である。

　気温と湿しつ度どが最適化され、ぶーぶーの強い獣じゆう臭しゆうもまた退去させられる。背中の感かん触しよくは柔やわらかく沈しずみ込こむようで、意識そのものがじわりと溶とけていくのが分かる。

（ベアトリーチェは何で【迷めい宮きゆう】なんかに出かける、か）

　先ほどの、ぶーぶーの言葉をベアトリーチェは静かに反はん芻すうする。

【魔法】の象しよう徴ちようである【兵へい輝き】を指先でなぞりながら、

（……本当。何だって私はこんな事を続けているのかな……）







　そして。

　うとうととまどろみ始めたその時、唐とう突とつにベアトリーチェの世界は終わりを迎むかえた。

「ぶごーっ!!　ぶごごーっ!!　ぶしゅるるる……ふしゅうーっっっ!!!?!?」

「うっ、うう……なっ、なにっ!?　一体何が……！」

　危険な【迷めい宮きゆう】の中でなお、【魔法】の源みなもとたる【精神力】を迅じん速そくに回復させるため安全確実に短たん期き睡すい眠みんに入るための寝袋魔法。それに包まれてなお、ぶーぶーのいびきは容よう赦しやなくベアトリーチェの鼓こ膜まくを突つき抜ぬけたのだ。

「ぶふふう!!　……むにゃむにゃ……ぶーぶーはお船を手に入れてからが本番なんて言われても……ぶごごごう!!」

「こっ、この状じよう況きようは、私の、あっ、愛が試ためされているとでも言うの……!?」

　しかもそれだけに留とどまらなかった。

　試練第二弾。

　四メートル近いぶーぶーの巨きよ体たいがいきなりごろりと転がってこちらへ向かってきたのだ。

　オレンジ色の光の膜まく、極小結界の寝袋魔法などあってないに等しかった。

　ドガッシャアアア!!　とガラスが砕くだけるような音と共に寝袋魔法が粉々に砕くだけ散ちる。というか、これが壊こわれるところなど初めて見た。半ば感心するより前に、その巨きよ体たいが容よう赦しやなく迫せまってくる。

「ばっ、待っ……ストップ、すとーぉぉぉぉぉぉぉぉぉっぷ!!　ぶっ、ぶーぶー！　潰つぶれる潰つぶれる!?　私の身体からだが潰つぶれちゃうからあ!!」




　　　　　４




　そして葉っぱの家の住人達が寝ね静しずまると（いや、よくよく見ると睡すい眠みん中ちゆうのぶーぶーと押おし潰つぶされて口から魂たましいを吐はき出だしつつある真しん紅くの【剣つるぎ聖せい女じよ】のようにも見えなくもないが）、幾いく重えにも重ねられた大きな葉の隙すき間まから、小さな影かげがひょっこりと現れた。

　体長一五センチ程度。

　背からトンボのような四枚の羽を生やし、白と桃のドレスに桜色の髪かみをショートヘアにした少女。

　右の足首に巻いた赤い輪をリンと鳴らしながら、その【妖よう精せい】は葉っぱの家の天てん井じよう近くをぐるりと一周回って観察した。

　大おお雑ざつ把ぱに、この家の状じよう況きようを確認する。

「まあまあ、ぶーぶーさんたら、また知らずにおうちを痛めつけて……」

　頭のリボンを揺らして呟つぶやくと、その小さな【妖よう精せい】は一度外へ飛び出し、補修材としても使える泥どろを両手ですくってから、床ゆかや壁かべを形成する大きな葉の隙すき間まへとぺたぺたと塗ぬり付つけていく。カビの生えてきた所は薄うすく削り取り、新しい葉を貼はり付つけていく。

　人知れずぶーぶーの家を守る【妖よう精せい】だが、これでもあの巨きよ体たいが不意に激しく寝ね返がえりを打っただけでいきなり家屋全体が倒とう壊かいする事もままある。決して構造が脆もろいのではなく、ぶーぶーの動きがダイナミック過ぎるだけなのだが。

　だが【妖よう精せい】に嫌いやがる素そ振ぶりもない。

　むしろ、仕事が増えた事を喜んでいる節さえもある。

　……悪戯いたずら者ものの象しよう徴ちようとして描えがかれる事も多い【妖よう精せい】だが、彼女の種族に限って言えば、恩と仇あだの考えは根強い。そしてその【妖よう精せい】は、以前ぶーぶーに助けられていた。【グラウンドスパイダー】というデカめの蜘蛛くもの巣に引っかかっていたところを救出されたのだ。……いや、ぶーぶーは森を進んでいる最さい中ちゆう、頭に蜘蛛の巣を引っ掛けただけのようにも見えたし、よくよく考えてみれば童話の王子様とはかけ離れた容よう貌ぼうでもあるのだが、とにかく命を救われた事実は変わらない。

「せっせ、せっせ……」

　そんな訳で、作っては壊こわれていくぶーぶーの家に居着いておよそ一月。主が寝ね静しずまってから諸もろ々もろの手伝いをひっそり行う事で恩を返し続けてきた【妖よう精せい】だったのだが……。

「うん？　このご令れい嬢じようはどなたなのでしょう……？」

　一通りの補修作業を済ませた【妖よう精せい】は、ひらひらと空中を舞まう。ぶーぶーとくんずほぐれつしている（というか十字に押おし潰つぶされているようにも見える）赤い鎧よろいにミニスカートの【剣つるぎ聖せい女じよ】が伸のびているのを見つけたのだ。

「まあ、まさかあのぶーぶーさんが女性をこの家に？　まあまあ！　なんという事でしょう。今夜は記念日かもしれませんのね！」

　などと最初は頰ほおに手を当てて喜んでいた【妖よう精せい】だったが、

「……、この華きや奢しやなお嬢じようさんと、【岩がん山さん大だい王おう熊くま】よりも大きなぶーぶーさんが……？」

　何だか、冷静に考えると組み合わせ的にありえない気がしてきた。

　そしてたとえに出した化け物熊は葉っぱの家の片かた隅すみで絶命したまま放り出されている。

「まっ、まさか……ぶーぶーさん、非常食とかいう話じゃありませんよね!?　私はぶーぶーさんを信じていますからね……!!」

「ぶごっ!?」

　と、そこでぶーぶーの規則的な寝ね息いきが途と切ぎれた。

　豚ぶた鼻ばなを鳴らして目元をごしごししながら、

「何だろう、これ……キラキラしてる……」

「ひっ」

　茫ぼう洋ようとした、それでいて凶きよう悪あく極きわまる豚ぶた面づらの瞳ひとみで見み据すえられた空中の【妖よう精せい】は、

「ひィィいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい!?」

　視線を受けた途と端たん、絶ぜつ叫きようしながら葉っぱの家から緊きん急きゆう避ひ難なんしていった。

　元々人目を気にする種族らしい、というのは（今なおぶーぶーの下で押おし潰つぶされている）ベアトリーチェの言である。
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　巨きよ大だいな竜りゆうの形をした【ブレイクニュース】は去った。

　土ど砂しや降ぶりの雨はすっかり止やみ、青空には大きな虹にじがかかっている。

　ベアトリーチェはぶーぶーと一いつ緒しよに【岩がん山さん大だい王おう熊くま】を外へ引っ張り出すと、内臓を取り除いたり血ち抜ぬきをしたり、といった食肉保存用の作業を手伝ってやり、それを終えるとぶーぶーの家から立ち去った。

【魔法】で地図を呼び出して歩く。

　グランズニールは人の足でも歩いて三日で一周できる小さな島で、人間にとっての集落らしい集落は中央近くの宿屋街しかない。

　それなりに整備された石いし畳だたみの道路に、煉れん瓦がを積んだ店てん舗ぽの数々。本当に、必要は発明の母だとベアトリーチェは思う。【迷めい宮きゆう】探たん索さくに直接必要のないものでも、人は己おのれの居い心地ごこちのためならいくらでも労力を惜おしまない。

　そして、こちらに戻もどってくると、いつもより街がざわついているような気がした。

　寝ね泊とまりするためというより仲間を募つのるために使う事の方が多い宿屋の一つに顔を覗のぞかせてみると、馴な染じみの【白しろ魔ま女じよ】がすぐにこちらへ気づいた。フィリニオン。ゆるふわの長い金きん髪ぱつに細いフレームのメガネを掛かけた女性で、その【ジョブ】の通り真っ白なマントと丈の短過ぎるワンピースにローライズのショートパンツの組み合わせに、白く色抜きしてつばに小さな指輪や杯の装飾品をピアスのように通した魔ま女じよの帽ぼう子し。ただし胸むな元もとには不自然なスリットが空き、しかも前はキツキツで上手く留められないらしい。そう、ぐぐっと衣服の内側から盛り上がる豊満なバストの谷間だけをくっきりと見せつけるようにだ!!

（い、いや、気にしてないし。私だって平均値は超こえているんだし！　さらに身に纏まとう【魔法】の効果で若じやつ干かん増えてもいるんだし!!）

　でもって【白しろ魔ま女じよ】が得意としているのは回復系で【兵へい輝き】もまた剣けんや槍やりではなく、テーブルの上に置かれた白い救急箱だった。各種の薬品を揃そろえている……のとは少し違ちがう。状じよう況きように合わせて複数の材料を束ねて必要な薬品を生み出す、【調合】専用のデバイスだったはず。

　彼女は細い鎖で首に提げた鍵を指先で弄びながら、

「ベアトリーチェ、状じよう況きようが動いたみたいですよ」

「何なのよ、フィリニオン。【ケイブ25】の件なら頭打ちのまま議論が止まっていたでしょ。【迷めい宮きゆう】の改変期まで待って、内部構造のランダムな変化に任せるしかないって」

「ですからそれが」

「……攻こう略りやくルートが見つかったとか？」

　ベアトリーチェは席に着くとテーブルの端はしに貨か幣へい代わりの歯車をいくつか重ねて置いた。元々はカラクリ細工のモンスター【ギミック】の体の中にあったもので、分解して【経験値】に変へん換かんするもよし（つまり内部構造を知る、という経験を数値化してよそへ割り振る）、【調合】でレアアイテム化させてから倍増した【経験値】を取得してもよし（複雑であればあるほど取得できる値あたいも増える）、と便利な流通品でもあった。

　ウェイトレスがいつもの飲み物を持ってくると、フィリニオンと呼ばれた【白しろ魔ま女じよ】は薬指だけ指貫きしたグローブに包まれた手でカップに触れて、

「まず、【ケイブ25】の石橋の【トラップ】、あれと連結している動力源の割り出しに成功した【パーティ】がいたようで」

「つまり、【ブレイクニュース】の一角よね」

　ベアトリーチェはうんざりしながら、火力系けいで幻げん覚かくを生む【魔法】を起動した。【迷めい宮きゆう】内でのオートマップや、強大極きわまる門番級の【ギミック】、一つのエリアに長く留とどまり続けると出しゆつ没ぼつする超高火力の懲ちよう罰ばつ級きゆうと戦う前の作戦会議で使うための、汎はん用ようメモに近い。

　テーブルの上にホログラムのような映像を作り、【ケイブ25】のジオラマと【ブレイクニュース】と書かれた黒い影、そしてそれらを赤い糸で結ぶ。

「まさかと思うけど、お次は大規模な遠えん征せい軍ぐんでも組んで【ブレイクニュース】の討とう伐ばつクエストなんて話にはならないよね？　まさか！　流石さすがに無理よ、そんなの。相手は魂たましいを持った逆説だよ。たとえカンスト組が束になったって敵かなわないし、そもそも猛も者さほど無む謀ぼうな依い頼らいは受け付けないものでしょ」

　少し離はなれた場所に宿屋街の駒こまを置き、【ブレイクニュース】との間に赤いラインを引く。当然ながら、途と中ちゆうには大きな×印をつけた上で、だ。

　フィリニオンは腰の横に革のベルトで提げていた分厚い図ず鑑かんのようなものを取り出した。歯車を山積みして情報購入したのではなく、自力で項こう目もくを埋うめているのだろう。こいつは直接的な戦せん闘とうよりも、他人の回復や図ず鑑かんのコレクタブルで【経験値】を稼かせぐのだ。

【白しろ魔ま女じよ】は、あらかじめしおりを挟はさんでいたページを開いて、提示する。

「まず、【ブレイクニュース】の詳しよう細さいから。【ケイブ25】と接続しているのは、【サウザンドドラゴン】と呼ばれる個体のようです」

「サウザンド……って、あれよね？」

　思わず、土ど砂しや降ぶりの雨とぶーぶーの葉っぱの家を頭に浮うかべる。同時に、テーブルの上の【ブレイクニュース】の項こうを【サウザンドドラゴン】に変化させる。

　ますます勝ち目がない。

「全長一〇〇〇メートル越ごえの巨きよ大だい【ドラゴン】。その巨きよ体たいで空気を裂さくだけで飛行機雲にも似た現象で分厚い雲を形作り、不定期な豪ごう雨うを生み出す水の竜りゆう王おう。……そんなの、それこそ人の手でどうしろっていうのよ。胡う散さん臭くさい伝説の中にしかいない謎なぞのドラゴンイーターじゃあるまいし。あれは確実に避けるために研究に研究を重ねるものであって、自ら接せつ触しよくに行くなんてただの自殺行為じゃない」

「ですから」

　と、フィリニオンは指先で自分のメガネのつるを軽くなぞりながら、

「倒たおさずに無力化するための方策が取れるかもしれない、と話題になっていまして。ほらここです」

「九〇日に一度、【サウザンドドラゴン】は原因不明の酩めい酊てい状じよう態たいに陥おちいる事がある。予測不能の飛行ルートを取るため注意されたし。発生確率七八・八％。……つまり」

「こいつを酩めい酊てい状じよう態たいに陥おちいらせる『何か』を探してみよう、という気き概がいが生まれたんです。で、グランズニールの気象条件、生せい態たい環かん境きよう、人々の動き、あれもこれも引っ張り出してみんなでうんうん議論を重ねた結果、これだと思えるものが出てきた」

　ベアトリーチェは【サウザンドドラゴン】から赤い糸を伸のばすが、行き先がない。『？』という枠わくを一つ用意する。あの怪かい物ぶつに、弱点があるとでも言うのだろうか？

「具体的に」

「こちらです」

　と、フィリニオンは図ず鑑かんの別のページを開く。

「ただし、あまり聞いていて面おも白しろい話ではないと注ちゆう釈しやくしておきますが」
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　その【妖よう精せい】は、こっそりとぶーぶーの葉っぱの家へと舞まい戻もどってきた。

　確かにぶーぶーの凶きよう悪あく豚ぶたフェイスはおっかない。睨にらまれたらそれだけで頭が真っ白になる。しかし、その小さな【妖よう精せい】にとって命を救ってくれた恩人である事実は変わらない。

　それが偶ぐう然ぜんか否いなかなんて問題ではない。

　こうして自分の手で恩を返せるか否いなか。そちらの方がはるかに重要だ。

「……屋根の方はまだ大だい丈じよう夫ぶ。柱を支えるロープも緩ゆるんでいない。うん、これなら問題はなさそうです」

　一つ一つを確かく認にんしていく【妖よう精せい】だったが、これまでとは違ちがう。

　何かを名残なごり惜おしむように。

　まるで、いつも通りの事をいつも通りにできなくなると言っているような。

「メリディアーナ」

　と、誰だれかが彼女の名前を呼んだ。

　同じく【妖よう精せい】の、それも群れの長おさである女性がやってきた。

　セミに似た大きな羽を備え、オレンジ色の衣い装しようを纏まとう、ライム色の髪かみを頭の後ろでまとめた【妖よう精せい】は、

「そろそろ準備はよいか？」

「ええ、モルガン様。この家はとびきり頑がん丈じようにしておきましたから、いくらぶーぶーさんでも七日……いえ、五日は保もつのではないかと」

　壊こわれては建て直す葉っぱの家。

　故ゆえに、こんな恩返しには意味なんてなかったのかもしれない。ぶーぶーは自分が寝ね返がえりを打って壊こわしてしまった家を何事もなく建て直して、これからもメリディアーナの行いには気づかずに生きていくはずだ。

　それは重要ではない。

　自分の手で命の恩人であるぶーぶーのために何ができたのか。

　その納なつ得とくさえできれば。

「お前には済まないと思っている」

「そんな、頭を上げてくださいモルガン様。これは私が自ら望んだ事で、最初から決まっていた事なのです。モルガン様がそうしろと命じた訳ではないでしょう？」

「だが」

「人間達は言いました。かの悪あく竜りゆうは私達【妖よう精せい】の血の毒に酩めい酊ていする。あれは無む尽じん蔵ぞうに私達を貪むさぼる天敵ですが、その色素は徐じよ々じよに巨きよ体たいの中へ蓄ちく積せきされていっていると。あと一ひと押おし、もう一ひと押おしで悪あく竜りゆうは倒たおれると。私もそう思います」

「……、」

【妖よう精せい】達は日常的に【ベニテンゴクバナ】と呼ばれる真っ赤な花の花弁を好んで食べている。これ自体は大した毒性を持たないが、【妖よう精せい】の血液内で分解される事で恐おそるべき変化を起こすらしい。

　当の本人達には分からない事だが、体格差一〇〇倍、一〇〇〇倍、いいやそれ以上の巨きよ大だいな【ドラゴン】さえ一いち撃げきで酩めい酊ていさせるほどに。

「ですから、私の代で終わらせます。私が喰くわれて、それでおしまい。もう二度と、私の後に誰だれも続かないように、誰だれも食べられないように、確実にかの悪あく竜りゆうをここで仕留める。その行いに、何のためらいがありましょうか」

「……、すまん」

　必要ないと言われても、それでもモルガンは呟つぶやいていた。

　くすくすと笑いながら、メリディアーナは自らこう尋たずねた。

「準備の方はいかがです」

「いつでも始められる。後はお前の覚かく悟ご待まちだ」

「では、今からでも」

　二人の【妖よう精せい】は、ひらりと葉っぱの家から出て行った。

　一度だけメリディアーナは自分が居着いていた恩人の家を振ふり返かえり、そして寂さびしそうに笑ってこう呟つぶやいた。

「さようなら、ぶーぶーさん」
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『？』の項こうが埋うまる。

　赤い糸と複数の枠わくでできた、【ケイブ25】攻こう略りやくの図式が完成する。

　しかし苛いら立だちを隠かくそうともせず、ベアトリーチェはこう言葉を放っていた。

「……主導しているのは誰だれ？」

「ああもう、ベアトリーチェ」

「誰だれだって聞いているのよ」

　凄すごむように繰くり返かえすと、空気全体が硬こう質しつ化かしていった。直接に怒ど気きをぶつけられていない他の客達までもが気け圧おされたように会話を止める。関かかわりを避さけようにも、まともに手足を動かす事すらままならない。

「俺おれだよ」

　と、別のテーブルから吞のん気きな声が飛んできた。

　そちらの一角だけが、温度が違ちがう。くすくすと人を小こ馬ば鹿かにしたような顔つきの男達が、五、六人ほど固まっていた。

　中心にいるのは銀の騎き士し。

　中肉中背に黒の短髪、やや目つきが鋭いのは減点か。一見して清せい浄じようのイメージ、しかし実際には全てを反射し拒きよ絶ぜつする磨き上げた銀の鎧を纏まとうのは、大きな盾たてが特とく徴ちよう的てきな【浄じよう騎き士し】辺りだろう。ベアトリーチェの【剣つるぎ聖せい女じよ】同様、生まれ持っての稀け有うな【ジョブ】だ。

「おいおい、【ブラックリスト】入りがほとぼり冷まして戻もどってきたと思ったら、訳知り顔で文句かよ。何を考えているんだかね、センパイ様は」

　互たがいに異なるテーブルの椅い子すに腰こし掛かけたまま、赤と銀は互たがいの顔を睨にらみ付つける。

「こちとら貴重な時間を削けずって【ケイブ25】の突とつ破ぱ口こうを必死になって探してきたんだぜ。あんた達はそのおこぼれで【トラップ】を越こえて先へ進もうってんだ。むしろ、通行料を置いていってほしいくらいなんだがな」

「……我々がグランズニールで殺傷しても良いのは魂たましいを持たないカラクリ細工の【ギミック】だけよ。ここでは動植物の採取さえ【亜あ人じん】に任せるか同行するのがならわし。人と同じように考え話す【妖よう精せい】を殺して差し出すなんて、許されるとでも思っているの？」

「俺おれ達が殺している訳じゃない。向こうが勝手に自殺する分には構わんだろう」

「最初から、そうなるように誘ゆう導どうしておいて？」

　ミシッ……と、ベアトリーチェの口の中で軋きしんだ音が響ひびいた。

　嚙かみ締しめた奥歯が悲鳴を上げているのだ。

「規格外の【サウザンドドラゴン】は【妖よう精せい】の血に酔よう。でも、その色素が蓄ちく積せきしていて、あと一ひと押おしで殺害できるなんて誰だれが決めたの？　そなたは薄うす汚ぎたないその口で噓うそを吐はき出だし、【妖よう精せい】が自ら命を差し出すよう仕向けただけでしょ。そうすれば自分の後の代の子達が犠ぎ牲せいになる事はないって、そんな気持ちさえ踏ふみにじって!!」

「おーおー、怖こわい怖こわい」

　パンパン、と椅い子すに腰こし掛かけたまま、足を組んで、【浄じよう騎き士し】は手を叩たたいた。

「なあおい、そこまで【亜あ人じん】なんぞに肩かた入いれする人間がいるとでも思うのか？　所しよ詮せんは異世界のバケモンだ、言葉が通じている素そ振ぶりを見せている程度で感情移入だなんて本気の馬ば鹿かかよ。流石さすがは豚ぶた面づらと寝ねる女は考える事が違ちがう。変態女の頭の中なんぞ俺おれには分からんよ」

「……、」

　くすくすと取り巻き達が笑っていた。

　ベアトリーチェは薄うすく薄うすく、目を細めた。

「つまり、何を言っても変わらないという訳かな」

「何が？　俺おれ達がオツムの弱い【妖よう精せい】どもを利用し続ける事か？　ハハッ！　やめる訳がないだろう。【ケイブ25】の向こうは、一度踏とう破はすればおしまいという訳ではない。俺おれ達の目的を知ってるか、【経験値】稼かせぎだろうが！　何度も何度も足を運んで、望む【魔法】を手に入れるためにひたすら駆かけずり回まわって【ギミック】倒たおして宝箱の【トレジャー】を奪うばい合あうんだろうが！　だったら何度でもやるよ、行って帰ってまた行って、必要な時に必要な分だけ【妖よう精せい】どもを騙だまして【サウザンドドラゴン】に食わせるよ!!　次こそは、今度こっそはー、って何度でも何度でもあいつらを煽あおりながらなあ!!」

「───、」

「ああ、そうだ。今、こっちで話題になってたんだけどよ。ようは【妖よう精せい】の血さえありゃあデカブツを酔よわせられるんだろ？　【トラップ】止められるんだろ。だったら血だけ搾しぼっちまって、残りは【調合】の材料にでもしちまうのはどーよって話じゃね!?　あいつら何だかしょっちゅう逃げ回ってレア度高めだし、ひょっとしたら良いい【経験値】変へん換かんアイテムになるかもな、ぎゃははははは!!」

　ベアトリーチェは、ゆっくりと息を吸って、吐はいた。

　テーブルの上の映像に、新たな枠わくを設ける。首しゆ謀ぼう者しや、とでも呼ぶべき項こうを。

　そして宣言した。

「言いたい事はそれだけ？」

「だとしたら？」

　ゴドン!!　という轟ごう音おんが応じた。

　赤い【剣つるぎ聖せい女じよ】がテーブルの上へ拳こぶしを振ふり下ろし、虚きよ構こうの図式を吹ふき散ちらした音だった。




「表に出ろ」




　その瞬しゆん間かん。

　一体何が起きたのかは、銀の【浄じよう騎き士し】はおろか、その取り巻きも、周りで恐る恐る様子を観察していた他の客達も、同じテーブルについていた【白しろ魔ま女じよ】のフィリニオンも、つまりは誰だれにも認にん識しきできなかっただろう。

　ッッッゴン!!!!!!　と。

　ただ爆ばく音おんが遅おくれて鳴なり響ひびき、気がつけば宿屋の煉れん瓦がの壁かべが一面粉々に砕くだけ散ちっていて、銀の【浄じよう騎き士し】が砲ほう弾だんのように石いし畳だたみの道路へ放り出されていた。

　蹴け飛とばされたと気づくのに、一秒かかった。

「がっ、ば……」

　ゴロゴロと転がりながらも、【浄じよう騎き士し】の男は石いし畳だたみを銀のブーツの底で削けずるようにして制動をかける。その両手でもって勢い良く大盾の【兵へい輝き】を構える。

「……に、を、してやがるんだ、このクソ女がァァあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!!!!」

　激げき昂こうし、そのまま【兵へい輝き】を起動させる。

　ジャココン!!　と鏡のように磨みがかれた盾たての表面から無数の鋭するどいスパイクが飛び出した。

　盾たての【兵へい輝き】という分類であるが、そのものの硬かたさで防ぎ、重さを使って殴なぐりかかるものではない。あくまでも【魔法】を乗せる事で馬車を受け止め、甲かつ冑ちゆうを叩たたき潰つぶす最強の武器となる。【浄じよう騎き士し】が吼ほえると、その表面に眩まばゆい銀の光が走る。少し身を屈めれば全身が収まるほど巨大な盾たての裏側に光の帯が展開され、粒りゆう子しは様々な【アイコン】を形作っていく。

　破は壊かいされた壁かべを潜くぐるように、遅おくれて悠ゆう々ゆうと表へ出てきた赤い【剣つるぎ聖せい女じよ】を見み据すえながら、銀の【浄じよう騎き士し】の意識がぐらぐらと煮にえる。

「死んだぜえ……お前」

　事前登録してある【魔法】は【コマンド】だけで四〇。【パラメータ】増ぞう幅ふく用ようの【パーセンテージ】に至っては五〇以上ある。膂力STRを二〇〇％増、行動速度AGIを五〇〇％増、幸運LUCを一五〇％増、その他た諸もろ々もろ。筋肉、骨格、臓器の配置はあくまで同じ人間のまま、しかし今の【浄じよう騎き士し】は握にぎり拳こぶしで虎とらを屠ほふり、【兵へい輝き】を駆く使しすれば中型サイズの【キマイラ】くらい単たん騎きで始末できる。

「勝手にテメェで自殺の引き金引きやがって……。【迷めい宮きゆう】探たん索さくのための【魔法】を先に人間様に向けやがったのはテメェの方だぞクソ女。同じ【魔法】でぶち殺されても文句は言えねえよな。たかだか【亜あ人じん】如ごときのために命捨てやがって!!」

「生あい憎にくと、そなたなんかよりも【亜あ人じん】の彼らの方がよほど人間らしい心があるよ」

「【長い銀ぎん髪ぱつの君】だとか【殺しの踊おどり子こ】だとか色々言われているようだが、こっちは知ってんだ」

「……その異名は性別や身体の特とく徴ちようばかり揶や揄ゆしているから、あまり好みじゃないのよね。他人が決めた名前などどれでも良いいけど、中でもマシなのは【七色煉獄セブンフレイム】くらいのものかな」

「テメェは凝こり性しようの偏へん執しゆう狂きようで、使う【魔法】は火力系の一いつ択たくで埋うまっているって事を!!　【属性】とか【相あい性しよう】とか考えろ馬ば鹿か、こっちは水力系も地力系も使い放題、テメェをいつでも砂にできんだ!!」

　ブゥン!!　と【浄じよう騎き士し】の【兵へい輝き】が、盾たて一いち面めんの鋭するどいスパイクが唸うなる。

　盾たての裏側に広がる光の【アイコン】、その一つ一つが【浄じよう騎き士し】の武器だ。【迷めい宮きゆう】において多数の【ギミック】を薙なぎ払はらう究極の【魔法】の群れだ。あるいは雷らい撃げきで岩がん盤ばんを砕くだき、あるいは氷の槍やりを叩たたき込こみ、あるいは黒い霧きりで全てを腐くさらせ、あるいは全身を徐じよ々じよに石化させていく。

「ふざけんなよ、こっちはLv.99だぞ、カンストを達成してんだ！　数値は全部９の連打で埋うまってんだよ!!　【レベル】の数は【魔法】の数だ、装備と詠えい唱しようで九九個ストックしてんだ！　敬意を表せ、こうべを垂れろ!!　誰だれがテメェらを守ってやっていると思ってんだ!?」

「……、」

「泣いて詫わびろ変態クソ女。テメェの手足をじわじわ石化させてから目の前で叩たたき割わって、絶望に狂くるうその顔を踏ふみつけて××を××××してやる……!!!!!!」

「そのまま返そう」

　言って、ベアトリーチェは己おのれの【兵へい輝き】を腰こしの鞘さやから抜ぬいた。

　細身のレイピアから、さらに切っ先を除いたような奇き怪かいな武装。

　それを起動した。

　直後の出来事だった。




　世界がオレンジ色に埋うまった。




「……あ……？」

　意味が分からなかった。

　その男はリアクションもできなかった。

　石いし畳だたみと煉れん瓦がの店てん舗ぽで埋うまる宿屋街の景色そのものが、全く別のものへと転じていた。全てはオレンジ色の光に包まれている。三六〇度、ベアトリーチェと【浄じよう騎き士し】を包み込んで、得体のしれないコロシアムでも作るように。

　だが違ちがう。

　それは、七つの系統樹だった。その全てが有う象ぞう無む象ぞうの【魔法】を示す【アイコン】の群れであり、ベアトリーチェの武器だった。一面を取り囲む【魔法】の数は、全部でいくつか。一〇〇〇か、あるいは万を超えたか。【浄じよう騎き士し】には、もはや数える事も叶かなわなかった。

「……ふ、ふざ、ざけんなよ……」

「何が」

「てっ、てめっ、テメェはっ、だって、テメェは!?　火力系以外の【魔法】は一いつ切さい使えないって、あれは全部、ガセだったのか……!!」

「いいや」

　まるで縦長の眼球。ぐるりと七つの系統樹が、景色全体が回った。

　ダイヤルを回し、カーソルを合わせるように、彼女が何かを選せん択たくする。

「ただ単純に、火力系だけで一万四〇〇〇ほど蒐しゆう集しゆうしているというだけよ。とはいえ、これでもまだ極きわめると呼ぶには程ほど遠とおいけどね」

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　もはや、言葉もなかった。

　九九のストックの内、鎧よろい兜かぶとなどの【パーセンテージ】系を除いた、たかだか四〇か五〇くらいの【コマンド】系であらゆる【属性】のあらゆる【魔法】を網もう羅らした気になっていた【浄じよう騎き士し】は、完全に頭がパンクしていた。

　改めて。

　本当に改めて、【浄じよう騎き士し】はスキャン系の【魔法】をひっそりと起動する。目の前の敵、ベアトリーチェを読み取る。【パーセンテージ】系の【魔法】は衣服の形で身に纏まとう。それらの外見から完かん全ぜん駆く動どうした【剣つるぎ聖せい女じよ】の実力を推測していく。

　表示されたのは恐おそるべき結果だった。

『ｈ３ｎ蛾ｎｐ碑罷１ｈ腑ｆｖｐ威遺ｈ６誦６ｎ瑠ｄｆ卦愚頽８ｊ』

「な、あ……!?　文字化け、だと……!?」

「そう見えるのは、そなたが一〇進法二桁けたの域に留とどまっているからでしょ。それを普ふ通つうに読み取れるのが『私達』なの」

[image: ]

　呆あきれ果はてたような声があった。

　チェスの達人が、駒こまの動かし方も知らない素人しろうとを前に息を吐はくような。

「ねえ。この業界はさ、Lv.99になって『から』が本番なの」

　格の違ちがいを知らしめ、なお許さず。

　大だい蛇じやがカエルを飲み干すように、その【剣つるぎ聖せい女じよ】は躊ちゆう躇ちよなく【魔法】を起動する。




「あまりカンスト組を舐なめるなよ、新入り」




　戦う前から結末の分かっている勝負が、容よう赦しやなく始まった。
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【妖よう精せい】のメリディアーナが仲間の所へ到とう着ちやくすると、すでに同じ掌てのひらサイズのみんなが準備を進めていた。ジュリエットにグレーテル、妹のアリスまで揃っている。

　鼻どころか目が痛くなるような異い臭しゆう。

　その原因は、人間大で言うならばコーヒー用のミルクポットにも似た小さな器うつわの中身か。

　極小の壺つぼの中には、どろりとした液体が入っていた。

【調合】が得意な【妖よう精せい】達だが、これは明らかに技術が違ちがう。

「これを飲み干せば良いんですね」

「ああ。だがこれは……」

「かの悪あく竜りゆうを確実に屠ほふるため、私の血の中にある赤い色素だけでは足りないかもしれない。そのために人間達が用意してくれた保険ですよね、分かっています」

　毒を飲み、腹に溜ためよ。

　その腹を差し出し、悪あく竜りゆうの王を内側から滅めつせよ。

「……、」

　長老のモルガンは、淡たん々たんと話を進めていくメリディアーナの笑え顔がおが硬かたい事には気づいていた。

　気づいていて、もう流れを止められなかった。

　彼女が拒こばんだとして、では誰だれがその役を担になう？　誰だれも担になわなかったら、今後もずっとあの悪あく竜りゆうは【妖よう精せい】を貪むさぼり続けるのか。何が正しくて、何が間ま違ちがっていて、どれが犠ぎ牲せいを減らして、どれが犠ぎ牲せいを増やすのか。もう、モルガンにも分からなくなっていた。

　だから、状じよう況きようが進んでいく。

【妖よう精せい】からすれば両手で抱かかえるような壺つぼを傾かたむけ、中身をすすろうとしたメリディアーナが、実際には一口含ふくんだだけで激しく咳せき込こんだ。

「がふっ!!　げほごほっ!?　がうあ!!」

　体をくの字に折るメリディアーナはとっさに片手で口を覆おおいかけた。そこから溢あふれたのは咳せきでも痰たんでも吐と瀉しや物ぶつでもない。すでに赤黒い液体だった。

　体内に巨きよ大だいな【ドラゴン】さえ酩めい酊ていさせる色素を持つ【妖よう精せい】だが、別に全ての毒素を平らげられる訳ではない。ふぐにトリカブトを与あたえれば死ぬのと同じ、普ふ通つうに苦しみ、普ふ通つうにのた打ち回る。

　がくがくと手足を震ふるわせ、目元から涙なみだを浮かべ、それでもメリディアーナは猛もう毒どくへさらに挑ちよう戦せんする。

　器うつわの中身が半分ほど減った頃ころには、すでに立ち上がる力も残っていなかった。体は横よこ倒だおしになり、背中の羽を半ば押おし潰つぶすような格かつ好こうで、全身をびくびくと痙けい攣れんさせている。

　ここで、無理だと言われていたら、モルガンはどうしていただろう。

　だが実際には、メリディアーナは倒たおれたまま、こう続けた。

　焦しよう点てんもろくに合わない瞳ひとみで、すぐ近くにいる仲間達を必死に捉とらえようとしながら。

「……えふっ、けほっ……て、手伝ってください。私一人じゃ、すみません、どうにもならないから……」

「……、」

「泣いても、喚わめいても、お気になさらず……最後まで、詰つめ込こんでください。そうじゃないと、みんなを守れない……」

　それで、覚かく悟ごを決めた。

　全員が共犯者となった。

　小さなスプーンやひしゃくを取って、どろりとした壺つぼの中の液体をすくう。ある者はメリディアーナの手足を押さえ付け、ある者は彼女の鼻を摘つまみ、そして複数のスプーンやひしゃくの中身が次々とその口の中へと投じられた。信じられないほど強い力で【妖よう精せい】の身体からだが暴れ回り、途と中ちゆうで何度も仲間が振ふり落おとされた。構わず、より多くの手が彼女の全身を押さえ付ける。壺つぼの中身が空になるまでそれが続く。

　誰だれも彼もが泣いていた。

　だけど、もうやめようと言った者は最後まで現れなかった。

「……ぁ……、か……」

　完全に焦しよう点てんを失ったまま、投げ出されたメリディアーナ。

　それを見下ろし、唇くちびるを嚙かみ締しめ、長老のモルガンは皆みなに言った。

「最後の仕上げをしよう。かの悪あく竜りゆうの餌えさ場ばにこいつを運べば、全てが終わる」
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　宿屋街の連中は使い物にならない。

【浄じよう騎き士し】達が外げ道どうだと分かっていても、現状、【妖よう精せい】を騙だまして喰くわせる以外に【ケイブ25】の【トラップ】を突とつ破ぱする方法に心当たりがない。だから【浄じよう騎き士し】を悪役にして、自分達は手を汚よごさずに先へ進もう。それが本音なのだろう。

　ベアトリーチェもまた、まともに相手をしなかった。

　人間が束になっても敵かなわない【ブレイクニュース】、魂たましいを持つ逆説と呼ばれる個体群。一〇〇〇メートルを超える巨きよ竜りゆう【サウザンドドラゴン】相手に、何をどこまでできるのか。それは分からないが、とにかく立ち止まってもいられない。目的地も定まっていないのに【魔法】で地図を呼び出し、しかし闇やみ雲くもに歩く。

【妖よう精せい】達を説とき伏ふせるのにどれだけかかる？

【妖よう精せい】が喰くわれる前に救出はできるか？

【妖よう精せい】を追う【サウザンドドラゴン】からはどう逃げ切る？

　課題は山盛りで、一つ一つが非現実的。一番最初のステップ、そもそも人目を嫌きらう【妖よう精せい】達の集落を見つけられるかどうかも分からない。

（だけど、このまま放っておけない……）

　利害がある訳ではない。直接の知り合いでもない。

　そうでなければ、立ち上がってはいけないのか。だってこんなのは、あんまりだろう。【ケイブ25】を突とつ破ぱしたいのは、人間側の理り屈くつでしかない。グランズニールでのんびり暮らしている【亜あ人じん】達には関かかわりのない話だ。そんな事のために【妖よう精せい】達は騙だまされて、同じ仲間を死なせたくないという想おもいすら利用されて、全く意味のない攻こう略りやく法ほうを聞かされて、【サウザンドドラゴン】に自ら食べられていく。それを認めたくないと思う事は、そんなに不思議な事なのか。

　───ベアトリーチェは何で【迷めい宮きゆう】なんかに出かける。

　そんな、ぶーぶーの素そ朴ぼくな疑問が脳のう裏りをよぎる。

　少なくとも、こんな悲劇をニヤニヤ笑いで許容するためではないはずだ。

【亜あ人じん】はニンゲンの像なんてものを作って勝手に尊敬の念を送っていた。人間が【迷めい宮きゆう】に挑いどんでくれるおかげで、大地の穴から災わざわいが噴ふき出だすのを抑おさえてくれていると。ある日突とつ然ぜんグランズニールへやってきた、天からの使いだと。

　全然見けん当とう違ちがいだ。人間は醜みにくい。自分の利益のために他者を騙だまして貪むさぼるほどに。

　でも。だけど。

　そんな拙つたない夢を叶かなえてやる人間が一人くらいいたって良いはずだ。

（放っておける訳がないでしょ!!　ちくしょう!!）

「ん？」

　と、森の中で誰だれかが話しかけてきた。

「どうしたベアトリーチェ、さっきも会ったばかりなのに。忘れ物か？」

「ぶーぶー」

　言って、そしてベアトリーチェは思い出した。

　頭の片かた隅すみに引っ掛かった閃せん光こうを忘れぬよう、火か力りよく系けい幻げん覚かくの【魔法】を迅じん速そくに呼び出す。

　赤い糸と四角い枠わくで情報をまとめる。

（……ぶーぶーの家にはフェアリーリングがあったよね。【妖よう精せい】が居着いている証あかし。だとすると、そいつの口から【妖よう精せい】の集落について何か聞けるかもしれない!!）

　ぶーぶーと葉っぱの家を繫つなぎ、葉っぱの家と姿なき【妖よう精せい】を繫つなぎ、さらに外側へ大きく赤い糸を伸のばす。その先にあるのは大きな『？』の項こう目もく。彼らの集落。ここまで繫つなげる事ができれば、口車に乗せられて【サウザンドドラゴン】の生いけ贄にえになろうとしている【妖よう精せい】個人を特定して手を伸のばせる。助けられる……!!

「話を聞いてぶーぶー！　私を助けてほしいの!!」

「ん、ぶーぶーはお前を助けるためなら何でもする」

　嬉うれしい事を言ってくれる。

　ベアトリーチェはこれまであった事をかいつまんで話した。もちろん、宿屋街の【浄じよう騎き士し】のような、胸むな糞くそ悪わるいところはできるだけ省いて。

　だけど、こんな話に胸むな糞くそ悪わるくないところなどあるのか。

　聞いている内に、みるみるぶーぶーの豚ぶた面づらがくしゃくしゃに歪ゆがんでいくのが分かった。

「そんなの噓うそ。いくら人間でもそこまでしない。だって人間は天からやってきた使いで、みんなのために【迷めい宮きゆう】に挑いどんでくれて、大地の口から災わざわいが噴ふき出だすのを防いでくれる存在なんだから」

「……、」

「大体、【サウザンドドラゴン】はとっても大きい。【妖よう精せい】なんていくら食べてもお腹なかは膨ふくらまない。だから進んで食べたりしないはず」

「これは食料とは違ちがうのよ、ぶーぶー。枯草や氷砂糖に近い……と言ってもぶーぶーには分からないかな。とにかく嗜し好こう品ひんという方が近いから。だから微び量りようでも十分なの」

　辛つらそうな顔で、ベアトリーチェは首を横に振ふった。

　ますますぶーぶーの顔は暗くなっていった。

「生きるために必要がないのに殺すのか？　そんなのは許されない」

「そうだよ、ぶーぶー。そして私達人間は、そういう性質を利用して【サウザンドドラゴン】を酔よわせようとしたの。喜ばせて、媚こびを売って、【ケイブ25】を超こえようとした。人間は【サウザンドドラゴン】を利用して、【サウザンドドラゴン】は人間を黙もく認にんして、互たがいの利益を得る。これは、共存よ。悪い意味での共存なの」

「【妖よう精せい】だって馬ば鹿かじゃない。ぶーぶーよりずっと頭は良いい。だからそんな話を信じたりしない」

「【妖よう精せい】達も、天敵に喰くわれ続ける事に疲つかれているんだよ。だからどんな胡う散さん臭くさい手でも乗っかってしまうの。たとえ効果が出なくても、次こそは、今度こそは、で延々と続いちゃう。【妖よう精せい】の血が、その色素が、いつか【サウザンドドラゴン】にトドメを刺さすって信じて。自分の行いは、過去に散っていった仲間達の行いは、絶対に無む駄だなんかじゃない、いいや、無む駄だになったと認めたくないって想いが……真実から目を逸そらしてしまうんでしょ」

「……、」

「ごめんなさいぶーぶー、辛つらい話だったよね。本当にごめんなさい」

「ベアトリーチェが謝あやまる事じゃない」

　ぶーぶーは首を横に振ふって、

「でも【妖よう精せい】に会えるかどうかは分からない。ぶーぶーも一度も見た事がないから」

「とにかく、ぶーぶーの家へ連れて行ってくれないかな？　まずはそこから始めよう」

　しかし、葉っぱの家へ向かってみると、様子が変わっていた。

　家の見た目が大きく変化している訳でもない。

　ただ、人の住んでいる家と廃はい屋おくでは明確に気配や空気が違ちがうのと同じように、その葉っぱの家からは何か温かいものが欠けていた。

　調べてみて、ベアトリーチェはようやく気づいた。

「フェアリーリングがなくなっている……」

　葉っぱの床ゆかに刻まれていたはずの、直径一〇センチほどの円。居着いた【妖よう精せい】がテリトリーを示すための印。それが奇き麗れいになくなっていた。その表面だけが剝はがされ、真新しい別の葉を重ねてあった。

　明らかに人じん為い的。

「フェアリーリングを消したって事は、【妖よう精せい】はここから立ち去ったのかな……」

　呟つぶやき、ベアトリーチェの中で急速に嫌いやな予感が広がっていった。

　別に根こん拠きよがある訳ではない。グランズニールでは様々な【妖よう精せい】が暮らしていて、ここに居着いていた者が『そう』であるという証しよう拠こはどこにもない。

　だけど、真っ先に頭に浮かんだのはこれだった。

　赤い糸と四角い枠わくの図式が大きく変わる。シンプルに簡略化される。

「……いや、違ちがう。ここに居着いていた子が『そう』だったの!?」

「……、」

　ぶーぶーは、しばらく黙だまり込こんでいた。

　改めて自分で建てた葉っぱの家を見回す。壁かべや柱に手をやる。幾いく重えにも重ねた葉っぱの壁かべ、ロープの結び目、そうしたあちこちに、小さな泥どろを塗ぬって補修してあった。一つ一つは些さ細さいだけど丁てい寧ねいで、これをやった者がいかにぶーぶーの家を大切に扱あつかってきたかが窺うかがえるものだった。

　やがて。

　ぶーぶーは顔を上げて呟つぶやいた。

「【妖よう精せい】の集落については分からない」

「？」

「だけど、【サウザンドドラゴン】の餌えさ場ばならぶーぶーは知ってる。あいつは西の海辺に着水して、岸にあるものを食べている。無む駄だな事なのに、あいつの機き嫌げんを取るために祭さい壇だんを作っていたヤツもいたと思う」

「ちょっと、ぶーぶー……」

　ベアトリーチェは、啞あ然ぜんとしたまま呟つぶやいていた。

「まさか、直接殴なぐり込こみをかける気なの？　いくら何でも無む謀ぼうだよ！　そりゃあ騙だまされている【妖よう精せい】は止めなくちゃならないよ。だけどそれは、あの逆説と正面からかち合うのとは話が別でしょ!!」

　だけど、ぶーぶーは聞かなかった。

　彼は続けてこう言った。

「ぶーぶーには何とも言えない」

　それは、人間社会の仕組みだとか、【経験値】と【魔法】の習得の関係だとか、【迷めい宮きゆう】を巡めぐる利害だとか、【ケイブ25】のカラクリだとか、【サウザンドドラゴン】の強さだとか、【妖よう精せい】をもらえるなら何でも良いいだとか、騙だまされてでも先へ進もうとする【妖よう精せい】達だとか、そういう話ではない。

　ぶーぶーは明確に、低い声で絞しぼり出だすように、宣言したのだ。




「ぶーぶーには、こんな事をして喜ぶヤツの気持ちがピンと来ない」
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　意識なんてとっくの昔に明めい滅めつしていて、上も下も区別がつかなくて、自分がどこに放り出されているのかも分からない。

　メリディアーナは風に乗って流れてくる潮の匂においから、ここがどこかの海辺であるとかろうじて認にん識しきしていた。

【サウザンドドラゴン】の餌えさ場ば。

　かつて無む謀ぼうなどこかの誰だれかがコンタクトを取れると信じ、築いた祭さい壇だんの成れの果て。

「……ひぅ……、ふう……」

　そこへ置き去りにされたメリディアーナは、もう自分の意思で呼吸するのも難しかった。喉のどは内側から腫はれ上あがって息が通らず、それ以前に内臓自体の動きがおかしい。あれだけ大量の猛もう毒どくを無理矢理に流ながし込こんだのだから当然か。

　だけど、これで全部終わる。

　もう誰も食べられなくて済む。もう誰だれも脅おびえてなくて済む。もう誰だれも選ばれなくて済む。

　だから。

　ざばり、と水を割る轟ごう音おんが、意識的にはひどく遠くから聞こえてきた。メリディアーナはもうそちらを見る事もできない。不規則に痙けい攣れんする手足は言う事を聞いてくれない。でも、まともな思考を維い持じできず、真っ当な恐きよう怖ふ心も薄うすらいでいるのは、せめてもの救いだった。

　凄すさまじい獣じゆう臭しゆうが立ち込める。

　近づいてくる。

　まるで品定めをするように、巨きよ竜りゆうの頭がのそりと祭さい壇だんへ向かっているのだ。

　小さな【妖よう精せい】を丸まる吞のみにするため、ともすれば石でできた祭さい壇だんごと嚙かみ砕くだかんとするために。

（ああ……）

　長老のモルガンにはもっとお礼を言っておくべきだったか。

　妹のアリスの飛行訓練にはもう少し付き合ってあげるべきだったか。

　ぶーぶーには家の補修方法を教えてあげるべきだったか。

　朦もう朧ろうとする頭に浮かぶのはそうした想いばかりで、死にたくないとか助けてほしいとか、そういう拒きよ絶ぜつの情は生まれてこなかった。

　これで良かった。

　そう思い、メリディアーナは静かに目を閉じようとした。

　その一いつ瞬しゆん前の出来事だった。




　ドゴァッッッ!!!!!!　と。

【ブレイクニュース】の一角、一〇〇〇メートルを超える巨きよ竜りゆう【サウザンドドラゴン】の狂くるえる頭部を横から思い切り殴なぐり飛とばす、別の大きな影かげがあった。




「……あ、れ？」

　メリディアーナは。

　夢か幻まぼろしでも見ていたのかもしれなかった。

　だって、こんなのはありえない。

　救いなんか来ない。【サウザンドドラゴン】は倒せない。だからメリディアーナが命を投げ出すのは当然で、それ以外の道なんて最初からどこにもなかった。

　その全ての前提が。

　たったの一いつ瞬しゆんで覆くつがえされる。

【岩がん山さん大だい王おう熊くま】よりもさらに大きな威い容よう。強きよう靭じん極きわまる筋肉の上からでっぷりと脂し肪ぼうを張り付けた身体からだを揺ゆらし、鉄骨か丸太のような特大の【兵へい輝き】を片手に、贄にえとして捧ささげられた【妖よう精せい】を守るように立たち塞ふさがったその背中。

　山が唸うなる。

　暴ぼう威いのような殺気がかの悪あく竜りゆうより真まっ直すぐに突き付けられる。

　しかし、その背中は一度たりとも揺ゆらぐ事なく、逆にその【兵へい輝き】をくるりと回して平たい切っ先を向け返した。

　全て茶番と知りながら、それでも快楽を耽たん溺できするために人間側の誘さそいに乗った竜りゆうへと。

　そして言った。

「怒おこっているか、お前」

[image: ]

　ジリ……ッッッ!!　と。

　聞く者全ての神経を炙あぶる、怒ど気きでいっぱいになった低い声で。

「だけど生あい憎にく、ぶーぶーはもっと怒おこっている」

　きっとこれは、猛もう毒どくで朦もう朧ろうとした頭が生み出した幸せな幻まぼろし。

　そんな夢の中で、【妖よう精せい】はこんな話を思い出していた。

　規格外の巨きよ軀くと強さを誇ほこる【イベリコオーク】には、様々な異名がつけられていた。【道を作る者】【険しき山の主】【暴食王】……。その多くは見た目の第一印象で名付けられた根も葉もないものだったが、その中に一つ、根こん拠きよ・出展が一いつ切さい不ふ明めいな通り名が紛まぎれていたのだ。

　かつて、どこかの誰だれかが言った。




【ドラゴンイーター】、と。
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　ゴン!!　ガンゴンバギン!!!!!!　と。立て続けに鋼はがねと筋肉の激げき突とつする轟ごう音おんが炸さく裂れつする。そのたびに衝しよう突とつの余波で爆ばく発はつめいた火花が飛び散り、衝しよう撃げき波はが撒まき散ちらされ、傍はたで眺ながめていたベアトリーチェは思わず片手で乱れる長い銀ぎん髪ぱつを押さえていた。

「すごい……」

　たとえ【兵へい輝き】があっても、ぶーぶーには【魔法】は使えない。これは学習の問題ではなく、先天的に【スキル】を持つ【亜あ人じん】は後天的な【魔法】を習得できない、という条件のためだ。【経験値】の付け替えによる【魔法】習得は、異界をまたいだ者にしかできない。だからぶーぶーにとって、あの特大の【兵へい輝き】は『とても頑がん丈じようで壊こわれない棍こん棒ぼう』くらいの価値しかない。

　なのに。

　だというのに。

　縦じゆう横おう無む尽じんに駆かけるぶーぶーは、ただそれだけで一〇〇〇メートル級の【ドラゴン】に立ち向かう。それはもう、一対一の対決というより巨きよ人じんが山を押すようなものだ。それでいて、滑こつ稽けいな道どう化けではなく現実のものとして成なし遂とげつつある。全てを嚙かみ砕くだこうとする巨きよ大だいな頭部を殴なぐり返し、真上から踏ふみ潰つぶそうとする胴どう体たいを押おし返かえし、翼つばさの羽ばたきが生み出す暴風、口から吐はき出だされる超高水圧の水の奔ほん流りゆう、そうした全てを叩たたき潰つぶし、またはサイドステップで回かい避ひしていく。

　彼ひ我がの差を考えれば、ぶーぶーの攻こう撃げきなんて爪つま楊よう枝じで人間に殴なぐりかかるようなものかもしれない。だがあまりの膂りよ力りよくと速度が、銃じゆう弾だんの雨で全身を叩たたくように規格外の怪かい物ぶつを押し返す。

　それも、ぶーぶーが戦っているのは海辺の陸地ではない。

　相手のフィールド。

　海の上を足場にして飛び跳ねている……!?

「なんていう……。【魔法】にも【スキル】にも頼ってない……。あれは単純な物理法則、水切りの要領だとでも言うの……!?」

　小石を水の上へ投げ放ち、何回跳はねるかを競きそう水切り遊び。これをどこまで巨きよ大だい化かできるのか、という冗じよう談だんめいた話がある。

　結果、時速二〇〇キロでスポーツカーが川へ水平に突っ込めば、二、三回は跳はねるとも。

　つまり、ぶーぶーがやっているのも同じ事。

　あまりの速度が、脚きやく力りよくが、水の上での足場を確保する。ぶーぶーは何もない水の上を跳はね回まわり、海面から飛び出た杭くいや岩、時には【サウザンドドラゴン】自身の巨きよ体たいにさえ着地し、再び莫ばく大だいな脚きやく力りよくで運動エネルギーを作り出して水の上を跳とんでいく。

【魔法】などない。

【スキル】など使わない。

　ただその極限まで鍛きたえ上あげられた肉体が、あらゆる奇き跡せきを超えた結果を出力する。一万四〇〇〇の【魔法】を自在に行使するベアトリーチェにもできない事を、【サウザンドドラゴン】に個人で挑いどむという暴挙を、その腕うでっ節ぷしだけで実現していく。

　巨きよ竜りゆうの牙きばが折れ、爪つめがめくり上がり、咆ほう哮こうはしだいに絶ぜつ叫きようへと変じていく。相手を殺すために振ふるわれていた脚あしや翼つばさは身を守るために、次いで逃げ出すために。大きく飛ひ翔しようしようとする【サウザンドドラゴン】の巨きよ体たいを、流星のように真上から降り注いだぶーぶーと、その手に握にぎられた【兵へい輝き】が容よう赦しやなく叩たたき落おとしていく。

　まるで世界へ巨きよ大だいな杭くいでも打ち込むように、【サウザンドドラゴン】を海へ縫ぬい止とめる。

「くっ!!」

　全周へ放たれる莫ばく大だいな水の壁かべから【妖よう精せい】を守るため、ベアトリーチェはレイピアに似た自らの【兵へい輝き】を起動し、防護用の炎ほのおの壁かべを築いていた。

　だがそれだけだ。

　この時、魂たましいを持つ逆説とまで言われる【ブレイクニュース】を前にして、ベアトリーチェが行使した【魔ま法ほう】はこれっきりだった。

　つまりは。




　一いつ刀とう必ひつ伐ばつ。

　ベアトリーチェが助すけ太刀だちに入るまでもなく、ぶーぶーは斬きれないはずの【兵へい輝き】の切っ先を、力任せに深々と【サウザンドドラゴン】の頭頂部へ突つき刺さしていた。




　時間が止まっていた。

　あらゆる音が消えていた。

　そして海の上で、巨きよ竜りゆうの頭の上へ降り立ったぶーぶーは、垂直に突つき刺さした鉄骨や丸太のような【兵へい輝き】のグリップを摑つかみ直なおしながら、えらく低い声でこう呟つぶやいていた。

「ぶーぶーはずっと睨にらみを利かせているぞ」

　巨きよ竜りゆうは、すっかりおびえた子供のように身じろぎしていた。

　頭ず蓋がい骨こつに到とう達たつ。

　それを叩たたき割わるか否いなかのギリギリのラインまで【兵へい輝き】を突き込みながら、容よう赦しやなくぶーぶーは言い放つ。

「生きるために殺すのは仕方がないと思う。だけど『それ以外』をやったら、ぶーぶーもお前に同じ事をする。お前、分かったか？」




　それだけだった。

　怪かい物ぶつは、その足で踏ふみ付つけた逆説をただの言葉で平へい伏ふくさせたのだ。
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　とん、とん、という太たい鼓この音が遠くから響ひびいていた。

　麓ふもとの宿屋街はお祭まつり騒さわぎになっていた。【ケイブ25】と直結し、オカルト的な動力源となっていた【サウザンドドラゴン】が撤てつ退たいした事で、道を阻はばんでいた【トラップ】は機能停止した。それを祝ってのものだろう。

　だけど、その祭りには主役がいない。

　ぶーぶーは、遠く離はなれた小高い丘おかから宿屋街の明かりを眺ながめていた。

「どうしたのぶーぶー、お祭りに行ってみたいのかな？」

　遅おくれてやってきたベアトリーチェがそう尋たずねると、ぶーぶーは振ふり返かえらないでこう言った。

「ぶーぶーは一人で良いい」

「？」

「ぶーぶーはみんなを怖こわがらせるから、お祭りになんか行けない。そうなるくらいなら、ぶーぶーは一人で良いい」

　その背中は、どこか小さく見えた。

「……あいつは泣いていた」

「？」

「やめてくれ、もうやめてくれって、【サウザンドドラゴン】は泣いていた。だけど、ぶーぶーには殴なぐる事しかできなかった。そうしなくちゃ、【妖よう精せい】を助けられなかったから」

「ぶーぶー……」

「きっと、一番の怪かい物ぶつはぶーぶーなんだと思う」

　肩かたを落として。

　今にも泣き出しそうに。

「ぶーぶーは怖こわい。こんな風にしかできない自分が。それでも成功してしまった事で、これで正しかったんだ、って思ってしまうかもしれない未来の自分が。そうなってしまったら、腕うでを振り上げる事に迷いがなくなりそうで、ぶーぶーはとても怖こわい。生きるために、食べるために……それ以外の理由で殺す存在になってしまいそうで、とてもとても怖こわい」

　その言葉を聞いて、ベアトリーチェはわずかに目を細めた。

　ぶーぶーは、ずっと昔に遊んでいた時から大きく変化したように見える。ぬいぐるみのような体は見上げるほどに膨ふくらみ、獣じゆう臭しゆうはきつく、寝ね返がえりを打つだけで押おし潰つぶされかねない。一万四〇〇〇の【魔法】を駆く使ししても勝てる様子もなく、ただ力任せに【兵へい輝き】を振ふり回まわすだけで、魂たましいを持った逆説とまで言われる【ブレイクニュース】の一角を平へい伏ふくさせた。

　だけど。

　一番根っこの所は。

　かつて、みんなを怖こわがらせたくないという理由でお祭りを遠くから眺ながめていた小さな背中は、何も変わっていなかった。

　それだけ分かれば、もう良かった。

「馬ば鹿かな子ね、ぶーぶーは」

　ベアトリーチェはそう言うと、座り込んでなお自分の身長より大きなぶーぶーの隣となりに立った。そのまま体重を預けるように、横から寄より添そっていく。

「私がそんな風にはさせないよ。私とそなたは友達だからね」
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　そして。

　そんな二人の背中を、もう少し離はなれた所から眺ながめている別の影かげがあった。

　一五センチほど、掌てのひらサイズの【妖よう精せい】。

　ようやく毒気が抜ぬけてきたメリディアーナは、ひらひらと宙を舞まいながらただ呟つぶやいた。

「ぶーぶーさん……」







　変わらないようでいて、変わらぬよう望んで、それでも少しずつ変わっていく。

　一人で良いいと願った彼を、怪かい物ぶつなどとは呼ばせないために。













　　　第二章　魔ま法ほう加か工こうとパラダイムシフト
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「ふう……」

　緑溢あふれる木々の中、それらをまとめて切り開く形で作られた広大な庭園で、髪かみ留どめを使わず自らの髪かみを縛しばる事でツインテールを形作る少女は静かに息を吐はいた。光の粒りゆう子しが肩かたの辺りで踊おどるが、それもまた、少女の歩みと共に散っていく。

　大理石でできた東あずま屋やのような一角。

　ただしあるのは茶会を催もよおすための椅い子すやテーブルではない。大きな円形のジャグジーだった。二四時間快適な湯温をキープしてある自前の露ろ天てん風ぶ呂ろへと、長い黒くろ髪かみをツインテールにした少女は疲つかれに身を任せるまま、大きなスリットの入った真っ赤なドレスも脱ぬがず倒たおれ込こむような格かつ好こうで飛び込んでいた。

　わずかに遅おくれて、ぱたぱたと足音を立てて小こ柄がらなメイドが近づいてきた。黒のショートヘアにヘッドドレスではなくすっぽり覆う帽子が特徴の……あれは三さん姉妹しまいの末っ子か。大中小で区別できるので遠目にも分かりやすい。

「お嬢じよう様さま、お戻もどりでしたかっ……っていうか、うわあーっ!?　またドレスのままお風ふ呂ろに飛とび込んでっ。一等級のローブデコルデですよ、オールシルクに王室御ご用よう達たしの職人が手て掛がけた『身に纏まとう豪ごう邸てい』とまで呼ばれる一品ですのにー!?」

「不定期なのだから、出で迎むかえは結構と言ってあったでしょう。……あと、異い世せ界かい探たん索さくはとにかく疲つかれるの。帰き還かん直後にお風ふ呂ろに入れるよう、バスローブ一枚で扉とびらを潜くぐらせてほしいと毎度毎度伝えているのに。見た目と違ちがってとにかくこれ脱ぬぎづらいのよ……」

「そんな恥はずかしい真似まねをお嬢じよう様さまにさせられる訳がありません！」

「どっちみち、グランズニールで活動する際には装備も変わるんだけどね。というか、衣服や鎧よろいに見えるのもそういう【魔法】でしかないのだし。このジャグジーを向こうに持ち込めれば随ずい分ぶん気が楽になるんだけど」

「とにかく、ええと、まあとにかく、ああ、次からは気をつけてくださいねくらいしか言える事がない……!!」

　とか何とか言いながらもテキパキとアイスティーの準備を進めていく小こ柄がらなメイドの言い分など、毎度のように聞いていない。

　仰あお向むけに湯面に浮かぶ少女に合わせて、真っ赤なドレスが大きく広がっていた。舞ぶ踏とう会かいの主役、あるいは勘かん違ちがい結婚式。そんな風ふう体ていの少女の髪かみは黒くつややかで、『本当は着物の方が好きなのよね……』という本音をビシバシ周囲の大人達へ突き付けている。不ふ感かん症しようでも気取っているのか、今の所着せ替え人形と化している彼女の想いが通じている様子もないが。

[image: ]

「グランズニールはいかがでした、お嬢じよう様さま？」

　控え目な胸元を彩る赤いリボン揺らしながら吞のん気きに尋たずねてくるメイドに、少女は湯船に浮かんだままスマホを操作した。データを預けて言う。

「はいお土産みやげ。砂さ漠ばく化か防止とエネルギー問題を同時に解決できる精油トウモロコシへの道が開いたわね。その【ピース】についてはあなたの好きに使ってもらって構わないわよ」

「うわあー!?　まっままっままたそんな人類の歴史をガラッと変えかねないデータをキャッチボールみたいな感覚でー!?」

　わたわたと両手を振ふり回まわすメイドへ目をやり、湯面に浮かぶドレスの少女はかすかに笑った。

「こっちは相変わらずよ。【ケイブ25】を突とつ破ぱする道が開けた事で、多少流れが変わるかもしれないけど。でも……ううん、こんな話をしても仕方がないわね。それより悠はる花か、ちゃんと『砂時計』は使ってる？」

「あっ、いけない、忘れるところでした！」

　手つきを指摘され、メイドは慌あわてて機材を操作する。

『砂時計』と言ってもそのものではない。彼女はテーブルの上に置いたスマートフォンのストップウォッチ機能を呼び出し、二分間のカウントダウンを指示していた。

　少女も少女で、仰あお向むけに浮かびドレスとツインテールの髪かみを揺ゆらしながら自前のスマートフォンを操作する。当然ながら防水性。拡張現実ＡＲモードを起動させると、画面の窓を通して風景いっぱいに大量の光点と、それらを結ぶ光の糸が表示されていく。

「B-12、G-29、Y-03……どれもまだ世間には『見えていない』わね」

「多くの方は、お嬢じよう様さまが眺ながめている未来の技術などご存知ではないのでは？」

「『道』を見られる前によそへ誘ゆう導どうしなくてはならないのよ。V-71、P-01、この辺りを通してね」

　睨にらみを利きかせるドレスの少女の頭脳には追い着けないと思っているのか、メイドはあまり気にした風でもなくのんびりと言った。

「それにしても、グランズニールの【魔法】も善よし悪あしですねえ。こちらのレーザー加工でもできないほどの精密加工も簡単にできるだなんて」

【魔法】はグランズニールでしか行使できない。

　こちらの物品をグランズニールに持っていく事もできない。

　唯ゆい一いつ持ち帰れるのは【兵へい輝き】に詰つめたデータの形での、【ピース】のみ。

「おかげで世界なんて簡単に捻ねじ曲がる。……本当に、リンゴジュースの中にオレンジジュースとサイダーと牛乳とチョコレートをぶち込んでミックスジュースと名乗るように」

　たった一つのブレイクスルーが、規格外のスパコンを生み出す事もある。

　そのスパコンは下か位い互ご換かんのワークステーションを生み、さらに下位下位互ご換かんのコンピュータを制せい御ぎよし、下位下位下位互ご換かんのモバイルにまで浸しん透とうしていく。

　何も一つの分野に限った話でもない。

　演算機器も、自動車も、住宅も、飛行機も、船せん舶ぱくも、健康も、通信も、スポーツも、光学機器も、食品加工も、衛星ビジネスも、ロボット工学も、農業も、プリント基板印刷も……そこから転じて、軍事技術さえも。

　そして世界は容易たやすく変わる。

　盛じよう者しや必ひつ衰すいどころではない。勢力図なんてちょっとした技術革新でガラリと変わり、ほんの少し気を緩ゆるめれば、昨日の勝ち組は明日の負け組へと転がり落ちる。世界最強の軍隊は脂あぶら汗あせまみれで後こう塵じんを拝し、得体のしれない傭よう兵へい集しゆう団だんや思想団体がいきなりの台頭を果たす。

　技術的なブレイクスルーは、たった一つのパズルの【ピース】でぶち抜ぬかれる。

　だから各国の政府や企き業ぎようは躍やつ起きになって【ピース】を求める。ネット上に登録された有う象ぞう無む象ぞうの中から行いき詰づまった自分達の研究に使えるものが混ざっていないか徹てつ底てい的てきに検けん索さくする。当てはまるものがあれば、パーソナルな悩なやみを解決してくれる【ピース】が存在すれば、世界を変える新技術や新製法の完成だ。束つかの間ま、その勢力は玉ぎよく座ざを手に入れる。

　グランズニールに挑いどむ者達は知らない。自分達が持ち帰り、アップした【ピース】がどこの誰だれの手に渡わたりどんな研究に化けていくのかを。そしてどうでも良いい。彼らは彼らで貪どん欲よくに【経験値】を求めて【魔ま法ほう】を修得していく。

　多種多様な【ピース】を持ち帰り、とりあえずアップする。それが強大な研究成果に結びついた場合、国家や企き業ぎようからの超高額の契けい約やく料りようを受け取れる。言ってみれば、『運任せにしない、あたりをつけられる、命いのち懸がけの宝くじ』とでも思えば良い。

　その結果が、【妖よう精せい】と【サウザンドドラゴン】のようなモラルハザードへ繫つながっていく。

　事はグランズニールだけの話ではない。

　こちらでも、モラルの欠けた者達が闊かつ歩ぽを始めている。そんなヤツらが勝ち組を名乗れる、どこかおかしな時代が形作られようとしている。

「……気をつけなくてはならないわ」

　お湯の力で真っ赤なドレスの生き地じを肌はだに張り付かせたまま、長いツインテールの髪かみを湯面に漂ただよわせて少女はそう呟つぶやいていた。

　先ほどメイドへぶん投げたトウモロコシの件は、すでにどういう方向に伸のびるか計算シミユレートの終わっている【ピース】だ。故ゆえに、例えばトウモロコシで砂さ漠ばくを埋うめたら害虫が大発生して砂すな嵐あらしのように街を襲おそった、といったトラブルに発展するような可能性はない。

　だがそれ以外はどうなる？

　グランズニールの存在が明かされた当初、人間は【迷めい宮きゆう】相手に手も足も出なかった。今時の人間に最も適した形である、テレビゲームを模した【魔法】とその中ちゆう核かくを為なす【兵へい輝き】が提唱され、突とつ如じよとしてフリーの論文として掲けい示じ板ばんに掲けい載さいされるその時まで。

　世界で一番最初の【ピース】とされる、それ。

　しかし顔も名前も知らない、個人か集団かも分からない……【賢けん者じや】などと呼ばれるその存在が提唱した通り、ただただ【ピース】をかき集めるのが本当に正しい道か？　世界をこんなにも歪ゆがめておきながら事態の収束すら考えず、むしろ混乱を陰かげから楽しんでいる風にすら見える【賢けん者じや】の思おも惑わくに漠ばく然ぜんと乗っかる事が。

「自分達の取とり扱あつかう【ピース】が何に化けるか分からないだなんて、そんなのは責任の放ほう棄きに他ならないもの。こうした【ピース】を取とり扱あつかう以上、世界がどのように変わっていくかを把は握あくしておかなければ」

「お嬢じよう様さま……」

　メイドの声を耳にしながら、ドレスの少女はスマートフォンを操作した。拡張現実ＡＲモードを解除し、普ふ通つうの画面に普ふ通つうのフルセグ放送を流す。

　絶ぜつ対たい阻そ止し起き点てん、B-12、G-29、Y-03。

　有ゆう効こう迂う回かい起き点てん、V-71、P-01。

　複数の【ピース】から無限に膨ふくらむ新技術の中でも、ドレスの少女が注視しているものとダイレクトに関かかわりそうな『業界』と言えば、

『メタボ、メタボ、メタボで欧おう米べい各かつ国こくが嘆なげく中、注目されているのは日本のお魚文化です。「息苦しい健康食」なんて苦痛は与えない、ガッツリ美味おいしく食べてそして瘦やせる！　私達、漁船食堂グループはついに海外へ進出します！』

『次なるファストフードのグローバルスタンダードは中ちゆう華か！　ラーメン、チャーハン、ギョーザはすでに世界言語として定着している以上、後は私達が規格を統一するのみです。ＦＥ菜ツアイ館ベアン株ヂユ式シー公コン司スーは世界五〇ヵ国への一いつ斉せい出しゆつ店てんキャンペーンを……』

『ハンバーガーはすでに「当たり前」なのか？　我々は今一度その「当たり前」を切きり崩くずし、温故知新で新しい感動を皆みな様さまへお届けします。ライバル各社へ告ぐ、これが巨きよ人じんの歩みだ。我々の畑は誰だれにも荒あらさせない』

（……世界の覇は権けんを争うファストフード業界。それこそ国境をまたいで惑わく星せいをくまなく覆おおい尽つくす、一グラムでも多く一円でも安くの争い、か）

　ゆっくりと、胸むねの奥おくに溜たまった嫌いやなものを押し出すように細く息を吐はく少女。

　ぶーぶーは人間達を天からの使いだなどと本気で信じてくれているようだが、実情はとんでもない。そんな無様は見せられないなとそっと誓ちかう。

　それから彼女は顔を上げてこう言った。

「悠はる花か」

「はっ、はい！　何でしょうお嬢じよう様さま！」

「……『砂時計』、せっかくセットしたのは良いいけど、スマホの音量ミュートにしていないわよね？」

　あわー!!　と慌あわてふためきながらテーブル上の茶器をがちゃがちゃさせるメイドを放っておいて、真っ赤なドレスの少女はスマホの画面を切った。

　下部のコネクタに刺ささっていたハードキーを取り外す。ネックレス状の細い鎖くさりを使って自分の首回りへと繫つなげていく。

　胸むな元もとで踊おどっているのは、ＵＳＢメモリよりもさらに小さくて細長い機材だった。

　グランズニールで暮らす【亜あ人じん】達なら、こういう感想を抱いだくだろう。

　まるで、人間の持つ、剣けんや槍やりの【兵へい輝き】を小さくしたみたいだ、と。

　親指で刃にあたるコネクターを収納しながら、

（まったく、見た目が変じるというのはまだ分かるけれど、獲かく得とくした魔法技術に引きずられるように言動や性格、思考パターンまで部分的に書き換えられるというのも考えものよね）

　とはいえ、少女も少女で今の活動をやめられない。

　単に企き業ぎようの走そう狗くとなるのが目的ではない。

　もっと別の理由で、ドレスの少女はグランズニールに挑いどみ続ける意思がある。

「どうにかしなくちゃね……」

　呟つぶやいて、少女は目線で何かを操作した。

　途と端たんに頭上を覆おおう東あずま屋やの屋根が透とう明めい化かする。

　午後の突つき抜ぬける青空には、細長い飛行機雲が描えがかれていた。

　さらに視線を遠くに投げれば、緑の木々の向こうに高層ビル群が突つき立たっていた。

　そう、つまりは。




　そこは東京都心、六ろつ本ぽん木ぎ中ちゆう心しん地ちを切り開いた直径一キロの巨きよ大だいな円。

　別命は魔ま法ほう離り殿でん。【剣つるぎ聖せい女じよ】を名乗る少女のために構築された、緑の箱ろう庭ごくだった。
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「ぶーぶーは畑を作ってみた」

「きゃーすごーい、ぶーぶー。文明人の行いよね！」

「ベアトリーチェはぶーぶーの事が嫌きらいなのか？」

「何を馬ば鹿かな。それで、一体何を育てているのぶーぶー」

【妖よう精せい】が守護する葉っぱの家の近くには、ぶーぶーが言った通り硬かたい土を無理矢理に深く耕した一角があった。よほど生長の早い野菜なのか、早くも緑色の蔦つたが添そえ木ぎに絡からみつき、青々とした実をつけている。全体的にはトマトに似ているが、青いのが正しいのか赤くなるのを待つものなのか、ベアトリーチェには判断がつかなかった。

「ぶーぶー、これはなんていう野菜なの？」

「ん、そいつは【ぺたんこなす】」

「ぺたん……？」

　年とし頃ごろの少女にとって看過のできないワードが混ざってきた。

　異世界グランズニールの【亜あ人じん】が使う用語であり人語のそれとは違ちがうモノなのかな、とベアトリーチェは自らの思考を迂う回かいさせようとしていたが、

「それを食べると胸むな板いたがぺたんこになるって話がある。でもぶーぶーが食べてもスリムにならないから本当のところは誰だれにも分からない」

「そのまんまじゃねえか……ッッッ!!!???」

　ずざざっ!!　と全力でベアトリーチェは畑というか乙女おとめの天敵から後ずさり、手て甲こうで守られた両手を使って自分の胸むな元もとを勢い良くガードする。

　恐きよう怖ふにおののく少女に気づかず、ぶーぶーは首をひねってさらに付け足した。

「あれ？　【ぺたんこなす】に触さわると……いや触さわった指で胸に触さわると、【ぺたんこなす】の汁しるが……うーん、何だっけ。ぶーぶーは魔ま女じよのおばあさんじゃないから難しい事は覚えていられない」

「うわあーっ!!　野菜つついた指でガードする前に言ってよぶーぶー!!」

　割と全力の涙なみだ目めで絶ぜつ叫きようするベアトリーチェは、慌あわてたように火力系幻げん覚かくの【魔法】を使って四角い枠わくを呼び出す。ずらずらと並べられる数値を高速でスクロールさせ、ある一点でビタリと止まる。

　減ってる。

　なんか減ってる。

　ほんの数ミリほど、だが平均値以上か以下かの瀬せ戸と際ぎわを左右させる決定的な値あたいがなくなっている……!?

「うわあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

「びっびく!?　一体どうしたベアトリーチェ？」

「どどどっどうしようどうしようどうしようこれ!!　いったん戻もどってもっかいグランズニールに来れば外見はリセットされるか。それでも駄だ目めなら【白しろ魔ま女じよ】のフィリニオンに相談か？　あいつに!?　あんなメガネ牛に乳の相談とかマジかァァァあああああああああ!?」

　ぐしゃぐしゃぐしゃーっ!!　と両手で美しい髪かみを搔かき毟むしりながら絶ぜつ叫きようする【剣つるぎ聖せい女じよ】。

　とはいえ、素人しろうと療りよう法ほうが通用しなかった時の事を考えると後が怖こわい。あんな牛にこっちの分野で泣き付くなんて自殺モノの敗北宣言なのだが、念のため、本ッッッ当に念のため……とりあえず両手の人差し指と親指でＬ字を二つ作って長方形のフレームを作り、【魔法】を使って野菜を画像撮影しておく。

　でもって、

「ぜ、ぜえぜえはあはあ。で、でもぶーぶー」

「どうしたベアトリーチェ。全体的に」

「この畑の野菜、あちこちつつかれているね。虫もついているし、こっちの傷は小鳥かな？」

「それは自然の営いとなみだから仕方がない」

「でもこれだとぶーぶーの分が残らないでしょ」

「ぶーぶーが作った野菜を虫が食べて、その虫を鳥が食べて、鳥を獣けものが食べて、その獣けものをぶーぶーが捕つかまえる。だからぶーぶーにとっても悪い話じゃない」

　試ためしに幻げん覚かくの【魔法】で赤い糸と四角い枠わくを呼び出して、図式を作ってみるものの……、

「うーん……。そんなに上手うまくいくものかなあ？　運のドロップ要素が強過ぎるんじゃあ」

「ぶーぶーの理論は完かん璧ぺきだから大だい丈じよう夫ぶ」

「あと、野菜はよそからお肉を招くためのものじゃないでしょ。ちゃんと野菜そのものも食べるんだよ、ぶーぶー。何事もバランスなの」

「野菜……。ぶーぶーの嫌いやがる事をするという事は、やっぱりベアトリーチェはぶーぶーが嫌きらいなのかもしれない……」

　こいつはそもそも一体何のために畑を作ったのだ、と喉のどまで出かかったベアトリーチェだが、流石さすがに水掛け論になりそうなので控ひかえておいた。

「ところでぶーぶー、一つそなたに尋たずねたいんだけど」

「びっびく!?　ぶ、ぶーぶーは【ニャンデッタの実】もちゃんと食べてる！　こっそり隠かくしたりはしてない!!」

「……ぶーぶー？」

　あと、根本的に【ニャンデッタの実】って何だろう？

「野菜の話も大切だけど、今は別の話にしよう。ぶーぶー、【エルキアド】という【ギルド】を知っているかな？」

「ぶーぶーはそんな名前の野菜は知らない」

「そう、本当に何も知らないのね……」

　そもそも人間社会とあまり接点のないぶーぶーには、【エルキアド】という固有名詞どころか【ギルド】全般についても分からないのかもしれない。

　ベアトリーチェは赤い糸と四角い枠わくを用意してぶーぶーに見せる。

　小さな【パーティ】の枠わくがいくつかと、それらを一つに束ねた【ギルド】。

「【ギルド】っていうのは【迷めい宮きゆう】に挑いどむ人間達の組織単位で、実行部隊である【パーティ】をいくつか連結させたものと思えば良いの。まあ【ギルド】の場合は、直ちよく接せつ戦せん闘とう要よう員いんの他に、後こう方ほう支し援えん……例えば食料や生活物資を調達したりする非ひ戦せん闘とう要よう員いんなんかも参加している事もあるけど」

「ぶーぶーは難しい事を考えるのは苦手」

「なあに、簡単だよぶーぶー。【エルキアド】という単語を耳にしたら、そいつとは関かかわるな。あれはここ最近台頭してきている危険な【ギルド】で、完かん璧ぺきに内部でモラルハザードを起こしているから。同じ言葉は理解しても、同じ想いは理解できない。そういう連中だよ、だから気をつけて」

　離はなれた場所に【エルキアド】の枠わくを設け、どこにも赤い糸を繫つなげずに×印を重ねる。

　率そつ直ちよくに言えば、前回の【妖よう精せい】と【サウザンドドラゴン】の一件を引き起こしていた人間達が、その【エルキアド】の所属メンバーだった。

　末まつ端たんであれなら、中央付近はどれだけずぶずぶになっている事か。

　……心こころ優やさしいぶーぶーに嫌いやな事を思い出させても仕方がないのでこの辺りは伏ふせておきつつ、しかしベアトリーチェははっきりとこう言った。

「【エルキアド】は【迷めい宮きゆう】探たん索さくの方でかなり焦あせっているみたいでね。元から頭の配線のおかしい連中が、さらに焦あせりで背中を押されているの。関かかわらない方が身のためよ」

「【魔法】と【経験値】の話か？」

「そうよぶーぶー、偉えらいね、ちゃんと覚えていたね」

「ぶーぶーはモヤモヤする。手から炎ほのおを出したり氷を出すのがそんなにすごいのか？　すごいだろうけど、あんなに怖こわい【迷めい宮きゆう】で命を賭かけるほどの事なのか？」

「ふふっふ、そうね。確かに本来はそんなものかもしれない。……そこに余計な価値を見み出いだしてしまった人間は、きっと頭が良かった訳じゃないんでしょ。蛇へびの足を描えがくのが得意なだけの、大おお馬ば鹿か者ものだったのよ」

「でも、お空が飛べるようになったらぶーぶーは嬉うれしい」

「そうだね、お菓か子しの家とかも作ってみたいかな」
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　一度ぶーぶーと別れたベアトリーチェが【魔法】で地図を呼び出して宿屋街の方へ足を向けてみる。こちらの宿屋街は人間側の拠きよ点てんではあるが、店はあっても家はない。店員が寝ね泊とまりする事もなく、二、三交代制のローテーションで店の番をし、一人の人間が長くグランズニールに留とどまらないようにしているのが特とく徴ちようか。幸か不幸か、グランズニールの【亜あ人じん】達が文明的な侵しん蝕しよくを受ける事も少ない。

　でもって、そんな宿屋街で二人の見知った顔と遭そう遇ぐうした。ゆるふわの金きん髪ぱつにメガネ、白いマントにワンピースとローライズのショートパンツを組み合わせた【白しろ魔ま女じよ】フィリニオン。相変わらずの飽ほう食しよくの乳とでも呼ぶべき胸囲を見せつけているが、こういうヤツほど元の世界では残念に違ちがいないと予測を立てる事でベアトリーチェは溜りゆう飲いんを下げている。

　もう片方は緑色のショートヘアと長身にうっすーい（笑わらい）胸を持ち、同じく緑系のロングスカートの両サイドにざっくりスリットを入れた【殴おう僧そう侶りよ】アルメリナ。僧服と呼ぶには開いた胸元などが大胆だが、グランズニールならむしろまだまだ大人しいくらいだ。

　彼女達は露ろ店てんの前で果物のジュースを片手に話し合っている。優ゆう雅がにお茶をしながら談だん笑しよう、などではなく、どうやら【調合】の素材にして貨か幣へい代がわりの歯車を大量にせしめようとしているようだった。

　大体こいつらが話している内容と言えば【迷めい宮きゆう】か【魔法】か、総じて言えばお金の件だ。

「あら、ベアトリーチェ」

「今あんたの話をしていたところだぞ」

「？」

　何となく会話に加わってみると、彼女達は口々にこんな事を言ってきた。

「【ケイブ25】のルートが解放された事で、ここのところあちこち騒さわがしくなっているじゃないですか」

「でも、あの【ピース】って世界にアップしても良いもんかねって。ビッグデータとかグローバル企き業ぎようの陰いん謀ぼうとかそういうのはあんまり分かんないけど、でも今回はちょっとばかし露ろ骨こつ過すぎるし。ただほら、そうなると自然とあんたの話になってくるじゃん」

　ああ、とベアトリーチェは適当な調子で呟つぶやいた。

「となると、また私が悪役になる流れなの？」

「何を言っているんですか、あなたが始めた事でしょうに」

　呆あきれたように言う【白しろ魔ま女じよ】の横からアルメリナが口を挟はさむ。

「無む駄だにデカい乳揺ゆらして回復するだけのフィリニオンにあんたの役ができると思う？」

「む、胸は関係ないでしょう!?　大体好きでこうなった訳じゃありませんし！」

「「ああ!?　デメリットに数えてんのか牛!?」」

　慌あわてて両手で胸部を庇かばって顔を真っ赤にするフィリニオンに、ベアトリーチェとアルメリナの二人がほとんど同時に嚙かみ付つく。【剣つるぎ聖せい女じよ】のアホ毛で照明用の火が顔を出す。

　と、こんな事をしている場合ではないと先に【殴おう僧そう侶りよ】が気づいたようで、

「つーか、毎度の事ならやっぱベアトリーチェが適任じゃね？　そもそもあんた、全然困っているように見えませんけどー？」

「何でも良いいよ。で、そうなるとこれから【迷めい宮きゆう】行きでしょ？　いつから始めるの」

「そちらさえよろしければ、今すぐでも」

【剣つるぎ聖せい女じよ】、【白しろ魔ま女じよ】、【殴おう僧そう侶りよ】。

　その全員がレベル99に上がってからが本番と嘯うそぶくカンスト組の化け物揃ぞろい。都合三人、どれもこれもピーキーな【ジョブ】持ちの少女ばかりが集まって、即そく席せきの【パーティ】を組む。

「……私達、いつか背中を刺さされるんじゃね？」

「その時は回復を頼たのむ。行くよ」
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　エターナルフーズは世界の食の安全に鉄てつ壁ぺきの確実性を提供します！

　食中毒、発がん性、その他た諸もろ々もろの健けん康こう被ひ害がい。缶かん詰づめ、冷れい凍とう、乾かん燥そう、真空処理。これらの技術を用いても完全には払ふつ拭しよくできない種々の問題に対し、我々は原材料レベルでの徹てつ底てい管かん理りを行う事でこれらの危険性の撲ぼく滅めつを宣言いたします。特に強みを見せるのは天然系保存料。実質、様々な食のリスクの大半を占しめる化学的保存方法ですが、なければないで食中毒が、あればあるで健けん康こう被ひ害がいが、皆みな様さまも頭を悩なやませていたのではないでしょうか。我々エターナルフーズが開発するイモータリーゼシリーズは完全天然系素材の抽ちゆう出しゆつ物ぶつの複合体であり、食中毒の原げん因いん菌きんの発生を九九・九％減じると共に危険な化学合成物の完かん全ぜん排はい除じよに成功した、まさに画期的な健康の防ぼう壁へきと言えるものになりました。

　各種食材の腐ふ敗はいを防止できれば長距離輸送を軸じくにした店てん舗ぽ拡かく大だいの可能性を大おお幅はばに増やせる他、消費期限の延長から廃はい棄き食しよく材ざいの割合の減少が見み込こまれ、これにより一般消費者の皆みな様さまへのポジティブな価か格かく転嫁を行っていただく事にも繫つながるはずです。

　そして社しや会かい貢こう献けんの面におきましては食材の備び蓄ちく状じよう況きようの改善、廃はい棄き食しよく材ざいの再利用の効こう率りつ上じよう昇しようなどにも確実な数値の向上が見み込こまれ……。
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【迷めい宮きゆう】探たん索さくに一区切りをつけて地上に戻もどってきたベアトリーチェは、道を歩きながら幻げん覚かくの【魔法】で見取り図を軽く整理していく。オートマップで歩んだ順路をなぞっているだけなので、色々と雑だ。

（それにしても今回は酷ひどかった、ずっと逃げ続けだったし……。【破は滅めつの指先】とかいう超ちよう硬かたい懲ちよう罰ばつ級きゆうの【ギミック】に追われまくって終わっちゃった……）

　後で地図マニアの【殴おう僧そう侶りよ】アルメリナ辺りと同期させてもらった方が良さそうだが、そうすると貨か幣へい代がわりの歯車をごっそり持っていかれそうなのが憂ゆう鬱うつでもあった。

（……とはいえ、無事に行って帰ってこられただけでも幸運だった、っていう基本を忘れちゃいけないよね。ある種の【魔法】を使えば一いつ瞬しゆんで帰き還かんもできるけど、その場合はせっかくかき集めた【トレジャー】を全て置き去りにする羽目になるし。あーそれにしても疲つかれたー）

　でもって。

　気分転換がてらに周辺地図を【魔法】で呼び出してぶーぶーの家の方へ向かってみると、森の木々の向こうから悲痛な声が飛んできた。

「ぷきー……いっ、痛い。ぶーぶーはやっぱりこんなのに敵かなう訳ない」

「ん？　どうしたのぶーぶー!?」

　ただごとではない感じを受けて、ベアトリーチェは慌あわててそちらへ走る。が、走りながらもすでに首を傾かしげそうになっていた。あの【ブレイクニュース】の一角、一〇〇〇メートル超ごえの【サウザンドドラゴン】を一方的に殴おう打だしたぶーぶーが何かに負ける事などあるのか？

　疑問はすぐに氷解した。

　テントのような葉っぱの家のすぐ目の前。

　そこで、ぶーぶーはうつ伏ぶせに倒たおれ、両手で自分の頭を覆おおってぶるぶる震ふるえていた。




　そしてちょっとした丘おかのようなぶーぶーの尻しりの上。

　黒い薄手の衣装を纏まとう一〇歳くらいの長い銀ぎん髪ぱつの少女が足を組んで腰こし掛かけている。




「ふふははははははーっ!!　【サウザンドドラゴン】をボコった程度で調子に乗っている自分がいかに矮わい小しようかを思い知ったか【亜あ人じん】よ。所しよ詮せんヤツは【ブレイクニュース】の末席。その本領を理解し震ふるえ上あがるがよいわー!!」

「ぶ、ぶーぶーは最初から強さとかどうでも良いい」

「だが筋は悪くない。わしに師事すればその我が流りゆうを一から鍛きたえ直なおしてやらん事もないぞ？」

「このババアぶーぶーの話を聞いていな……痛いーっ!!」

　ベアトリーチェはちょっと反応に困った。

　ええと、つまり、これはどういう状じよう況きようなのだ？　まさかと思うが、本当に四メートル弱のぶーぶーと一〇歳前後の少女が本気のケンカをして、ぶーぶーの方が一方的にタコ殴なぐりにされたとでもいうのか？

（うん……。状じよう況きようは何が何やらサッパリ分かんないけど、まあ良かった。『おまえ　ぶーぶーの　てき　ボッコボコ』とか言ってぶーぶーの方が馬乗りになっていなくて）

　とはいえ、このままでは収しゆう拾しゆうがつかないので、一つ一つ紐ひも解といてみる事にする。

　さて何から質問していこうか。

「……まさかと思うけどぶーぶー、女の子の尻しりに敷しかれたいとかそういう趣しゆ味みがある訳ではないのよね？」

「ぶーぶーの趣しゆ味みは知恵の輪と輪投げ。えっへん、ぶーぶーはどんな難しい知恵の輪でも三つ数える間に外せる」

「それは壊こわしているんだよぶーぶー。そもそもこの子は一体何なのかな？」

　ベアトリーチェがわざわざそう尋たずねた原因は、少女の格かつ好こうにあった。黒いワンピース……で良いのだろうか。感覚的にはむしろ全身をリボンで包んだ上でミニスカートなどを足した方が近い。頭の両サイドと背中に南国の花のような飾りがあるのが特徴だが、要点はそこではない。例えばベアトリーチェの鎧よろいやスカートは厳密にはそういう【魔法】であり、装備の一つ一つが膂りよ力りよくや思考速度の比率を向上させているのだが……この少女にはそれが一いつ切さいない。おそらく【グラウンドスパイダー】の糸を織った特注品だろうが、つまり【魔法】の補正がない。ただの服なのだ。

　簡単に言うとこうなる。

　人間と同じ見た目なのだが、明らかに人間がやらない事をしている。

　そして悪の大だい魔ま王おう玉ぎよく座ざでご満まん悦えつモードと化していた黒いリボンワンピースの少女はぶーぶーの腰こしの上ですっくと立ち上がると、何故なぜだか両手を腰こしに当ててこちらを見下ろしてこう答えた。

「くふっ、そんなもの【ブレイクニュース】が一つ、【ストリオーナ】。紅くれないの夜に浮かぶ遊女達の女王に決まっておるだろう」

「ぶふっ!?」

　突とつ然ぜん出てきた言葉に思わずベアトリーチェは噴ふき出だしていた。

　こいつ、あどけない顔して今なんて言った……!?

「末席とはいえ我らが【ブレイクニュース】が切り崩くずされたと聞いてな。さてどのような輩やからかと軽く揉もんでみたまでよ。とはいえ、『狂くるえる熱帯夜の羽』を展開させるまでもなかったがのう」

「いやそっちじゃない、全然そっちはどうでも良いいでしょ！　あん？　遊女が何だって……？　全体的にふざけてんのそなた!!」

「そちらの方が気になるのか……？　だが真実であるが故ゆえ、仕方がなかろう。わしは幾いく千せんの熱き夜を束ねる女の王にして、万年の平へい穏おんを食い破る赤き狂きよう熱ねつの砂すな嵐あらし。これ以外にわしを表す言葉もあるまいて」

「まさかと思うけど、本当にまさかと思うけど、何かの罰ばつゲームとかではなくガチで方々その名で名乗っている、っていうの……!?」

「妖よう精せい達の女王ではカワイーカワイーと評判過ぎてのう。あんまり頭に来たので勝手に改名した。ちなみに滝たきの祭さい壇だんでは世話役の巫女みこどもがめそめそしておる」

「そんな事だと思ったよ!!」

「何を言う、わしほど遊女達の女王という名が相応ふさわしい存在は他におるまい。例えばもちろんパンツなど穿はいておらぬ」

「おっ、下りろ!!　今すぐぶーぶーの上から下りろこの仁に王おう立だちババア!!」

　どったんばったん七しち転てん八ばつ倒とうあって、何とか遊……いいや妖よう精せい達の女王【ストリオーナ】をちょっとした丘おかのようになっているぶーぶーの腰こしから引きずり下ろす。

　しかし、この華きや奢しやな女の子が、【サウザンドドラゴン】と匹ひつ敵てきする……あるいはそれ以上の力を持つ【ブレイクニュース】の一角……？

　一体どうやってあのぶーぶーに土をつけたというのだ……？

　疑問には、やはり両手を腰こしに当てて鼻から息を吐はきながら【ストリオーナ】はこう答えた。

「どうやってと聞かれれば、全体的にプロレス風味で」

「どこでそんな言葉を覚えたの!?　いいやそこじゃない、だからどうやって!?　ぶーぶーの巨きよ体たいに対してその手足では短すぎるでしょ。投げるにしても関節を極きめるにしても、どう考えたって届かないに決まっているし!!」

「……ほう、短いと言ったな。人間の娘むすめよ……？」

　ゴゴゴゴゴゴゴゴ、と長い銀ぎん髪ぱつの少女は暗い笑えみと共に呟つぶやいた。

「細いなら許す、小さいも吞のみ込こもう。……だがお前は今、確かに短いと言ったな……？」

「えっ、あ？」

「知りたいのならば教えよう、わしがどのようにしてそこの【イベリコオーク】の塊かたまりを平へい伏ふくさせたかを。地じ獄ごくの一五連関節コンボによってなァァァああああああああああああああああああああ!!」

「えっ、【イベリコオーク】ってほんとに種族名だったの!?　ていうか、この馬ば鹿か!!　下着も穿はいてないその格かつ好こうのままぶーぶーに寝ね技わざを仕し掛かけに行ったっていうのこのカニバサミおんヴァルフヴェルヴェルチ───ッッッ!?」

　グキバギぐきゅるもるばるげー、とトンデモナイ轟ごう音おんと共に一万四〇〇〇の火力系魔ま法ほうを自在に操あやつる赤き【剣つるぎ聖せい女じよ】が冗じよう談だんのように丸められていく。

　三〇〇秒後、うつ伏ぶせになりぶるぶると震ふるえながら両手で頭を庇かばうベアトリーチェの尻しりの上へ【ストリオーナ】は足を組んだ状態で腰こし掛かけながら、

「さて、わしのムテキぶりを存分に理解してもらったところで」

「……く、喰くらってなお、何がどうなったのかサッパリ分からない、なんて……？」

「かの末席、【サウザンドドラゴン】とやらはテリトリーを破り、わしの留守を狙ねらっては末まつ端たんたる【妖よう精せい】をたびたび喰くろうておった。いずれどこかで制裁を下すつもりではあったが、こたびはその礼だ。超上位存在との手合わせの機会を得られた事に歓かん喜きし、敗北より有益な経験を積むがよいぞ」

　完全に人を小こ馬ば鹿かにした台詞せりふだが、しかしベアトリーチェの【兵へい輝き】、レイピアのようなデバイスが虚こ空くうに点てん滅めつサインを放っていた。尻しりを掲かかげたまま鞘さやから抜ぬいてみると、驚おどろくべき事に相当量の【経験値】が蓄ちく積せきされている。ぶっちゃけ下手へたに【迷めい宮きゆう】に潜もぐるよりはるかに多いが、あまりこの方法で味を占しめると変な道を爆ばく走そうしそうで怖こわい。

「し、しかし……【ブレイクニュース】二体と関かかわって生き残るなんて、私達も随ずい分ぶん遠くまで来たものよね……」

　その上片方は人語を話し、【妖よう精せい】という種族単位での仲間意識まで発はつ露ろしている。ランダムに島へ訪おとずれ進行ルート上へ様々な騒動をもたらす（ある種気ままな）【ブレイクニュース】の中でもかなり異質な部類だ。……当然、だからと言って人と同じ倫りん理りや規き範はんを持っているとも限らないが。

「なあに、全ては一本の線で繫つながっておる。そもそも、引っ越しの際には粗そ品しなを持参するのがならわしであろう」

「……？　ぶーぶーは今聞き捨てならない事を聞いた気がする」

「だから」

　脅おびえたようなぶーぶーの声に対し、【ストリオーナ】は片手を細い腰こしに当て、もう片方の手でこめかみをぐりぐりしながら、片目を瞑つぶってこう言った。

「かの末席、【サウザンドドラゴン】が敗北した事により、わしら【ブレイクニュース】のテリトリーにも変化が生じた。ここら一帯もわしが治めなくてはならぬ故ゆえ、今日はその挨あい拶さつ参まいりに来たという事だ」

　ぶーぶーはその場で引っ越しの決意を固め、【ブレイクニュース】からのプロレス技わざで慰い留りゆうを求められた。




　　　　　６




　葉っぱの家の方では、掌てのひらサイズの【妖よう精せい】メリディアーナが、雨あま漏もりを防ぐために屋根の補修をしながらも、眼下に広がる地じ獄ごく絵え図ずを高みから観察していた。

「あらあらまあまあ、ぶーぶーさんったら」

　妖よう精せい達の女王がやってくるとは珍めずらしい。【ブレイクニュース】は基本的にその存在を大きく誇こ示じして、人間や【亜あ人じん】達は嵐あらしの前まえ触ぶれを察知するように移動ルートを避さけて平へい穏おんな日々を過ごしていくのだが、件くだんの【ストリオーナ】は例外的に、誰だれにも捕ほ捉そくされない【ブレイクニュース】として有名だった。その神しん出しゆつ鬼き没ぼつぶりは、人間はもちろん【妖よう精せい】の集落でも全く把は握あくができないほど。おそらく同クラスの【ブレイクニュース】以外には誰だれにも見破れないだろう。

　故ゆえに、【妖よう精せい】の集落には【ストリオーナ】に代わる指導者の長老モルガンが常じよう駐ちゆうしており、【ストリオーナ】はメリディアーナにとっては女王というより女め神がみに近い位置づけだ。いつでもこちらを見守っていると教えられ、しかし、たとえ救いの手がやってこなくても唾つばを吐はきかけるような真似まねは許されない。そういう現実味のない超上位存在である。

　その神にも等しい妖よう精せい達の女王が、いとも簡単にひょっこり現れた。

　ぶーぶーはそこまで一目置かれた存在になったのだ。

「今夜は【赤いもち米】にした方が良いいのでしょうか、うふふ」

　ひらりと屋根から舞まい降おりるメリディアーナ。

　とはいえ、遊びでじゃれついていると言っても相手はあの【ブレイクニュース】の一角にして、妖よう精せい達の女王。ぶーぶー達の体は本気で悲鳴を上げている事だろう。思いやりの精神が極きわまっているメリディアーナは、森へ赴おもむきグランズニール全ぜん般ぱんで湿しつ布ぷ薬やくの材料として使われている薬草を採取する事にした。

　応急薬にちょっとした記念のご馳ち走そう。

　家事手伝いの恩返しを生きがいとする【妖よう精せい】は、やるべき事が積み上げられていくと喜ぶタイプであった。

「ぶーぶーさんが気持ち良く暮らしていけるよう、私ももっと頑がん張ばらなくちゃ」







　そして夕暮れ、ぶーぶーは自分の家にこびりついた刺し激げき臭しゆうに顔をしかめていた。

「ぶーぶーのおうちから変な匂においがする……!?」

「ぶーぶーの家が臭くさいのはまあいつもの事だけど、何なのかな、これ……湿しつ布ぷ薬やくを水の張ったバケツに放ほうり込こんで三日くらい放置しておいたようなこの匂においは」

「今ぶーぶーはベアトリーチェからケンカを売られたような気がする」

「気のせいよ。しかし、こちらのこれは……一体何なんだろ？　赤い、ネバネバとした……穀物とかかな？」

「ぶーぶーは食べ物は粗そ末まつにしないって決めて……臭くさっ!?　ご飯にお部屋の匂においがこびりついている!?」

「うーん……これを口にしたら鼻から突つき抜ぬけるような何かが込こみ上あげそうよねえ」

　それからしばし、ぶーぶーは家の平へい穏おんを脅おびやかすポルターガイスト現象に震ふるえて過ごす事になったという。
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　東京都心の一角、六ろつ本ぽん木ぎ中ちゆう心しん地ちを大きく切きり裂さく直径一キロの巨きよ大だいな緑の円。

　魔ま法ほう離り殿でん。

　四角い光の枠わくをくぐると、その容よう貌ぼうが赤い鎧よろいとミニスカートの銀ぎんと赤の髪の剣けん士しから、舞ぶ踏とう会かいのようなドレスを纏まとう黒くろ髪かみのツインテール少女へと変じていく。

　緑の木々に囲まれた庭園の中、東あずま屋やのような屋根で守られた円形のジャグジーまで辿たどり着つくと、疲つかれに任せるまま、服も脱ぬがずにお湯の中へ身を投じる。大きなスリットの入ったロングスカートが湯面に広がる。ぐるりと回って仰あお向むけに浮うかぶ少女はスマートフォンの下部コネクタから【兵へい輝き】のレイピアに似た形のハードキーを引ひっこ抜ぬいた。

　じわりと疲つかれが滲にじみ出でていくのが分かるが、同時に眠ねむ気けが押し寄せるのはいただけない。

（……【迷めい宮きゆう】での戦いは、体の方よりも頭を使う印象なのよね。だから気を抜ぬくと途と端たんに睡すい魔まが迫せまってくるというか）

「ふう」

　概がい算さん時じ間かんを画面表示から確かく認にんする。今回の滞たい在ざい時じ間かんはおよそ四日と七時間強。あくまでもこちらの世界、一個の惑わく星せいで生まれた少女にとって、グランズニールにあまり長ちよう期き滞たい在ざいすると体内時計などの狂くるいにより、深刻な心身の変調をもたらすリスクが生じる。人間達の拠きよ点てんが宿屋街であり、しかし恒こう久きゆう的な移住までは行わないのも、そういった事情が大きい。

　今日はメイドの三さん姉妹しまいはいなかった。

　彼女は一人露ろ天てん風ぶ呂ろで仰あお向むけに浮うかび、湯面を漂ただよっていたトレイの上から水差しを摑つかむ。一杯ぱいの冷たい水をコップに注いで喉のどへ流ながし込こんでいく。

　手に入れた【経験値】の割わり振ふり、新しい【魔法】の習得は後回しで良いい。

　スマートフォンには【兵へい輝き】に記録された【迷めい宮きゆう】探たん索さく時じの【ログ】が丸ごと残っている。こうして改めて見てみれば、命を持たない【ギミック】との戦せん闘とうは地上のそれとは大きく違ちがい、鬼おにごっこというよりはだるまさんが転んだに近いのが良く分かる。こちらが動かない限り【ギミック】は動かない、というのが基本なので、どう一刀を加えるべきかは敵の眼前で無限に考えられる。これが【パーティ】戦、【ギルド】戦だと『全員で均等に一回ずつ行動するか』『自分がじっと固まる事で、攻こう撃げき役やくや回復役へ集中的に行動回数を預けるか』などなど、いわゆるチームプレイが重要になってくる訳だ。

　ただしわずかな身じろぎでも行動中とみなされる場合もあるし、一つのエリアに複数の人間がいる場合は自分が動かなくても他人の動きに反応して【ギミック】が行動の自由を得る場合もある。なので、自分の下手へたな動きで他人を窮きゆう地ちに立たせると、いらない所で恨うらみを買ったりもするのだ。

（ああ、駄だ目め、駄だ目め……。反省会をしようにも頭が回らないわ……）

　一度画面を閉じ、しかし手持ち無ぶ沙さ汰たで再びスマートフォンをいじっていると、ニュースサイトのトップページにはいくつか新しい記事が並んでいた。

　そこにはこうある。

『国連決議の失敗、常任理事国の足並み揃そろわず』

『特集、本当に大西洋は秒読みなのか』

『ユーロ暴落、原因は米国の大物投資家と断定？』

『野放しのアジア、世界の警察の目はどこを向く』

『欧おう州しゆう各国で極右編重が加速、発ほつ端たんは輸出力低下問題か』

　……いちいち指先で叩たたいてみる気も起きない見出しばかりだ。おそらく動画サイトやフルセグのモバイルテレビを観みても同じようなニュースばかり繰くり返かえし流している事だろう。

「気を引ひき締しめないといけないわね……」

　お湯の中で真っ赤なドレスを広げつつ、ツインテールの少女は静かに呟つぶやいた。

　軽い食事と睡すい眠みんを経て体内時計の再調整が終わったら、すぐにでもグランズニールへ赴おもむこう。国家や企き業ぎようが喉のどから手が出るほど欲ほしがっている【ピース】。それを、ここまで来てよその手で一番乗りされる訳にもいかない。

【ピース】は、完全に行いき詰づまった人間の技術にブレイクスルーを与える、世界文明に突とつ然ぜん変へん異いのような変化をもたらす因子だ。これは、【魔法】を使った加工技術で作られる。

【ピース】は、個人が登録し、企き業ぎようや国家が目をつけて買い取る事で、その権限がよそへ移る。どこの誰だれが購こう入にゆうしたかは明かされず、利益についてはただ個人に入金される。実質的にここまでやって、初めて生産への道が繫つながる。

【ピース】は、グランズニールを行き来する少女達が手にしているだけでは、宝の持もち腐ぐされなのだ。物理の教科書があっても、普ふ通つうの人には勉強の役にしか立たない。だがそこにある知識は宇宙へ飛び出すロケットを作るためにも使われる。そういう話だ。

　誰だれが手に入れるか。

　どこへ届けるか。

　冗じよう談だん抜ぬきに、歴史は少女達の手の中にある。無造作に【ピース】を作っては無造作にアップする多くの者は、国家や企業（またはそうだと装よそおう別の何かからの）の役に立って宝くじじみた高こう額がく極きわまる契けい約やく料りようをもらえる事に目が眩くらんで、そこまで意識が回っていないようではあるが、誰かが金を払はらう以上はそれに見合っただけの価値があるのだ。

「まったく……」

　再び視線を戻もどし、ハードキーを使って【経験値】の割わり振ふりと【魔法】の調整に入ろうとする、赤いドレスの少女。

　ニュースサイトには、流動的なヘッドラインとは別に、殿でん堂どう枠わくとでも言うべきか、不変の特集記事が一番てっぺんを飾かざっていた。

　そこにはこうあった。




『大西洋王権戦争はありえるのか？　古い巨きよ人じんと新しい巨きよ人じんのいがみ合いは何を生む』
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「一番怖こわいのは人間だよ、ぶーぶー」

　引っ越しのゴタゴタとかで食事の準備を全くしていなかった妖よう精せい達の女王【ストリオーナ】は、さも当然といった風にぶーぶーの夕飯を頂ちよう戴だいしていた。

　葉っぱの家には厨ちゆう房ぼうはないので、外に出て焚たき火びで焼いた鹿しかの肉に岩塩を振ふるだけ、というスーパーワイルドなものだった。……ちなみにぶーぶーは当初ナマでやっちまおうと考えていたので、【ストリオーナ】がお邪じや魔ましたのはあながち悪い事だけでもなかったのかもしれない。

「【亜あ人じん】でも【ブレイクニュース】でもない、一番怖こわいのは人間なのだ。脆ぜい弱じやくでありながら、いや脆ぜい弱じやくだからこそ、ヤツらは思いも寄らぬ方法で世界を変える」

「ぶーぶーは嚙み砕いてほしい」

「うん、わしはこんな見てくれ故ゆえ、時折、人間達に紛まぎれて宿屋街の方にも足を運んでいてのう」

【ストリオーナ】の脇わきには大きくて真っ赤な花の花弁が小さな山を作っていた。ベアトリーチェがいれば『ハイビスカスみたい』と言っていたかもしれない。肉が焼けるまでの間、おつまみ感覚で彼女がもりもり食べているのは【ベニテンゴクバナ】と呼ばれるものだった。微び弱じやくだが毒を持つため、ぶーぶーは手をつけていない。

「おかげでヤツらが何をしているかを直接見聞きしておる。大体人間とやらが何を考えて生きているかは分かるぞ」

「ベアトリーチェは良いいヤツだから、きっと人間もみんな良いいヤツ。たまに変なのがいるけど」

「そこまで単純なら話も楽なのだが、むしろあれは人間としては異質な部類だぞ。人間は種としては利己の塊かたまりだ」

「でも人間は【迷めい宮きゆう】に潜もぐるだけで、ぶーぶー達には危害を加えないって約束してる」

「グランズニールの住人が怖こわい訳でも、思いやっている訳でもないがのう。あれは人間達が自分は侵しん略りやく行こう為いをしているんじゃない、きちんとルールを作ってジェントルマンな振ふる舞まいをしているんだ、って自己アピールしたいだけだ」

「ん、【ストリオーナ】は良いいヤツと悪いヤツが分かるのか」

「くふふっ、流石さすがにここまで長く生きればのう。何も魂たましいの色を直接見たりせずとも、顔や声の色だけで心の奥おくを見み透すかすくらい造作もない。これは人間も【亜あ人じん】もさして変わらんな。ちなみにお前は『悪くない』だ。喜ぶがよい」

【ストリオーナ】は木の棒に刺さした鹿しかの肉を火で炙あぶり、余計な脂あぶら身みを熱で落としながら、

「ヤツらが躍やつ起きになって何をしておると思う？　イモータリーゼとかいう新型保存料の合成方法の入手……ようは、食べ物が絶対に腐くさらない薬を作るのだそうだ。これがあれば無む尽じん蔵ぞうの保管も無む尽じん蔵ぞうの輸送も思いのまま。運べる距きよ離りが長くなれば、食べ物が取れ過ぎて腐くさらせてしまう所も、食べ物がなくて飢うえてしまう所も、みんな平等にできるとか言ってのう」

「難しい話は苦手」

　ぶーぶーの言葉に、【ストリオーナ】は火で炙あぶった枝の肉を小さく動かしながら、

「これを、その辺の地面に置いておいても絶対に腐くさらないと言っておるのだよ。そうだな、イモータリーゼの噂うわさが真実なら一月でも二月でもな。食べ物が腐くさらなければ、余った分を遠く離はなれた人にも分けてやる事ができるだろう？」

「ん？　ぶーぶーは良いい事だと思う」

「額面通りならな。……好きなだけ食しよく糧りようを大量迅じん速そくに運べるという事は、大量の兵士を運用できるという事だろう？　エターナルフーズは食の安全に鉄てつ壁ぺきの確実性を与あたえる。缶かん詰づめ、冷れい凍とう、乾かん燥そう、真空処理。そこまでやっても完全には払ふつ拭しよくできない微び細さいなリスクまで徹てつ底てい的てきに排はい除じよする。それはつまり、誰でもカンタンに戦争を始められる世の中の始まり始まりという訳だな」

「センソウって何だ？」

「いっぱい命が散るという事だよ。嫌いやなたとえだが、人を殺すにしても人の手は必要だろう？　いっぱい殺すには大勢の力が必要だ。実は分かりやすい兵器よりも食べ物の方が重要なんだよ、ぶーぶー。大量の食糧は売れば武器を買う金にもなるしな」

【ストリオーナ】はその容よう貌ぼうには似合わない、シニカルで老ろう獪かいな笑えみを浮かべ、

「これが独裁国の徴ちよう兵へい制せいなら薬やく品ひん臭くさい肉や腐くさったパンでも齧かじれと命令があれば従うしかないが、どうにも此こ度たびの戦争は王と王、豊かな国同士のものらしいしのう。戦争に参加すると味方のせいで内側からボロボロに病やんでいくなどという話が出回ったら誰だれも志願などせん。兵士が集まらねば戦争はできない以上、『王者の戦争』を遂すい行こうするためには食の安全とやらにピリピリするのも無理はない」

　ともあれ、と彼女はいったん区切って、

「普ふ通つうは戦争を始められる有力者は少なく、またそれを継けい続ぞく的てきに維い持じできる真の実力者はもっと少ない。だから戦争はそうそう簡単には始められん。下手な采さい配はいは自分の国を疲ひ弊へいさせるからのう。世界を安定させておくには、戦争をさせづらい仕組みをみんなで維い持じしておくのが重要なのだ」

【ストリオーナ】は自分で焼いた肉を小さく嚙かみ、熱過ぎたのか舌を出しながら、

「わざわざみんなで頼りない吊つり橋ばしを作ったのに、絶対安心の石橋なんぞに交こう換かんしてみろ。ノーリスクハイリターンで戦争を始められる。そして呆あきれるほど間ま抜ぬけな采さい配はいでも戦争を続けられてしまう。雲の上にある手の届かない一大事業が、主婦のアイデアグッズ開発並のお手て頃ごろ投とう資しになってしまう」

「……、」

「しかも、見た目は食しよく糧りよう支し援えんの慈じ善ぜんだの人道だのって冠かんむりがついておるから、誰だれも大手を振ふって開発を止められん。つまり【迷めい宮きゆう】に挑いどんでおるのも、【経験値】を【魔法】に変へん換かんしておるのも、全ては誰が一番に戦争節約術を獲得し、またそれを独占できるのか、という人間同士の骨肉の争いに過ぎんのだ。……もっとも、額面の裏側まできちんと眺ながめて、自分の選せん択たくが自分の文明を滅ほろぼすかもしれぬと分かって盤ばん上じように立っているかどうかは怪あやしい者も多いがのう」

　しばし、ぶーぶーは黙だまっていた。

　彼かれは焚たき火の近くに置いてあった、木き彫ぼりのニンゲンの像に目をやっている。【亜あ人じん】達の言い伝えの通り、天の使いとしてのニンゲンを。

　ぱちぱちと焚たき木ぎの弾はじける音だけが続いた。

「人間は良いいヤツだぞ。センソウなんてしたがらないはず」

「そうかのう。聞いた話では、人間達の【魔法】はこちらでしか使えんらしい。つまりどれだけ戦っても、向こうに持ち帰れる物は少ない。その筆頭が【ピース】だ。ほぼ間ま違ちがいなく戦争準備のために動いている、と考えるべきだろうな」

「センソウなんかして何になる？　みんなでご飯を食べて横になってお昼ひる寝ねできればそっちの方が幸せに決まっている」

「人間というのは良くも悪くも頭の切れる連中だからのう。目の前の幸せ以上のものを求めすぎて、足元の幸福を踏ふみ潰つぶす。いやはや、それに気づいている者さえ少ないかもしれんが」

「でもベアトリーチェはそんな事しない。あいつは食べるのに必要な分以外は命を奪うばったりしないヤツ」

「ぶーぶー、これは誰だれが一番に手に入れるか、という話なのだ」

【ストリオーナ】は淡あわく笑いながら言った。

「自分はやらない、と言っていても周りが獲かく得とくしてしまえばそれまで。しかもその場合、自分にとって不利な形で時代は回る。であれば、望む望まらずに関かかわらず、【ピース】とやらを確保するしかないのだよ。自分が毟むしるか、自分が毟むしられるか。今の人間達の国にはそれしかないらしいのう」

「ぶーぶーはそんなの信じない」

　と、意固地になったように巨きよ体たいは言った。

「ベアトリーチェはそんな恐おそろしい事なんかしない。あいつはぶーぶーなんかよりずっと頭が良いいから、そんな風にならないように知ち恵えを絞しぼってくれているはず」

「だと良いいがのう……」

　息を吐はき、そして黒いリボンワンピースの少女はこう付け足した。

「とはいえ、今の人間達に余よ裕ゆうがないのは事実。特に【エルキアド】という【ギルド】には気をつけよ。……ヤツらは内部で深刻なモラルハザードを起こしている上、その根本からして他の【ギルド】とは毛色が違ちがうようだからのう」

「ん、ベアトリーチェもそんな事を言っていた。ぶーぶーはエノキダケの事はちゃんと覚えている」

「エとキしか合っておらんぞぶーぶー」




　　　　　９




　ベアトリーチェは再びグランズニールへやってきた。

　小さな島だが、ここは自由があって良い。時折【ブレイクニュース】が暴れて地形全体が大きく変わってしまう事もあるが、全体的に平和で、世界の構造もシンプルだ。

【魔法】なんてものが使えるからかもしれないが、表面上の面積を無視してどこまでも無限に広がっていくような感覚がある。地下に広がる【迷めい宮きゆう】はそれこそ海底から他の島々や大陸まで、あるいは知らぬ間に【転移】の壁かべを越えて別の時空に飛んでいるかもしれないとまで揶や揄ゆされているが、ベアトリーチェは複雑に入り組んだ【迷めい宮きゆう】よりも、何の変へん哲てつもない森や浜はま辺べの方が空間の広がりを感じられた。

　宿屋街の方へ足を運ぶと、【白しろ魔ま女じよ】フィリニオン、【殴おう僧そう侶りよ】アルメリナの二人が表へ張り出したカフェでお茶を嗜たしなんでいた。こいつらが何かに耽たん溺できしている時は、大たい抵てい図ず鑑かんマニアなり地図マニアなりの情報商品が高値で売れて、貨か幣へい代わりの歯車をたんまり稼かせいだ時だ。

　特に何かを注文する事なく、ベアトリーチェはこう尋たずねる。

「【セットアップ】の方は？」

「済ませてきました」

「場所も確保してあるぞ。そっちの準備が終わっているならすぐにでも始めよう」

　三人はカフェを離はなれて、石いし畳だたみの道を歩き出す。

　行いき交かう人々は様々だ。ガッツリ膨ふくらんだ鎧よろいに大きな盾たてを備えた【騎き士し】から、軽装の【盗とう賊ぞく】、飛び道具を得意とする【ハンター】や【スカウト】、さらには扇せん情じよう的てきな【踊おどり子こ】などまで。皆みなが色々な形やサイズの【兵へい輝き】を携たずさえているのが共きよう通つう項こうと言えば共きよう通つう項こうか。剣けんや槍やりといった分かりやすいものから、テント、フライパン、ホウキ、虫メガネなどなど、一口に【兵へい輝き】と呼んでも様々なものがあるようだが。

「場所は具体的にどこにするの？」

「東側に火事のせいで人ひと気けのなくなった区画があったじゃん。あっちを借りる予定」

「……ああ、水路街区ね」

「あら、何で陰いん鬱うつなんですかベアトリーチェ」

　いやちょっと、と彼女は言葉を濁にごすに留とどまった。

　人は自分の世界とグランズニールを行き来できるが、【亜あ人じん】は行き来できない。物品については【兵へい輝き】以外、双そう方ほう不ふ可か。だから人は【経験値】というデータを持ち帰る事に腐ふ心しんする。

　となると、グランズニールで死亡した者……つまり命を失い、死体となった『モノ』もまた持ち帰れない。どんな理由であれ、ここで死んだ者は故郷の土を踏ふむ事はできない訳だ。

　が、そんな感傷的な気分なんぞ【殴おう僧そう侶りよ】アルメリナの知った事ではないようだった。

「ほら毎度の水難の相じゃね？　ベアトリーチェは【迷めい宮きゆう】でもしょっちゅうタコ型【ギミック】に引きずり込まれて地下水脈にドボンだのバケツ型【トラップ】が天てん井じようから降ってくるだので、ずぶ濡ぬれ水みず浸びたしヌレスケモード一直線だもんねー。火か炎えん最さい強きようの哀かなしいサガだわ」

「そ、そんな事ないって」

「へえー。このリザルト見ても？　遭そう遇ぐうした【イベントリスト】と【会話ログ】眺ながめるだけで想像力高まるわー。がっつり【リプレイ】保存しなかっただけでも私の良心を感じてほしいくらいですけど。つかほんとに水関係と相あい性しよう悪わるいなあんた」

「キサマ!!　今すぐ履り歴れき全部消すか【兵へい輝き】ごと消し炭になるかどっちが良いい……!!」

　管かん理り相あい性しようの問題か、アホ毛から思わず照明の火を噴ふいて言い合っていた時だった。

　目ま深ぶかにフードを被った小さな少女とすれ違ちがった。

　その刹せつ那な、耳元に滑すべり込こませるようにこんな声が聞こえたのだ。




「気をつけろ、もうヤツらは動き出しておるぞ」




　振ふり返かえるも、行ゆき交かう雑ざつ踏とうの中にそれと思おぼしき人ひと影かげはいない。

「どうかしたんですか、ベアトリーチェ？」

「いや……何でもないよ」

　首を振ふって、ベアトリーチェは再び歩を進めた。

　アルメリナはまだ気になるようで、

「何だ、ナンパか？　運命の人とビビビと来たのか!?　いやあ、白馬の王子様なんてビッグデータで支配されたコンクリートジャングルじゃありえねーけど、でもここって剣けんと魔法のファンタジーだもんな！　何でもありだもんな!!　ふんふん!!」

「……アルメリナって、意外とそういうトコ乙女おとめよね。運命の人とか」

「違ちがう違ちがう違ちがいます！　なっ、何言ってんだよ腕わん力りよく一いつ直ちよく線せんの【殴おう僧そう侶りよ】さんに!!」

　顔を真っ赤にして猛もう然ぜんと手をバタバタ振ふり始はじめるアルメリナ。

「ああ、運命の赤い糸とか四つ葉のクローバーとかまともに信じてそうですからねえ」

「えっ、四つ葉って集めても効果ないのか……？」

　気がつけば、ずどーん、とやや暗い顔になっていた。

　アルメリナは肩を落としながらも、

「そ、それにしてもさあ、ベアトリーチェ。あんた豚ぶた顔かおの馬ば鹿かデカい【イベリコオーク】と付き合いがあるってマジなん？　なーんか宿屋街にいるとあちこちで噂うわさを聞くんだけど」

「うっく……!!　と、時の流れは残ざん酷こくだけど、しかし私は後こう悔かいなんかしてない!!　あっあと豚ぶた顔かおじゃないっ！　あれは、その、そう、しまりのないイノシシっていうか……!!」

「あららー。となるとやはり、他の連中がやっている異種間交易とか対たい話わ経けい験けん値ち稼かせぎとは違ちがうようですねえ。いわゆる心が優やさしい人が好きパターンなんでしょうか」

「いや、そういうのとは違ちがうかな。優やさしいヤツ、っていうのは言い換えれば自分にとって都合の良いい、問題を起こさない、使い勝手の良いい人物って訳でしょ？　その点で言えばぶーぶーは全然違ちがう。優やさしいかどうかはさておき、間ま違ちがいなく都合は良くないし、問題はたくさん起こすし、使い勝手なんて言っていられないくらい面めん倒どうなヤツだし」

「でも一いつ緒しよにいるんだろ？」

「まあ、居い心地ごこちの良いいヤツなのよ。駆かけ引ひきが必要ないっていうか……。グランズニールにいるとそんなのばっかりだからね。純じゆん粋すいで利害のない、肩かたの荷にを下ろして本音で話せる相手っていうのは貴重よ。ぶーぶーを見ていると本当にそう思う」

　その言葉に、というより、その表情を見て、【白しろ魔ま女じよ】と【殴おう僧そう侶りよ】は顔を見合わせた。

「ははあ」

「ふふーん？」

「なっ、何よ？　その訳知り顔は……」

「いやあ、あちこちで流れている話なんて噂うわさは噂うわさっしょくらいに思っていたけど、予想していたよりマジだったしーっていうか」

「結構な事じゃないですか。修しゆ行ぎよう僧そうじゃないんだから、年中無休で【迷めい宮きゆう】潜もぐって【経験値】手に入れて【魔法】を習得する以外のものがあったって」

　ある角を曲がると、それまであった活気がいきなりシンと消失した。石いし畳だたみの道も、煉れん瓦がを積んだ建物も、格別に壊こわれたり崩くずれたりしている訳ではない。石でできた街は、たとえ炎ほのおに包まれても変化がないのだ。ただ、表面にこびりつくように生きてきた命だけを奇き麗れいに奪うばっていく。まるで食器を煮しや沸ふつ消しよう毒どくするように。

　適当な建物を選んでその中に入り、【剣つるぎ聖せい女じよ】【白しろ魔ま女じよ】【殴おう僧そう侶りよ】の三人は一つの丸いテーブルを中心に、円を組むような格かつ好こうで互たがいの顔を見やった。

　各おの々おの、様々な形の【兵へい輝き】を抜ぬく。

【剣つるぎ聖せい女じよ】ベアトリーチェはレイピア。

【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンは白い救急箱。

【殴おう僧そう侶りよ】アルメリナは鉄の杖つえ。ただし【魔法】で鎖くさりや鉄球を追加する事が織おり込こみ済み。

　丸いテーブルの上にゴトゴトと【兵へい輝き】を載のせていく。レイピアと鉄の杖つえを平行に並べ、真ん中に救急箱を置く配置だ。

「いやあ、それにしても便利だよな。火力系最強がいるとさ、とりあえずこいつ揃そろえておけば必要な【属性】の一角は問答無用でほとんど満たせるし。ポーカーでジョーカーが回ってきたような感じ」

「それを言ったらお互たがい様だけどね。こっちはこっちで、火力系以外の【属性】はからっきしでしょ？　あと、【調合】専門のフィリニオンがいるのも強い」

「同じ【パーティ】間なら【魔法】を共有して【ピース】の制作に入れる、というのは、私達みたいなピーキーな構成にとってはありがたい救きゆう済さい措そ置ちですよね」

　言いながら、彼女達は目的となる【ピース】のデータを呼び出し、それを満たすために必要な【魔ま法ほう】をピックアップしていく。

【調合】。

　工業的な加工技術というよりも、料理やカクテルのレシピに近いとベアトリーチェは思う。重要なのは必要な【魔法】の種類とその配分。あとは電子顕けん微び鏡きようクラスの世界で行われる事なので、ベアトリーチェ達の感覚で追い駆かけられるものでもない。シェイカーを振ふったら美味おいしいドリンクができました、くらいのものなのだ。

　フィリニオンは細い鎖で首から提げた鍵を取り外すと、救急箱の【兵輝】の鍵穴に挿し込みながら、

「絶ぜつ対たい阻そ止し起き点てんはB-12、G-29、Y-03。これを潰つぶすための有ゆう効こう迂う回かい起き点てんはV-71、P-01。……一番ホットなのはこの辺りですよね。どこか手を着けます？」

「確実な所から始めない？　まずはP-01、それが成功したら保険としてV-71にも手を伸ばす」

「良いいね、悪くない思い切りだ。枝葉は気にせず幹を倒たおすやり口か」

　置きっ放しの丸いテーブルに、三つの【兵へい輝き】。【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンは掌てのひらサイズの透とう明めいな水すい晶しよう球きゆうをその中心、救急箱に寄より添そわせるように置く。これが素体となり、様々な【魔法】で加工を施ほどこす事によって未知の物質、未知の【ピース】を作り出す。

「さて、敵対技術を作ろっか。まずはおさらいよ、国家や企き業ぎようの手に渡わたるとまずい技術は？」

「イモータリーゼ。……B-12、G-29、Y-03、これらがもたらすのは健けん康こう被ひ害がいのリスクを極限まで減らした天然系保存料の抽ちゆう出しゆつ、複合化技術でしたよね」

「じゃあ私達が作る【ピース】……V-71やP-01がもたらす敵対技術は何かな？」

「不整地管理作物。こっちはどんな荒あれ地ちや砂さ漠ばくでも育てられる小麦やジャガイモなんかだな。厳密には『種』をいじくる染せん色しよく体たい破は壊かい用よう紫し外がい線せん照しよう射しや装そう置ちってトコか。ようは、保ほ存ぞん料りよう漬づけの材料を世界中へ輸送船で運ぶか現地で直接育てちまうかの勝負だわな。作った作物は直接人が食べる他に畜ちく産さんにも回せる訳だし、肉も野菜も食べ放題だ」

「完成すれば穀倉地帯という概がい念ねんは消失し、世界中をくまなくハンバーガーやフライドポテトが覆おおい尽つくす訳ですね」

「けどよ」

「そう、この技術は進めたところで絶対に完成しないの。たとえV-71やP-01があったとしてもね」

　でも踊おどらされる側はそれに気づかない。気づかせない。

　布石は打ってきた。砂さ漠ばく化かとエネルギー問題を同時に解決する精油用トウモロコシ。実際には完全なエネルギー用で、人間はもちろん動物だって口にできるものではない。が、ギリギリで目標達成できないからこそ、『あと少し、もう少し』と手を伸のばしたがる。

　その間ま違ちがった期待や希望が、戦争を推おし進すすめるイモータリーゼの完成を潰つぶす。

　三つの【兵へい輝き】が起動する。

【迷めい宮きゆう】探たん索さく時じのような派手な爆ばく発はつや斬ざん撃げきなどは起こらない。ただ透とう明めいな水すい晶しよう球の内外に淡あわい光の線が走る事で何かが起きているのだけは分かる、といった感じだ。

【兵へい輝き】の横には複数の【魔法】の起動状じよう況きようと、作業の進しん捗ちよくを示すバーが表示されている。じりじりと動いていくバーが端はしまで到とう達たつすると、ベアトリーチェはそっと息を吐はいた。

「成功、かな？」

「念のため、組成を確かく認にんしていますが……ええ、問題なさそうです。私達で組み上げたP-01の図面通りとなっています」

　メガネのつるを指先で触ふれながら答えるフィリニオンと、テキトーな感じで言葉を投げかけてくるアルメリナ。

「で、作ったこいつは誰だれが分解登録するんだよ？」

「そりゃあいつも通り、ベアトリーチェさんにお願いしましょうよ。何しろ彼女が一番分かりやすい最強で、よそから見れば一番手を出しにくいんですから」

「ちえ。ほら見た事か、またいつも通り私が悪役でしょ」

　呆あきれたように言いながら、ベアトリーチェは丸いテーブルの上へ置いた透とう明めいな水すい晶しよう球を片手で摑つかみ取とった。

　これを【兵へい輝き】でスキャンし、データとして登録してしまえば、世界を変える【ピース】を彼女達の世界に持ち帰れる。それをネットに公開すれば、技術的に行いき詰づまった大だい企き業ぎようや研究機関がブレイクスルーを果たし、歴史を一変する新技術に具体的な形を与えていく。

　世界とは、軽い。

　何も今回に始まった話ではない。

　あらゆる分野で、あらゆる事業で、常にパラダイムシフトが起こる可能性を秘めている。閉じた可能性が再び開花したと言えば聞こえは良いいが、逆に言えば誰だれも彼もが無造作にタイムマシンを乗り回しているのとそう変わらない。

（本当に、気をつけないとね……）

　じっと水すい晶しよう球きゆうの【ピース】を眺ながめ、【兵へい輝き】を向けようとした、その時だった。

　同じ部屋の窓ガラスが割れる音が響ひびいた。

　外から何かを投げ込まれた。

　思わずそちらへ目をやったベアトリーチェは、絨じゆう毯たんもない床ゆかの上をコロコロと転がる握にぎり拳こぶし大だいの球体を目もく撃げきし、そこで動きが止まった。

　革かわの袋ふくろに何かを詰つめ、小指の第一関節ほどの短い導火線のようなものがチョコンと飛び出したそれ。

　直後の出来事だった。




　ガッキィィィィィィン───!!!!!!　と、耳をつんざき、いつまでも鼓こ膜まくに残る轟ごう音おんと共に莫ばく大だいな閃せん光こうが部屋を埋うめ尽つくした。




　フラッシュバン、またはスタングレネード。知覚の許容量を超えた閃せん光こうと音おん響きようを叩たたき込こむ事で、標的の五感を奪うばうと同時、その意識を数秒から十数秒ほど混こん濁だくさせる非殺傷兵器だ。どんなに屈くつ強きような大男でも間近に雷かみなりが落ちれば思わず身をすくめるだろうが、あの感覚がずっと続くものと思えば良い。
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　当然ながら、それ自体には人を殺す力がなくても、目も耳も使えず、混乱のままうずくまる無防備な人間に武器を向ければどんな結果が生じるかは一いち目もく瞭りよう然ぜん。

　正面の扉とびら、また窓や裏口からフードで目鼻立ちを隠した襲しゆう撃げき者しや達が一斉に動く。

　だがその短たん剣けんや短たん弓きゆうに似た【兵へい輝き】が起動するよりも早く、オレンジ色の火の矢の雨が襲しゆう撃げき者しや達へまとめて襲おそいかかった。それらは着ちやく弾だんと同時に小規模の爆ばく発はつを起こし、入ってきた入口からそのまま外へ押おし返かえすように、彼らの体を薙なぎ払はらっていく。

　レイピアを構えるベアトリーチェの背に庇かばわれた【白しろ魔ま女じよ】が、メガネを外して目元を何度も擦こすりながら呟つぶやく。

「あなたが火力系最強で助かりましたよ、いやほんと」

「元々、自前の火勢で閃せん光こうや音おん響きようとは馴な染じみが良いいのよ。サングラスや耳みみ栓せんじゃないけど、軽減用の【魔法】だってストックするでしょ、普ふ通つう」

　真しん紅くの【剣つるぎ聖せい女じよ】はわずかに笑って、

「逆にこっちも楽ができたから貸し借りナシで。壁かべ越ごしの動体反応を視覚化してシルエットを表示させる……。地味だけど使い勝手の良いい支し援えん系けいだよ」

「ま、サポートくらいしかできない【ジョブ】ですからね、私」

「いちいちデカい胸を揺ゆらしながらな」

「そ、それ関係ないでしょう!!」

　顔を真っ赤にしたフィリニオンがアルメリナに嚙かみ付ついている。

　倒れた襲しゆう撃げき者しや達の頭の上には、幻げん覚かく系けいの【魔法】でデジタルカウントが表示されていた。生命系に滅めつ法ぽう強つよい【白しろ魔ま女じよ】が【調合】した薬品を浴びせる事で、倒たおれた敵の意識レベルを探さぐり、気絶から回復までの概がい算さん時じ間かんをカウントしているのだ。

　そして頭からフード付きのマントをすっぽり被かぶって身を隠かくしていた男達。改めて検分してみれば、かなりの軽装で、鎧よろいらしき装甲はない。とはいえ【魔法】一いつ辺ぺん倒とうで守りを固めている訳でもなさそうだ。そう、漉すきの甘あまい粗そ雑ざつな紙。それを何重にも折り重ね、衣装の裏に仕込む事で貫通防御と軽量化に成功した防備の有り様は……、

（まるで……防ぼう弾だん、装備？）

「にしても、何なんだこいつら!?　今の【魔法】じゃなかっただろ!?」

「見れば分かるでしょ。フラッシュバン。今じゃもう映画でもテレビゲームでもお馴な染じみ」

「フラッシュバン……って、グランズニールから持ち帰れるのは【ピース】だけ、ましてグランズニールに武器を持ち込む事なんてできないだろ。一体どうやって……!?」

【殴おう僧そう侶りよ】アルメリナは混乱しながらも、鉄の杖つえにも似た【兵へい輝き】を起動させる。途と端たん、その先せん端たんに棘とげ付つきの鉄球が生じた。軽く振ふり回まわし、壁かべにぶち当てただけで、一面がまとめて砕くだけて大量の破は片へんを外側へ叩たたき出だした。

「持ち込んだのではないのかもしれないね」

　すでに塞ふさがれているであろうドア以外の出口を見やり、ベアトリーチェは言う。

「フラッシュバンの主成分はマグネシウムの粉末よ、作り方さえ分かっていればグランズニールでも材料を調達できる可能性もあるでしょ。後は【調合】と同じよ、難しい事じゃない」

「マジかよ。じゃあこいつらって……」

　瓦が礫れきを踏ふみ越こえながら、【殴おう僧そう侶りよ】は足元へ目をやる。

　ちょうど裏手に出た形だが、そちらにも【兵へい輝き】を携たずさえた襲しゆう撃げき者しやは待ち構えていた。ただし突とつ然ぜん壁かべを吹き飛ばされ、大量の瓦が礫れきに全身を叩たたかれて目を回している。

　同じくフィリニオンの手で視覚的なサポートを受けた【殴おう僧そう侶りよ】アルメリナが、シルエットの存在を承知の上で壁かべをぶち抜ぬいたのだ。

「B-12、G-29、Y-03……これら絶ぜつ対たい阻そ止し起き点てんにある【ピース】を企き業ぎように撒まいて兵へい站たんを支える保存料イモータリーゼを完成させたい側。それを接収して軍事転用したい側。戦争をやりたい側。モラルハザード全開でマナーもセオリーもガン無視してくる【ギルド】の筆頭と言えばどなたかな？」

「ああもう、そういう事ですか……」

「思想としては私達の真逆」

「【エルキアド】」

　倒たおれている襲しゆう撃げき者しやの頭の上のカウントを見るに、二〇分は起きないようだ。その手袋は人差し指だけ指貫きで表に出ていて、指一本を埋うめるように特とく徴ちよう的てきなタトゥーがあった。殺しの指を組織に捧ささげる。そういう入にゆう団だん儀ぎ礼れいだったか。

　ベアトリーチェは透とう明めいな水すい晶しよう球きゆうを摑つかみながら、

「私達がこいつを登録するのを邪じや魔ましようとした訳ね。時代を望まない方へ煽あおられないように」

「で、どうすんの？　手っ取り早く登録できそう？　どう考えたって連中がこれでおしまいとは思えないからさっさと済ませてほしいんだけど」

「【兵へい輝き】の処理能力を考えれば五分くらいかかるでしょ。その間、そなた達だけで食い止められるの？　回復する事しか知らない【白しろ魔ま女じよ】と僧そう侶りよのくせに回復できない【殴おう僧そう侶りよ】で」

「とにかく【ピース】の登録は後回しにして、安全な場所まで逃げるのが先のようですね」

「つっても、今のままじゃ【サインアウト】なんかできないぞ。個別の【ゲート】の位置が遠すぎるし、仮に【ゲート】が近くにあったって、プロセス終了まで二、三分は待ちぼうけだろ。その間に短弓で蜂はちの巣すにされるし！」

「だからこのまま押し通す。最低でも煙けむに巻まいて追っ手を振ふり切きらないと。フィリニオン、動体反応だけじゃちょっと不安なんだよね。エンカウント系の数値視覚化のサポートもお願い」

　意見はまとまった。

　流石さすがに正面の大通りへ飛び出そうとは思わない。そのまま裏手の細い路地というか隙すき間まを進み、離はなれた所にある別の道へと合流していく。

【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンが【調合】した薬品の補助で、視界の端はしに数値が踊おどる。二〇から三〇％の間を行ったり来たりしているのは、自分達に向かってくる脅きよう威い……例えば敵兵や弓矢などが飛来する確率の視覚化だ。

　この時、ベアトリーチェ達は一つだけ間ま違ちがいを犯おかしていた。

【エルキアド】は確かにグランズニールにあるものだけでフラッシュバンを自作し、それを【兵へい輝き】と併へい用ようしてベアトリーチェ達へと襲おそいかかってきた。

　そう思っていた。

　しかし直後に、ギュン!!　とエンカウントの数値が跳はね上あがった。二〇から三〇％の間から、九九・九％を飛び越えて。

　いきなりだった。




　ベアトリーチェの胸の真ん中に、指先ほどの赤黒い穴が空いた。

　ッッッタァァァァァァァァァン!!　という世界に風穴を穿うがつような轟ごう音おんが遅おくれて響ひびく。

　狙そ撃げき銃じゆうによる一いち撃げきだったと、さて彼かの女じよは己おのれの認にん識しきの間ま違ちがいに気づけたか。
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　屋根の上だった。

　右手の人差し指を特とく徴ちよう的てきなタトゥーで埋うめ尽つくしたその男は、一メートル近い鋼はがねと木材を組み合わせた細長い銃じゆうを構え、細長い木筒にガラスレンズをはめた手製のスコープを覗のぞいたまま、細く細く息を吐はいていた。

　傍かたわらで片かた膝ひざを突ついて様子を観察していた別のスポッターが、通信機代わりに使っている棍こん棒ぼうのような【兵へい輝き】を起動して地上へ報告を飛ばす。

「こちらワッフル。標的１、ヒット、しかしサバイブ。２と３が回収、遮しや蔽へいへハイド。西側へ逃走しました。シルエットは視覚化していますが、手持ちでは建物を抜ぬけません」

　彼らが使っているのは精密工業製品の狙そ撃げき銃じゆうとは違ちがう。

　銃じゆう器きそのものの歴史は古い。遡さかのぼれば一五世紀辺りまで辿たどり着つける。

　それは博物館の海かい賊ぞくコーナーにでも展示してありそうなフリントロック式のマスケット銃じゆう。先さき込ごめ式と呼ばれる、銃じゆう口こう側がわから火薬や弾だん丸がんを詰つめて細長い洗い矢で押し込んでいく古いものだ。……にも拘かかわらず手製のスコープを取り付け、ライフリングもないのにパチンコ玉みたいな弾丸を三〇〇メートル飛ばし、半分の距離なら必中というのだから、かえって異形の進化を遂とげているとも受け取れるが。

　そして建物の入り組んだロケーションなら、一〇〇〇メートル先の車の燃料タンクを大雑把に抜くより一〇〇メートル先の眉み間けんを正確に貫くスペックの方が重宝される。







　地上では屋根からの助言を受けた四人一組のグループがいくつか、狭せまく入り組んだ路地を封ふう殺さつするべく踏ふみ込んでいた。

　路上に残る血の跡あとをなぞり、各隊に一匹ぴきずつ支給されていた【ヘルハウンド】のリードを外す。掛け声と共に解き放ち、良く訓練された四足の獣けものを先行させる。

「こちらドーナツ、位置を確認。複数のソースを確保するため、【ヘルハウンド】の後を追っている。西か北に詰つめている場合は道を譲ゆずると確実だ。大通りへ飛び出させて狙そ撃げきで仕留めさせた方が良いい。各人、地図を同期しろ」

　先さき込ごめ式の欠点は一発一発の準備に時間がかかるため、連射が難しい事だ。暫ざん定てい的てきな解決案として、彼らは構えているものとは別に、複数の短たん銃じゆうをぶら提げていた。弾たまを込こめるより銃じゆうごと持もち替かえた方が速いという訳だ。やはりこちらもまた、かつて海かい賊ぞく達が好んで使っていた方法だった。







　そして別の地上組は、連れん携けい通どおりに道を譲ゆずる事にした。

　彼ら【エルキアド】の目的は個人の手て柄がらではない。いかに効率的に標的を排はい除じよできるかにある。

「こちらエクレア、北のルートを開けた。西側を塞ふさいでおけば自然とこちらにガギュア!?」

　報告が、突とつ然ぜんの爆ばく音おんと共に途と絶ぜつした。

【白しろ魔ま女じよ】の肩かたを借りているベアトリーチェが、荒あらい息を吐はきながらレイピア状の【兵へい輝き】を突き付けていた。その切っ先に、チリチリとしたオレンジ色の火の粉が舞まっている。

　胸の真ん中に空いた赤黒い風穴は、影かげも形もなくなっていた。

　ただし無事という印象もない。顔色は蒼そう白はくで、しかし相反するように嫌いやな汗あせが全身から浮かんでいる。全身のシグナルが乱れ狂っているのだ。

「大だい丈じよう夫ぶなのかよ、ほんとにさ」

　焦あせるアルメリナの横では、ベアトリーチェに肩かたを貸したフィリニオンが、自前の救急箱を樽たるの上に置くと、その中にマントの裏側やベルトで太ふと腿ももに巻いた試し験けん管かんから取り出した枯かれ草くさだの小こ瓶びんの液体だのを放ほうり込こんで強ごう引いんに蓋ふたをし、鍵穴に挿さした鍵を回している。

　救急箱の表面に一本のバーが浮うかび上あがり、少しずつスライドしていく。調ちよう合ごう完かん了りようまで三〇秒、成功率九八・八％、という数字も付け足されていた。

「胸の中に残った弾だん丸がんを即そく席せきで取り除いたんですから、消しよう耗もうするのも当然です。というか、【回かい復ふく魔ま法ほう】も万ばん能のうじゃありませんからね」

　フィリニオンが気に掛けているのは、むしろ自らの【精神力】のゲージの方だ。こちらが尽つきれば【調合】も滞とどこおり、結果として回復の手が止まる。実質的に【パーティ】全員の生命線と呼んでも良い。これは自然回復するものだが、当然【魔法】を乱発して消費量の方が増えれば枯こ渇かつしてしまう。

「あれは耐たい性せいっていうか、使えば使うほど回かい復ふく幅はばは減少していく。あんまり頼たよりにして、銃じゆう火かの中をゾンビモードで突つっ走ぱしれるなんて考えないでくださいよ」

「……分かってるよ」

　なまじ【パラメータ】を増ぞう幅ふくさせ、常人を超こえる膂りよ力りよくや速度を叩たたき出だす【パーセンテージ】系の【魔法】が仇あだになった、という事か。いっそ弾だん丸がんが奇き麗れいに貫かん通つうしていた方がダメージは低かっただろう。少なくともほじくり返す必要はなかった。

「でも今は押し切るしかないでしょ。怖こわいのは不意打ちで飛んでくる狙そ撃げきよ。逆に言えば、来ると分かっているものなら……」

　爆音か、通信の途と絶ぜつによって増ぞう援えんが派は遣けんされたのだろう。

　細い通路の角から身を乗り出すようにして、新たにマスケット銃じゆうを構えた影かげがある。

　パン！　パンパン!!　と銃じゆう声せいが一発限りではないのは、彼らが複数の単たん発ぱつ銃じゆうを備え、そして集団行動していたからか。

　だがエンカウントの数値は一〇から一五％の間から跳はね上あがらない。至近から放たれたにも拘かかわらず、鉛なまり弾だまは彼女達の体に当たらないのだ。

　使用者の周囲に光の点てん滅めつを起こして、敵方の注意をズラす【走そう光こうフォトタキシス】。

　蜃しん気き楼ろうを利用して、わずかにズレた位置に自分の像を描えがく【陽かげ炎ろうミラージュ】。

　熱で風を作り敵の刃やいばや弾たまの勢いを後押しし、制せい御ぎよをズラす【追おい風かぜフェアウィンド】。

　一つ一つがもたらす『ズレ』は小さい。一刀両断で襲おそいかかる剣けんや斧おのを丸々弾はじき返かえせる訳ではない。だがその積み重ねによって、人間一人分の命を救うだけの誤差が広がっていく。死の弾だん丸がんの雨すらも。

　つまりは、

「……【魔法】の方が上よ。アルメリナ、仕事をして!!」

「あいよ!!　壁かべごと吹っ飛べっての!!」

　鉄の杖つえに似た【兵へい輝き】が起動するとその先せん端たんに光を帯びた鎖くさりと鉄球が生じ、それらは【エルキアド】が遮しや蔽へいに使っている通路の角ごと抉えぐり取り、多数の建材と一いつ緒しよに襲しゆう撃げき者しやを奥おくの壁かべへと叩たたきつける。【パーセンテージ】系で肉体を保護していなければ即そく死しコース間ま違ちがいなしだ。

　アルメリナは分類上【僧そう侶りよ】系なので、空いた手で中指を立てる時もお上品なものだった。

「ハッ！　結局博物館の化石だけか？　私達をヤリたければ、最低でもロケット砲ほうくらい持ってきやがれっての!!」







　そして、大通りから集音マイクに似た性せい能のうの【魔法】で話を窺うかがっていた【エルキアド】の男は、効こう果かを切ると片手を軽く上げた。

　傍かたわらにいた部下の一人が、発はつ射しや筒とうを肩かたに担かついで弾だん体たい先せん端たん部ぶの安全ピンを抜ぬく。化石などと呼ばれたオリジナルではなく、あくまでも彼らが手を加えた異形のガラパゴス兵器。

　己おのれの手で耳を塞ふさぎながら、男は笑ってこう呟つぶやいた。




「それじゃあ、まあ、遠えん慮りよなく」




　ファシュッッッ!!!!!! 　と。

　凄すさまじい轟ごう音おんと共に、白はく煙えんの尾おを引いて爆ばく発はつ物が路地の入口へと叩たたき込こまれた。

　脅きよう威いの確率が再び一〇〇・〇％に到とう達たつする。
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　今日のご馳ち走そうはお魚にしたい。

　そんな訳で、疑ぎ似じ餌えを作るために掌てのひらサイズ、笹ささの葉に似た形の木もく片へんを探すため、ぶーぶーは丘おかの上を歩いていた。

　ドン！　という爆ばく音おんが鳴なり響ひびいたのはその時だった。

　見れば、麓ふもとの宿屋街の一角から、灰色の濁にごった煙けむりが立ち昇っているのが分かる。

　傍かたわらにいた妖よう精せい達の女王【ストリオーナ】はフード付きのマントを鬱うつ陶とうしそうに脱ぎ捨て、花のような容貌と黒いリボンワンピースを露にしながらこんな風に言った。

「始まったか」

「ぶーぶーは知ってる、人間達は花火っていうのを使うって。今日はお祭りでもあるのか？」

「あれはもっと恐おそろしいものだよ、ぶーぶー」

　そう呟つぶやいた少女型【ブレイクニュース】の声には、どこか呆あきれが混じっていた。ただしぶーぶーに対するものではない。愚ぐ行こうを繰くり返かえす眼下の人間達に向けて、といった方が正しい。

「やれやれ。人間同士の諍いさかいなど不要に介かい入にゆうしたくはなかったが、あの宿屋街が壊かい滅めつするとヤツらが作ったお菓か子しもおあずけになるのでのう。アイスキャンディはともかく、ソフトクリームはわしらの手では作れん。さてどうしたものか」

「？」

「お前の友人の話でもあるぞ、ぶーぶー。ベアトリーチェの事だ」

【ストリオーナ】がそう言うと、傍かたわらの巨きよ体たいがピクリと揺ゆれた。

「【エルキアド】が動き出した。目的はベアトリーチェ、ヤツらに一番乗りされるのを嫌きらった訳だな。例の新型保存料イモータリーゼ、世界中を食しよく糧りようで埋うめ尽つくし『腹が減っては戦いくさができぬ』を潰つぶす技術の奪うばい合あいのためにのう」

「ぶーぶーは難しい話は得意じゃない。でもベアトリーチェの事なら知りたい。だからもっと優やさしく言ってほしい」

「ようは、もう戦争は始まっているのだよ、ぶーぶー。【ピース】をベアトリーチェ達が持ち帰るか、【エルキアド】が持ち帰るか。自由に公開と言っても、どの経済圏を優先するかで向こうの世界の趨すう勢せいが決まってしまう。だからどれだけ卑ひ怯きような手でも使う、何しろここが最後の分かれ道だからのう。……ぶーぶーにも分かりやすく言うと、一〇〇万人単位の死者をどこから出すか、それを巡めぐって綱つな引ひきをしているような状態と考えればよい」

「……ぶーぶーはそんなの信じない」

　ゆるゆると、凶きよう悪あくな豚ぶた面づらは首を横に振ふった。

「前も言ったけど、ベアトリーチェはそんなヤツじゃない。あいつはぶーぶーより頭が良いいから、きっと深い事を考えていて、みんなが傷つかない方法を思いついているはず」

「ぶーぶー、技術というヤツは止められないのだ。たとえ秘密兵器の設計者を殺したって、別の誰だれかがやがて思いつく。ようは、それが『どこ』に所属する『誰だれが』という問題だけしかすり替かえられん。新しい技術そのものを、生み出さない、留とどめておく、なかった事にする、そんなのは誰だれにもできんのだよ。見つけてしまった以上は、必ず誰だれかが使ってしまう。それが人間の業ごうなのかのう」

　人間が【迷めい宮きゆう】に出かける。

　それは【経験値】を効率的に獲かく得とくし、【魔法】を習得するためだ。

【魔法】があれば様々な加工ができ、【ピース】と呼ばれる欠片かけらを生み出す事ができる。

　これをデータの形にして持ち帰る事で、人間達の社会は技術的なブレイクスルーを迎むかえる。

　当たり前と思っていたものが、大きく変わっていくらしい。

　……あるいは、一〇〇万人単位の死者が発生するレベルで。

「だったら持ち帰らなければ良い。ずっと隠かくしておけば誰だれも困らない」

「ぶーぶー……。【ピース】の恩おん恵けいは一番乗りに登録した者に与あたえられるのだ。つまり最初の発見者が隠かくしても、二番手が登録してしまえばそいつが公式記録上の一番乗りになってしまうんだよ。そいつが人間達の世界へ持ち帰り、国家なり企き業ぎようなりが喰くいついてくれば───」

　言いかけて、しかし、【ストリオーナ】は言葉を切った。

　黙だまり込こむ。

　思考する。

「……、待てよ」

「？」

「ひょっとして、そういう話なのか……？　ベアトリーチェ達がやっているのは敵対的特許の申しん請せい……いわゆる行き止まりを設けた規格競争と似たようなものなのか……？」

「ぶーぶーにも分かるように言って」

「うむ。これは人間達の話を盗み聞きしたものだがのう。ヤツらは自分で作った【ピース】がどこで何の研究に使われるかを理解しておらん。とりあえず作って、持ち帰って、提出する。有う象ぞう無む象ぞう、それこそ数千数万の公開【ピース】の中から、国家や企業は行いき詰づまった秘密の研究にブレイクスルーを与えるものがないか、常に探し回っておるという訳だな」

「うーん……」

「難しかったか？　ようは、Ａさんが困っているからＢさんが用意しました、という一本道ではないのだ。逆に言えば、Ａさんが問題を抱えて困っているなら、手を結ぶのはＣでもＤでも構わん。……たとえそれが、見せかけだけの偽いつわりの答えであったとしても」

「？？？」

「つまりだな」

　ピッ、【ストリオーナ】は細い人差し指を立てて、




「ベアトリーチェ達はわざと間ま違ちがった【ピース】を提出するつもりかもしれん。それで世界全体が技術の行き止まりに達し、誰にも戦争を起こせないようにな」




　ぶーぶーは言われてもまだ首をひねっていた。

　イメージできないのかもしれない。

「そんなのでみんなは立ち往生するのか？　間ま違ちがった答えを出した後に、誰だれかが正しい答えを出してしまえば同じ事なんじゃないのか？」

「ぶーぶーよ、技術には二つある。正しい答えと間ま違ちがった答えがはっきりしておるものと、正しい答えと正しい答えが拮きつ抗こうするものだ。例えば、ぶーぶーは人間達が使う【魔法】についてどう思う？」

「ぶーぶーは【魔法】が使えないから何とも言えない。みんなピコピコ難しい事をしている」

「そうだな。だけどあれだって、ああでなければならないという理由は実はない。グランズニールの【魔法】の可能性は無限だが、逆に自由度が高過ぎて掌しよう握あくできんようでな。適度に制限を掛けて自分達の頭で理解するため、神話の秘術よりも身近でイメージしやすく親和性の高かった思考の遊び……ゲーム方式とやらが採用されたらしい」

「じゃあ、ひょっとしたら他の【魔法】もあったかもしれないって事か？」

「うむ。得体のしれない呪じゆ文もんを唱えたり、陣じんを描えがいたり、そんなのがな。これは、どちらが正しいという訳ではない。どちらが使いやすいか、大勢が傾かたむいた方がスタンダードの地位を獲かく得とくしただけという事だ」

「だとすると……」

「Ａ方式とＢ方式がある。本当はＡ方式の方が優すぐれているのに、先にＢ方式について大々的に発表したら？　しかも、実はＢ方式はいくら調べても全く使い物にならず、一〇〇年かけても完成品はできない事を隠かくして。みんながＢ方式に目が眩くらめば、Ａ方式は放ほったらかしにはならんか？」

「でも、誰だれかがこっそりＡ方式を調べたら……？」

「社会がそうさせん。重たい鉄球は一度転がり始めると止めるのにも苦労させられるらしいからのう。研究する人、部品を作る人、組み立てる人、売り込む人、使いたいと願う人……。誰だれかがそれを止めようとしても、別の誰だれかがそれでは困ると邪じや魔ましてくる。びでお規格、とかいうのが有名らしいぞ。まあ、気ままに生きるわしらには縁えんのないしがらみだがのう」

【ストリオーナ】はくつくつと笑いながら、

「そして戦争は旬しゆんだ。タイミングを逸いつすれば、たとえ改めてシステムを完成させても使いどころがなくなる。というか管かん理り維い持じだけで莫ばく大だいな金がかかるから大損する。いずれはバレるかもしれん。だがバレた時にはもう手遅れ、という状じよう況きようを作ってしまえば、秒読み状態の戦争を空中分解させる事にも繫つながるかもしれん」

　むしろそちらの方が、【エルキアド】の狙ねらいも明快か。戦争がしたくて、そのための技術を作らせるためひっそりと企業に材料を渡わたそうとしている集団。なのに標的の企業の目がよそへ向いてしまえば、欲ほしい技術を作るよう誘ゆう導どうできなくなる。そして【ピース】は手にしているだけでは意味がない。あらかじめ技術的に行いき詰づまっている……つまりは極きわめて高度な技術を蓄ちく積せきしたまま身動きが取れなくなっている者にしか恩おん恵けいを与あたえないのだから。

「つまり」

「ベアトリーチェは悪いヤツではないかもしれん。あくまでも、可能性だけの話だがな」

　ぶーぶーは沈ちん黙もくしていた。

　丘おかの上から、麓ふもとに広がる宿屋街の方へと視線を投げる。

　ドン!!　パパン!!　と断続的に破は裂れつ音おんが続いていた。最初はお祭りの音かとも思っていたぶーぶーだったが、改めて耳にしてみれば、それはひどく不安定で心をざわつかせるものに変化していた。

「ベアトリーチェはどうしてる？」

「あの分だと、【エルキアド】とかち合っているだろうな」

「あいつが自分で言っていた、【エルキアド】って言葉を耳にしたら逃げろって」

「だから、ぶーぶーには見せたくなかったのだろう」

【ストリオーナ】の言葉を聞いて、ぶーぶーは決心した。

　鉄骨か丸太のように巨きよ大だいな【兵へい輝き】を摑つかみ直す。

「ぶーぶーはもう行く」

「どこへ？」

「宿屋街に、ベアトリーチェのいる所に」

「そのナリでか？　わしのような見た目ならともかく、ぶーぶーでは街に入った途と端たんに大おお騒さわぎになるぞ。普ふ段だん、人里や街かい道どうを避さけて生活しているのだから、ぶーぶーだって人から怖こわがられる事を望んでいる訳ではあるまい」

「それは、今困っているベアトリーチェには関係のない話」

「そのベアトリーチェの件についても、あくまで憶おく測そくに過ぎん。もしかしたら敵対的特許の話なんて何もなくて、ストレートに自分の国や企業に肩かた入いれしていて、自分達のためなら一〇〇万人の死者を許容する人間かもしれん。こればかりは、向こうの世界を覗のぞけぬわしらには分からんよ」

「それなら話を聞けば良い」

　そう言った。

　根こん拠きよはないし担保もない。これまでの全てを失うほどの努力と痛みを受けたところで、全ては空回りに終わってしまうかもしれない。

　だけど、ぶーぶーはそう言った。

「ベアトリーチェと直接会って、あいつの口から聞けば良い」

　信じているからこそ。

　彼は自分以外の全てが敵となる、人間達の宿屋街へと駆かけていく。










　　　　　12




　道なりに路地を進んでいるだけでは駄だ目めだ。

【剣つるぎ聖せい女じよ】【白しろ魔ま女じよ】【殴おう僧そう侶りよ】の三人は廃はい屋おくへ飛び込み、階段を上って、壁かべを破って、途と中ちゆう階かいから隣となりの建物の途と中ちゆう階かいへとショートカットしていく。窓から飛び込んでくる狙そ撃げき弾だんを【魔法】で逸そらし、フロアの一角ごと爆ばく炎えんに包もうとする爆ばく発はつ物ぶつに身をすくめ、それでも追おい詰つめられないよう進んで進んで進んで進む。

「ふざけんな……リクエストしたらほんとにロケットが飛んできやがった。何なんだありゃあ」

「手持ちのロケット弾だんなんて江え戸ど時じ代だいにはあったよ。棒ぼう火び矢やとかいうの」

「……た、単純に三〇〇年前の兵器をそのまま使っているって訳でもなさそうですけど」

　宿屋街の周辺地図は【魔法】で呼び出しているが、迷めい路ろのように入り組んだ建物の群れを敵も味方も壁かべをぶち抜ぬいて進行しているため、全くあてにならない。

　当然、彼女達も無傷とはいかなかった。

「まいったな……。私、【刺し突とつ耐たい性せい】も【弓ゆみ矢や耐たい性せい】もそこそこ鍛きたえたつもりなんだぞ？　なのに、まんまぶち抜ぬかれるみたいなんだけど……」

「銃じゆう弾だんには銃じゆう弾だんの【耐たい性せい】が別に必要なんでしょ……」

　そういう風に見えるのは、大おお怪け我がのたびに【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンが【調合】で回復薬を作っているからだ。ただし、先ほども話に出た通り万ばん能のうではない。耐たい性せいのようなものがあり、使えば使うほど回かい復ふく幅はばは減っていく。すでに全身は蒼そう白はくになっていて、あと数回も使えば流血を止められなくなると自分で分かってしまう。

　一度グランズニールから帰き還かんすれば耐たい性せいは解除されるが、そんな暇ひまを与あたえてくれるなら誰だれも苦労はしない。個別に用意された【サインアウト】用の【ゲート】は遠い。

「す、すみません……」

　ベアトリーチェが肩かたを貸している【白しろ魔ま女じよ】が、そんな風に謝あやまってきた。

　最初の狙そ撃げきの時には立場が逆だったが、今では彼女の方が衰すい弱じやくは激しい。元々前線に立つ【ジョブ】ではなく、回復役の要かなめとしての役割が露ろ見けんしてからは集しゆう中ちゆう攻こう撃げきを喰くらい、単純なダメージの他に【魔法】を行使する際には【精神力】も削けずり取とられていく。当然と言えば当然の話なのだった。

「そなたが謝あやまる必要ないでしょ」

「そういう事ではなく、私は、もうこの辺りが限界っぽいです。さっきから眩暈めまいが酷ひどくて、意識を保てそうになくて……」

　見れば、【調合】に使う彼女の救急箱が力なくパカパカと開閉している。

「ねえ、ちょっと」

「【精神力】の方も、自然回復量より【回復魔法】の消費量の方が多い……。もう、使い物になりません。【回復魔法】が使えないとなると、ただのお荷物です。私の事は、置いて行ってください……」

　救急箱の取っ手と共に手の中の鍵を握り込みながら彼女は言う。フィリニオンの視界には、自分のゲージの残量が見えているのだろう。どこか虚こ空くうに目をさまよわせている。ベアトリーチェは自分にも同じものが見えるようにするか考え、しかし【魔法】の行使はしなかった。今必要なのは『それ』ではない。

「馬ば鹿か、そうやって気を滅め入いらせると余計に【精神力】を浪ろう費ひするってば。少し黙だまってて！」

　傍かたわらでは、【殴おう僧そう侶りよ】のアルメリナが廊ろう下かの壁かべに寄りかかっていた。

　こちらはまだ戦意は喪そう失しつしていないが、回復役の【白しろ魔ま女じよ】が真っ先にへばったのには想像以上に衝しよう撃げきを受けているらしい。

　無理もない、このまま状じよう況きようを進めていけば、あとは嬲なぶり殺ごろしの憂うき目に遭あうのは目に見えている。モラルハザードを起こしている【エルキアド】相手に投降しても結果は変わらないだろう。

「どうするよ、いやマジで……」

【殴おう僧そう侶りよ】は、自身も青白い顔に嫌いやな汗あせを浮うかべながらそう尋たずねてきた。

「【魔法】と銃じゆう弾だんなら、こっちの方が普ふ通つうに強い、だけどあいつら、ちょっと毛色が違ちがわない？　なんていうか、力の総量は一〇〇〇対一〇くらいなんだけど、その一〇の力でもって、針の穴を通すように死角から急所をぶち抜ぬいてくる。無む駄だっていうかロスっていうか、とにかくそういうのが全くないぞ……」

　そう、単純な力の強さで言えば【魔法】を存分に振ふるうベアトリーチェやアルメリナは【エルキアド】を圧あつ倒とうしているのだ。彼女達がその気になれば、街の一角をまとめて吹き飛ばす事も不可能ではない。

　だが、そうしたところで何が変わるというのか。

　たとえ九九％押おしていたとしても、一％の隙すき間まをかいくぐって鉛なまり弾だまが正確に突つき刺ささる。破は壊かいを重ねれば重ねるほど遮しや蔽へい物ぶつは減っていき、より一層銃じゆう火かに体をさらす羽目になる。挙げ句、度が過ぎれば被害はゴーストタウンと化した一角を飛び越える。【ブレイクニュース】のように、自じ儘ままに大だい破は壊かいを撒まき散ちらせば話が解決するという訳ではないのだ。

　総じて言えば、

「今までと違ちがうぞ、これ。囲い碁ごの勝負していたところにチェスの駒こまが飛んでくるっていうか」

　まるで詰つめ将しよう棋ぎ。

　どこをどう逃げても必ず誰だれかの射線に入る。個としての功績は考こう慮りよされず、ただ全の力でもって盤ばん上じようから敵の駒こまを取り除く事だけを念頭に置いた行動パターン。それも、時には自分自身すら囮おとりに差し出してでも、だ。

　脅きよう威いを視覚化した一〇〇・〇％のエンカウント率で魂たましいを貫つらぬかれる。

　連想するものが一つだけあった。

「なんて事はない……。【エルキアド】は私達みたいな普ふ通つうの出身とは違ちがったんだよ。そのまんま、戦争をしたい国の軍隊そのものだったのね……」

「本物の、軍隊……。まったく、華はなの女子大生が相手するだなんて世も末ですね……」

「つーか、規律と秩ちつ序じよの軍隊が聞いて呆あきれるぞ。あんだけモラルハザードぶちかましておいて、表の世界じゃ税金でご飯食べてアクション映画の題材になっているっていう……」

　いちいち一つ一つの理り不ふ尽じんに怒おこっている余よ裕ゆうもない。

「どうするよ……？　連中に奪うばわれるくらいなら、作った【ピース】を破は壊かいするっていうのも最後の手段としてアリか……」

「それでは、意味がありません。彼らは私達の口さえ封ふうじられればそれで良いいんですから。P-01は間違った方向に開発を促うながす疑ぎ似じ餌えの【ピース】でしかありません。【エルキアド】が作ろうとしているB-12、G-29、Y-03……つまりは、本当に新技術へと導いてしまう【ピース】より先に疑ぎ似じ餌えを登録し、皆みなの目を晦くらませない限り、彼らの狙ねらい通りに戦争が始まってしまう……」

　仮想ファイル名・大西洋王権戦争。

　ようは、低価格帯メーカーの質の向上により中間層を奪われて苦しむバッグや宝飾、ワインなど伝統的高級ブランド。そこから肥大化した地元主義的な極右思想に染まりつつあるヨーロッパ諸国と、長引くＩＴ不ふ況きようのせいでとにかくどこかと戦争をしたいアメリカのいがみ合い。

　彼かれらの根底にあるのは『世界の中心に立ちたい』というよりも『下に見られたくない』に近いプライドの問題であり。

　どさくさに紛まぎれて南米や西アフリカを戦火に巻き込んで、保護の名目で手を伸のばしてやろうぜという利害の話が絡からみついて。

　そちらに注目するあまり、中東、極東、東南アジアなどは放ほったらかしで、そろそろ別の火種がポツポツと噴ふき出だしそうな状じよう況きようにさえなっていて。

　馬ば鹿かげた戦争話にみんなが振ふり回まわされているのは、ようは『新型保存料イモータリーゼに支えられた食しよく糧りよう供きよう給きゆうシステムが近く完成する。それがあれば外からも内からも傷つけられない王者の戦争で楽々勝てる』という妄もう念ねんが先行しているせいだ。

　だから、こう叩たたきつけてやれば諸もろ々もろの問題は一発で解決されるはずだ。




　そんなものは許さない。レールを間ま違ちがった方に切り替え、重たい鉄球を先に動かしてしまう事で、永遠に空回りさせてやる、と。




　仮想戦記じみた悪趣味な戦争なんか、起こさせない。

　本当に世界を歪ゆがめてしまう新技術とは別べつ枠わくのライバル技術を設け、わざと規格競争を誘ゆう発はつさせる。そして、実はどれだけ研究を進めても絶対に完成を見ない方へと人々を動かす。誰だれかがその間ま違ちがいに気づいたとしても、社会という重たい鉄球を止める事もできずにすり潰つぶされるように仕向ける。未来のレール切り替えの奪うばい合あいを制するように。

　いつものように。

　何度だって。

　人を幸せにしない技術の台頭を、ベアトリーチェは許さない。

「……私を置いていってください」

　もう一度、繰くり返かえすように【白しろ魔ま女じよ】のフィリニオンは言った。

「事はもう、私達だけの問題じゃありません……。ここで全員が死亡すれば、本当にどうしようもない妄もう想そうから始まった戦争が現実のものになる。逆に言えば、一人でも生存すれば、その人が疑ぎ似じ餌えの【ピース】を登録してしまえば、この戦争はお流れになる。ですから、陽動なら私が買って出ます……」

　ベアトリーチェは半ば反射的に叫さけび返そうとした。

　しかしそれより早く、次のアクションがあった。

　まるで校内放送か何かのように、建物のあちこちから同時に増ぞう幅ふくされた男の声が響ひびいてきたのだ。当然、そんな放送設備はないので、【魔法】か何かで敷ふ設せつしたものだろう。

『聞こえているか、ベアトリーチェ』

（……ただ会話をしたい訳じゃないね。何か別の意図があるでしょ）

『お前にはいつも手を焼かされてきた。そう、いつも、だ。今回が初めてではない。そう言えば、我々の正体についてはご理解いただけたかな？　正直、お前が引ひっ搔かき回まわしてくれた全てに対して、得られるはずだった戦争利益分の賠ばい償しようを求めたいところだが、今回だけでも譲ゆずってもらうぞ。ここには戦争条約もＲＯＥもない。督とく戦せんも憲兵もいない。人が死んでも裁かれない世界の話だ。覚かく悟ごを決めろよ』

「気をつけて……」

　声を低く、静かに【白しろ魔ま女じよ】と【殴おう僧そう侶りよ】に語りかける。

　じわりと脅きよう威いの確率が二〇から三〇％の間を行き来し、さらに五〇から六〇％の間へと浮ふ上じようしていく。

　死が迫せまる。

　一〇〇・〇％になった途と端たん、回かい避ひ不ふ能のうの銃じゆう撃げきが来る。

「きっと狙ねらいは足音だよ。こちらを包囲する足音を消すために、派手なアクションで上うわ塗ぬりしているの。すでに布ふ陣じんは固められつつあるでしょ。来る時は一いつ斉せいに来ると思った方が良いい」

『慈じ善ぜんごっこは楽しかったか？　それで自分は広い世界と接点を持っていると。ははっ、笑わせるなよベアトリーチェ。お前のそれは単なる茶番で、本質的には何も生み出さない。そんなもののために我々の利益を奪うばわないでおくれ』

　わざと一方的にこちらの感情を逆さか撫なでしているのも、欺ぎ瞞まん効こう果かを高めるためか。

【兵へい輝き】を握にぎり締しめ、周囲を警けい戒かいする【剣つるぎ聖せい女じよ】に、その声はこう言い放った。




『生まれ持った才能を恐おそれられ、一生魔ま法ほう離り殿でんから出る事を禁じられた籠かごの鳥が。餌えささえもらえれば誰だれの手によるものでも関係ないといい加減に気づけ、このトリ頭が』
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【エルキアド】が設定した交戦区域は宿屋街東側にあるゴーストタウンと化した一角から、その周囲三〇〇メートルほどを限界線としている。

　当然、限界線の近くにはさりげなく（フード付きマントで銃器を隠した）兵士達が配置されていたが、わざわざあの中心部に足を踏ふみ込もうとする馬ば鹿か者ものはまずいないだろう。

　銃じゆう声せいや爆ばく発はつ音おんといった『グランズニールにはないもの』に驚おどろく顔はあっても、その恐おそろしさまで理解できない人間はいない。【魔法】と銃じゆう弾だんのどちらが強いか、という議論はケースバイケースだろうが、わざわざそれを自分の命を捧ささげて試ためしてみたいと思う輩やからもいない。

　人間にとって、銃じゆう弾だんは相変わらず恐おそろしいものなのだ。

　未知だから有利に不意打ちできるのではない。既き知ちだから戦わずして威い圧あつできる。

　使わなくても、分かる。

　だから。

　そうした見張り役の一人、右手の人差し指を特とく徴ちよう的てきなタトゥーで埋うめ尽つくしたその兵士もまた、最初の方こそ緊きん張ちようして事に臨のぞんでいたが、いざ始まってしまえばその糸は弛し緩かんしきっていた。そもそも憲兵も督とく戦せん隊たいもいない、報告書も監かん視し記き録ろくもない、グランズニールでのびのびとやってきたモラルハザード全開の不良軍人達だ。言われた事を真ま面じ目めにやる、という当たり前の感覚がすでに消しよう滅めつしかかっているのだから、仕方がないのかもしれない。

　しかし、最初に教わらなかったか。

　命令の実行は全ての基本であり、怠おこたれば自分の命どころか部隊全体を危機にさらすと。

　───最初、大きな、とても大きな影かげが兵士の頭の上から覆おおい被かぶさってきた。

「え？」

　───次に、雲でもかかったかと見上げ、振ふり返かえった兵士の目に、巨きよ体たいが映った。

「え？」

　───そして、その巨きよ体たいは鉄骨や丸太のように大きな【兵へい輝き】を振ふり上あげていた。

「え？」

　何をする暇ひまもなかった。

　人間達の街に、何か得体のしれないものが佇たたずんでいる。ありえない光景を前に思考をすっかり空転させていた【エルキアド】の兵士だったが、彼に頭を回せたのはそこまでだった。




　メタァァァァあああああああああああああああああああああああッッッ!! !! !!　と。

　凶きよう悪あく極きわまる鈍どん器きが唸うなりを上げた直後、兵士の全身が石いし畳だたみの下まで埋うまる。




「……、」

　異変はすぐに通達された。

　四メートルに届かんとする巨きよ軀くを誇ほこるぶーぶーは、全てを無視した。

　さらに一歩踏ふみ込こんだ直後、人の身長に匹ひつ敵てきする大たい剣けんトゥハンデッドソードや斧おの、槍やり、鉤かぎを複数組み合わせた戦いくさ槍やりハルバードにも似た複数の【兵へい輝き】、他にも大型のマスケット銃じゆうを携たずさえた【エルキアド】の兵士達が取り囲んだ。その数はあっという間に増えていく。気がつけば二〇人以上。だがやはりぶーぶーは意に介かいさない。

「ぶーぶーはベアトリーチェの所へ行く」

　簡潔に。

　その目的を、宣言する。

「邪じや魔まするヤツは全て押おしのける。嫌いやならどけ、【エルキアド】」

　返答はなかった。あるいは、その沈ちん黙もくが答えだった。

　一歩進む。

　複数の【兵へい輝き】が押おし返かえすように構えられ、ギラリとした光を照り返す。

　二歩進む。

　複数の銃じゆう口こうが突つきつけられ、その引き金に指が掛けられていく。

　三歩進む。

　そこで、全てが動いた。

　パン!!　パンパン!!　という乾かわいた破は裂れつ音おんが連続した。

【エルキアド】は某ぼう国こくの正規訓練を受けたプロの兵士達だが、グランズニールにいる間はマニュアルを廃はいした独自の動きを展開させる。平たく言えば、【魔ま法ほう】の力があれば遮しや蔽へい物ぶつを確保する必要なく、自前でシールドを展開する事で標的の真正面に立って撃うち合あいをする事ができる。それこそ、三六〇度取り囲んで、敵からの攻こう撃げきどころか同じ味方からの流ながれ弾だまさえ気にせず発はつ砲ぽうを続けられるのだ。これは先さき込ごめ式で連射が苦手というマスケット銃じゆうとの組み合わせを考えても有益だ。

　当然、標的にも銃じゆう弾だんを弾はじくチャンスはあるが、【エルキアド】は気に留とめない。

　標的が銃じゆう弾だんを防ぐために労力を割さいている間に、トゥハンデッドソードやハルバードといった【兵へい輝き】を主力とする別働隊が急速に接近する。その【魔法】でもってシールドを打ち破り、無防備になったところへ遠えん近きん双そう方ほうから致ち命めい傷しようを叩たたき込こむ。

　それが最適解だ。

　そのはずだった。

　だというのに、ぶーぶーの巨きよ体たいが揺ゆれたかと思った時には、すでにその身体からだが消失していた。都合五方向の射線全てから逃のがれる。ぶーぶーはそもそも【亜あ人じん】なので【魔法】は使えず、その強きよう靭じんな肉体でもって強ごう引いんに受け止めるような真似まねもしない。ただ避さける。

　つまり、いくら銃じゆう撃げきしても相手の体は『硬こう直ちよくしない』。

「え？」

　奇くしくも、最初にダウンさせられた見張りの兵と同じ事を呟つぶやいた者がいた。

　初めから標的は『硬こう直ちよくするもの』と決めてかかっていた、【兵へい輝き】主力の兵士達だ。

　直後に。

　ッッッズン!! !! !!　という重たい震しん動どうが、全てを黙だまらせた。

「……、」

　近きん接せつ戦せん闘とう組ぐみを迅じん速そくに黙だまらせたぶーぶーの凶きよう悪あくな瞳ひとみが、残る遠えん距きよ離りのマスケット銃じゆう組ぐみへと向けられる。

（……どっ、どうやって避よけた。銃じゆう口こうの向きから射線を先読みされたとでも言うのか）

　弾たまを込こめるのももどかしく、予備にいくつかぶら下げた短たん銃じゆうをとっかえひっかえ散発的に撃うちながら後ろへ下がろうとしても、もう遅おそい。

　そして根本的に【エルキアド】の兵士達は勘かん違ちがいをしていた。

（いいや、そういう問題ではない。あの【亜あ人じん】は銃じゆうを見るのは初めてのはずだ。銃じゆう口こうを向けても、何が起こるかは分からないはず。だから絶対に、初しよ撃げきに対する反応は遅おくれなくてはおかしいのに……）

　それでも、避よけた。

　一発も当たらなかった。

（つまり……つまり!!　先読みして避よけたのではない。実際に飛び出た銃弾を、目で見てから避けたとでも言うのか!?　何をどうしたらそんな事ができるんだ!!）

　ようやく認にん識しきの周回遅おくれを脱だつしたと思い込んでいた【エルキアド】だったが、やはり彼は間ま違ちがえたままだった。

　今、この場において重要なのは、細かい理り屈くつの検証ではない。

　……それだけの化け物の眼前に立っているという事実。敵対者として照準されている事実。さらに言ってしまえば、そこからどうやって逃にげ延のびる事ができるのか、という事へ全思考能力をフル稼か働どうさせるべきだったのだ。

　だが時すでに遅おそし。

　ゴォ!!　と。

　認にん識しきの周回遅おくれを取とり戻もどす前に、ぶーぶーは【エルキアド】へ肉にく薄はくしていた。

　その鉄骨か丸太のように太い【兵へい輝き】が。

　純じゆん粋すいな鈍どん器きとして、唸うなる。




　　　　　14




　道路に沿って建ち並ぶ煉れん瓦がの建物。その屋根の上では、いくつもの大おお型がた銃じゆうを傍かたわらに置き、自身も狙そ撃げき用ようのマスケット銃じゆうを手にした別の兵士達が息を吞のんでいた。

「何だ……あいつ!?　どうやったらこの状じよう況きようで生き続けていられるんだ!!」

　狙そ撃げき手しゆは単純に止まっている的に弾たまを当てれば良い、という訳ではない。実際の標的は大なり小なり動き続けていて、その予測先も考こう慮りよして照準を合わせるものだ。

　にも拘かかわらず、あの豚ぶた面づらの巨きよ体たいは動きが全く読めない。

　木筒とガラスレンズを組み合わせた手製とはいえ、スコープの補助もある。覗のぞき込めばぶーぶーの肉体は見える。四メートル弱の巨きよ体たいなど、標的としてはイージー過ぎると言えるだろう。だが捉とらえるたびに、次の瞬しゆん間かんには消失している。また捕ほ捉そくし、見失い、捕ほ捉そくし、見失い……その繰くり返かえし。一度たりとも安定して照準を続ける事ができず、引き金を引くチャンスにも恵めぐまれない。速いだけではない、むしろこちらが読まれている。

　啞あ然ぜんとする狙そ撃げき手しゆと、その傍かたわらで補ほ佐さする弾たま込ごめ係かかり兼けんスポッターだったが、

「ふうむ、何故なぜかと問われても、そもそも人間の身体構造を基準に全ての生物を測られても困るというだけなのだがのう」

「ッ!?」

　真後ろからの声。

　慌あわてて振ふり返かえるが、そこには誰だれもいない。

「なっ、なんだ……今の、おい、聞こえなかったか……？」

　すぐ近くのスポッターと顔を見合わせている狙そ撃げき手しゆだったが、そのすぐ近くで【ブレイクニュース】の一角、【ストリオーナ】はそっと息を吐はいていた。

　完全に認にん識しきから消えた状態で、心の中で付け足してみる。

（そもそも、聞いた話では四メートル級の肉体を使って水切りの要領で海上を縦じゆう横おう無む尽じんに行いき交かい、一〇〇〇メートル級の【ドラゴン】を殴なぐり倒たおして平へい伏ふくさせたらしい。そこまでの膂りよ力りよくを制せい御ぎよするには、相当量の情報処理が必要になるだろうて。下手へたをすれば、自分の力で自分をバラバラにしてしまいかねないからのう）

　だから、ぶーぶーはわずかにそのリソースを外へ向ければ良い。

　数多あまたに天を貫つらぬく刃やいばの群れも、空気を裂さいて血肉を穿うがつ鉛なまりの雨も。

　彼を止めるには値あたいしない。
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　その巨きよ体たいは、並み居る敵を殴なぐり倒たおした。

　敵対者の見た目は華きや奢しやな人間であっても、その全身は【パーセンテージ】系の【魔法】で徹てつ底てい的てきに増ぞう幅ふくされている。膂力STR三〇〇％増、耐久性VIT八〇〇％増、行動速度AGI五〇〇％増、その他色々。素す手でで虎とらを屠ほふり熊くまを打ち倒すほどに強化されている……はずだが、そんなものはぶーぶーには関係ない。

　根本的な所が違ちがい過すぎる。

　斧おのや槍やりといった【兵へい輝き】持ちを叩たたき伏ふせ、大型のマスケット銃じゆうを構える兵士をホームランし、屋根の上からこちらを狙ねらう狙そ撃げき手しゆに直ちよく撃げきさせていっしょくたにダウンさせる。前衛の足止め役を一息に蹴け散ちらし、後衛で守られるべき回復役が気絶した味方の意識を呼び起こす前に、ぶーぶーの手にした丸太や鉄骨のような【兵へい輝き】が容よう赦しやなく唸うなる。

「早くしろ、早く！」

　少し離はなれた所では、発はつ射しや筒とうに弾だん体たいを詰つめ込こみ、ピンを取り外しながら、【エルキアド】の兵士達が震ふるえる指先を止めるために自ら発破をかけているところだった。

　棒ぼう火び矢や。

　先さき込ごめ式のマスケット銃じゆうと違ちがって弾だん体たいそのものに推すい進しん剤ざいを詰つめ込こんだそれは、彼ら軍隊式の徹てつ底てい的てきな効率化も相まって、ほとんど携けい行こう型がた対たい戦せん車しや兵へい器きの様相に変へん貌ぼうしていた。

「鉛なまり弾だまじゃ駄だ目めだ、だけど爆ばく発はつに巻まき込こめば避よけられねえだろ……。やっちまえ、ちくしょう、粉々にしてやれ!!」

「この距離だと味方を巻き込みますが!?」

「シールドでも何でも使わせろ！　あのバケモノはそういうのを使う気配もねえしな。ここで食い止める、やっちまえ!!」

　一応異は唱えたものの、結局は上官からの許可をもらって責せき任にん転てん嫁かしたかっただけなのだろう。それだけ聞くと、兵士は発はつ射しや筒とうを肩かたで担かつぎ、躊ちゆう躇ちよなく引き金を引いていた。

　ファシュッッッ!!　と、白はく煙えんを撒まき散ちらし、太い杭くいにも似た爆ばく発はつ物ぶつが一直線に巨きよ大だい過すぎる標的へと突つき進すすむ。

　直後の出来事だった。




　ズパン!!　と。

　ぶーぶーが、飛んできたロケット弾だんを横から摑つかみ取とった。




「な、あ……!?」

　思わず兵士達が息を詰つまらせる。

　起き爆ばく方ほう式しきを『彼らの良く知る』ベストセラーの先祖に合わせて感圧式にしたのが裏目に出たか。

　つまり、砲ほう弾だんの先せん端たんに衝しよう撃げきが加わらない限りは起き爆ばくしない。

　例えば。

　超ちよう高こう速そくで突つっ込こんでくる弾だん体たいを正確に捕ほ捉そくし、瞬しゆん時じに肉体を動かす筋力に恵めぐまれ、空気を裂さいて突つき進すすむ弾だん体たいを摑つかんでも破れないほど強きよう靭じんな皮ひ膚ふを備えていれば。

　かつ、制動時に感圧式の信管が誤作動を起こさなければ。

　飛んできた弾だん体たいを手て摑づかみで押さえつける事は、できなくもないが……!?

「……？」

　ぶーぶーは、それが何であるかは分からなかったらしい。

　ただし、害意のあるものだという事くらいは想像がついたようだ。首をひねった後、それを飛んできた方向へと投げ返す。

「あ」

　推すい進しん剤ざいは切れていた。放物線を描えがいてゆっくりと向かってきた弾だん体たいが兵士達のすぐ足元へ、重心に従って上から真まっ直すぐ石いし畳だたみへと落ちた。カッチン、とその先せん端たんに取り付けられている感圧式の信管を押おし潰つぶすように。

　ッッッドン!!　という爆ばく音おんが、遅おくれて炸さく裂れつした。
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　まず、あちこちから飛んでくる報告に、顔を真っ赤にした。

　次に、雪崩なだれのように押し寄せる救きゆう援えん要よう請せいに、顔を真っ青にした。

　最後に、それらが全て途と絶ぜつした事で、顔を真っ白にした。

「てっ、撤てつ退たいしましょう……。もう無理です、状じよう況きようを維い持じできません！　撤てつ退たいしましょう!!」

「自分が何を言っているのか分かっているのか？　俺達は！　何としてもあの【ピース】が登録されるのを阻そ止ししなくてはならないんだ!!」

「いやだ、私はもうあんたにはついていけない、こんな僻へき地ちで死んでたまるか、私はもういやだあ!!」

　今まで常に隣となりにいた部下は、何かを見限るように男から背を向けると、そのまま全速力でどこかへ走ってしまう。

「チッ、馬ば鹿か野や郎ろうが……!!」

　金髪に無精ヒゲの指揮官は反射的にいくつもぶら提さげている短たん銃じゆうの一丁を抜ぬいて、親指で撃げき鉄てつを押し上げ、その背中へ向け、しかし引き金を引く事なく、銃じゆう口こうを上へ逃にがす。

　敵前逃亡は銃じゆう殺さつという基本の基本など、もはやどうでも良かった。

　どっちみち、進もうが退ひこうが破は滅めつは同じだ。

【エルキアド】は正規軍だ。その正規軍がグランズニールに存在する事自体、すでにマニュアルから外れた超法規的行動である。つまり規律と秩ちつ序じよを重んじる軍全体からすれば、最初から忌いみ嫌きらわれている。結果を残さなければ色々と難なん癖くせをつけられて粛しゆく清せいされかねないほどに。

（だから確保しなくてはならないんだ。逃げるためには前へ進まなくてはならないんだ！　どうしてこんな簡単な事が分からない!?）

　幸い、早い段階で報告は受けていた。

　あの怪かい物ぶつは『ベアトリーチェの所へ行く』といった旨むねの発言をしていた事を。

　そして生せい還かんの要かなめとなる疑ぎ似じ餌えの【ピース】もまた、おそらくはあの女が握にぎっている。

　という事は……、

（ベアトリーチェを確保すれば活路は見える。【ピース】を破は壊かいし、あのバケモノに対する盾たてとしても使える。やはりこの道しかない、一番危険な道が一番安全な場所へと繫つながっていく!!　それに気づいた者だけが戦場を渡り歩ける!!）

　方針が決まれば後は早かった。

　混乱しきった戦場を走る。目的の煉れん瓦がの建物の壁かべへ張り付く。中へと踏ふみ込こむと同時、ガゴンッ！　と建物全体が大きく揺ゆさぶられた。どうやらどこかの壁かべを抜ぬかれたらしい。それとは別に真上から軋きしむような音を耳にして、男は急いで階段を駆かけ上がる。

　いた。

　長い廊ろう下かの真ん中辺りに、三人ほどの少女が固まっている。

　何か具体的な策がある訳でもない。どこかへ向かおうとして、そのままへばったような有り様。本当に、これだけだったらパーフェクトゲームで黙だまらせる事ができたのに、どこで大きくねじ曲がった。

　その怒いかりを向けるように、【エルキアド】の指揮官は短たん銃じゆうを握にぎり込こむ。

　ベアトリーチェがいれば良い。残りの二人はここで射殺し、最初にパッケージを威い圧あつする。盾たてとして操あやつるため、精神的な衝しよう撃げきを利用してイニシアチブを取る。

　この短たん銃じゆうは単発式だが、面めん倒どうな弾たま込こめをせずとも連射するために、いくつもの銃じゆうをぶら提さげている。彼は迷わず左手でも新しい銃じゆうを抜ぬいた。軍人らしからぬ西部劇のような馬ば鹿か馬ば鹿かしさだが、これで二人同時にやれる。

　結論し、引き金に指を掛けた。

　直後に少女達が消失した。

　いいや、ベアトリーチェ達に【魔法】を駆く使しした戦せん闘とうを組み立てるほどの余よ裕ゆうはなかったはずだ。彼女達は何もしなかった。つまり、男の方がイレギュラーな状じよう況きように陥おちいった。

　そう。

　例えば【エルキアド】の指揮官が立っていた廊ろう下かの床ゆかが抜ぬけて真下の階へ落下した、とか。

「う、おおおおおおおおおおおおおおおおおおおああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　気づいた時にはもう遅おそかった。

　何かを摑つかもうとしても、アリジゴクのように男はバラバラに崩ほう壊かいする建材と一いつ緒しよに引ひき摺ずり下ろされていった。

　そして、階下の床ゆかへと転がった男は、そこで見た。

　こちらを見下ろし、肩かたに鉄骨か丸太のように太い【兵へい輝き】を担かつぐ、凶きよう悪あく極きわまる豚ぶた面づらを。

「お前、どれくらい硬かたい？」

「は、はは」

「【魔法】の力があればきっと硬かたいと思う。……だから、本気でぶん殴なぐっても良いか？」

「はははははははは!!　ははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは!!」




　一いち撃げきだった。

　その轟ごう音おんは、建物どころか宿屋街全体を揺ゆさぶったという。
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「ぶー、ぶー……？」

　ベアトリーチェは、やってきた影かげにそう呟つぶやいていた。

「来てくれたの、ぶーぶー」

「ぶーぶーはまだ詳くわしい話は何も知らない。だからベアトリーチェに話してほしい、一体何があったのか」

「ああ……」

　ベアトリーチェは【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンと【殴おう僧そう侶りよ】アルメリナ達と顔を見合わせてから、やがておずおずと口を開いた。

　隠かくし立だてするような、後ろ暗い理由など何もない。

　ただ自分の事でぶーぶーを不安にさせたくなかっただけなのだが、こうしてぶーぶーが【エルキアド】と諍いさかいを起こし、蹴け散ちらしてしまった後ではどうでも良いい。

　自分達の世界は技術的に行いき詰づまっているくせに、ブレイクスルーが一つあると簡単に歪ゆがんでしまう事。今回はそのせいで大きな戦争が起こるか否いなかの瀬せ戸と際ぎわだった事。【エルキアド】はその戦争の火ひ蓋ぶたを切るために行動し、ベアトリーチェ達は何としてもそれを止めたかった事。

　途と中ちゆう、ぶーぶーには少し難しいかな？　と思った箇か所しよもあった。だが包つつみ隠かくす理由にはならない。分からない所は後で質問してもらって、分かるまで丁てい寧ねいに嚙かみ砕くだこうと考えていた。

　だけど、ぶーぶーは話を聞いていくにつれて優やさしい顔つきになっていった。

　まるで何かの答え合わせでもしているように。

「それなら良いい。ぶーぶーはお前を助けて良かったと思っている」

「私が言うのも何だけど、こんな話を信じるの？　ぶーぶーは私達の世界へはやってこられないでしょ。だから真しん偽ぎを確かめる術すべもない。私達の作った【ピース】は疑ぎ似じ餌えじゃなくて、本当に戦争を起こしてしまう技術に繫つながるかもしれないのよ」

「ぶーぶーはお前を信じている」

「そっか……」

　安あん堵どしたようにベアトリーチェは呟つぶやいた。

　ぶーぶーはぐったりしている【白しろ魔ま女じよ】や【殴おう僧そう侶りよ】の方にも目をやり、それから改めてこう言った。

「みんな疲つかれているみたい。でも今日は宿屋街だと落ち着かないかもしれないから、ぶーぶーの家うちに帰ろう？」

「そうね……。一度帰き還かんしてやるべき事を済ませたいのもあるけど、とりあえず【ピース】を【兵へい輝き】に登録しちゃえば問題ないかな。それに安全を確保する意味でも、宿屋街からは距きよ離りを取っておきたいのも事実だし。フィリニオン、アルメリナ。そなた達もそれで良いい？」

　そんな風に言い合いながら、ぶーぶー達は崩くずれかけた廃はい屋おくから外へと出た。

　先ほどまで誰だれもいなかったはずの表には、いつの間にか多くの人が集まっていた。

　興味本位とも、好こう奇き心しんとも違ちがう。

　……その顔にあるのは恐きよう怖ふだ。それは憎ぞう悪おの卵だ。『好きだから見てみたい』ではなく『嫌きらいだから状じよう況きようや規模を確かく認にんしないと安心できない』そんな感情の坩る堝つぼである。当然、それはベアトリーチェやフィリニオン達に向けられたものではない。

　ぶーぶー。

【亜あ人じん】、【イベリコオーク】、そして人間達が暮らす宿屋街においては凶きよう悪あくな異物。

　見てくれだけでも偏へん見けんを受けやすいのに、ぶーぶーはその戦せん闘とう力りよくの高さを証明してしまった。人々がどのような感情を向けるかは明らかだ。

「ぶーぶー……」

「大だい丈じよう夫ぶだ、ベアトリーチェ」

　先頭に立つぶーぶーは、敵意ある視線の集中を浴びたまま、【剣つるぎ聖せい女じよ】から背を見せた状態でそう答えていた。

「ぶーぶーは最初から分かっていた。だからこんなのは痛くもない」

　怖こわがられると分かっていた。

　嫌きらわれると分かっていた。

　あれだけ楽しそうなお祭りにも近づかず、丘おかの上からじっと眺ながめていたぶーぶーは、しかし、友人を命の危機から救い出すために、最悪の状じよう況きようと知っていながら宿屋街へと踏ふみ込こんできた。

　結果、分かっていた通りの事が起こった。

「……そんなのって、ないでしょ？」

　震ふるえる声で、ベアトリーチェは言った。

「ぶーぶーは間ま違ちがった事なんかしていない。発ほつ端たんとなったのは私達と【エルキアド】よ。市街地での戦せん闘とうの咎とががあるとすれば、私達がそれを受ければ良いはずでしょ！　ぶーぶーがこんな風に扱あつかわれるいわれはない。そなたは、そなたは掛かけ値ねなしに私達の命と、私達の世界を救ってくれたのよ!!」

　その言葉を受けても、ぶーぶーは振ふり返かえらず、首を横に振ふっただけだった。

　こんなのは痛くもないと、彼は言った。

　だけど、おそらくぶーぶーは知らない。【サウザンドドラゴン】の時もそうだった、そして今回の【エルキアド】の時もベアトリーチェ達の言い分を信じてくれたではないか。ぶーぶーは、基本的に人間は賢かしこくて奇き麗れいな心を持っている、と思っている。そんな結論はこそばゆいが、しかし、必ずしも正しいとは限らない。

　今はまだ恐きよう怖ふだ。

　だがこれが憎ぞう悪おや嫌けん悪おへ芽め吹ぶいたら、ぶーぶーはどうなる？

　グランズニールは、なんだかんだ言っても人の足で三日もあればぐるりと一周できる島でしかない。人間達が本気で危険視し、討とう伐ばつを考えたら隠かくれてなんていられなくなる。

　ぶーぶーの力があれば、それら全てを蹴け散ちらす事もできるかもしれない。

　だけど全てを排はい除じよした後に、ぶーぶーは絶対に折れる。

　それを許容できるくらいなら、自分のために他者を阿あ鼻び叫きよう喚かんに突つき落おとしてもケロリとしていられるなら、そもそもお祭りを我が慢まんするはずがないじゃないか……!!
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「……さあて、この辺りかのう」

　呟つぶやいたのは、屋根の上の【ストリオーナ】だった。

　傍かたわらには、いつの間にか掌てのひらサイズの【妖よう精せい】、メリディアーナが飛とび交かっていた。

「ぶ、ぶーぶーさんはどうなってしまうんですか!?　このままみんなの嫌きらわれ者になってしまうなんて私は嫌いやです！」

「わしもだ。だからこうして足を運んだ、ぶーぶーのためにな。正直、人間同士の諍いさかいなんぞに介かい入にゆうする気もなかったしのう」

　魂たましいを持つ逆説、【ブレイクニュース】。

　一〇〇〇メートル級の【サウザンドドラゴン】を末席と呼んで憚はばからない力を持つ少女型。

「でも、具体的にどうするんです？　ハッ！　やっぱり【ストリオーナ】様のお言葉で人間の皆みな様さまを改心なさるとか？」

「阿あ呆ほう、わしとて化け物枠の一角だ。むしろ【ブレイクニュース】である事を明かして皆みなの前に立てば阿あ鼻び叫きよう喚かんの大パニックになるだろう。何しろ、わしは存在そのものが逆説扱いだからのう」

　そして、と妖よう精せい達の女王は付け足した。

【ベニテンゴクバナ】。リボンワンピースの花飾りの元にもなった真っ赤な花の花弁を一枚、口に含ふくんで犬歯で嚙かみ千切りながら、

「わしは確かに身を呈ていして友人を守ろうとしたぶーぶーには敬意を表して手を貸してやろうとは思っておる。だからと言って、別段、人間などという種族全体を優やさしく守ってやりたいなんぞこれっぽっちも考えておらんぞ？」

　ぶわさっ!!　という異音が響ひびいた。

　気がつけば、【ストリオーナ】の背には蝶ちようのそれにも似た真っ赤な血の羽が生じていた。それは人間大から始まり、しかし一挙に拡大、拡散……いいや空一面を禍まが々まがしく侵しん蝕しよくしていく。

【サウザンドドラゴン】の時には、こんな話がなかったか。

【妖よう精せい】の血の中にある色素には毒性があり、悪あく竜りゆうを酔よわせる力があると。

　であれば。

　その女王の本領は……。

「ある脅きよう威いを解決する方法は二つある」

　あまりにも巨きよ大だいな羽を見上げるメリディアーナに、【ストリオーナ】はこう告げた。

「一つ、脅きよう威いの中心となっているものについて詳くわしく説明し、その恐きよう怖ふを軽減、霧む散さんさせる事。平たく言えば根気良く説得を繰くり返かえし、相手の気が済むまで接待してやる。だがはっきり言えば面めん倒どう臭くさいし、このわしが人間ごときへ無条件に頭を下げるなどとは前提からして笑しよう止し千せん万ばん。まして、自分の街も守れず、その役を他に回し、いざ解決した途と端たんに脅きよう威い扱あつかいする者などとは交かわす言葉も持たん」

「で、では、二つ目は……？」

「決まっておる」

　ニィ……と。

　その逆説は、悪あく辣らつ極きわまる笑えみを浮かべながら、両手を腰こしに当てて宣告した。




「もっと大きな災わざわいを突き付けて、直前までのインパクトを散らす。なぁに、こういう憎にくまれ役やくなら慣れておるよ。何しろわしは【ブレイクニュース】の一角だからなあ？」

[image: ]
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　その脅威は、赤き狂きよう熱ねつの砂すな嵐あらしとして恐おそれられていた。

　ひとたび巻まき込こまれれば目と鼻の先さえも分からなくなる猛もう烈れつな砂すな嵐あらし。その正体は妖よう精せい達の女王の血の羽に蓄たくわえられた猛もう毒どく……言ってみれば血に宿る色素を利用した赤い砂すな嵐あらしであり、わずかに一息吸すい込こむだけで人の社会から理性を焼き切り、欲望のままに暴れ回る獣けものの群れへと変えてしまうという。

　猛もう毒どくに対する許容量は、その生物が持つ蓄ちく積せき限げん界かい、分解能力などの他に、極きわめて分かりやすい基準が一つある。体重だ。【ベニテンゴクバナ】の色素が【妖よう精せい】の血中で分解されたモノ。一〇〇〇メートル級の【サウザンドドラゴン】を掌てのひらサイズの【妖よう精せい】一人分の血液色素で酩めい酊ていさせるというのだから、その赤い猛もう威いが砂すな嵐あらしのように景色一面を埋うめ尽つくしてしまった場合、宿屋街の人間はどうなるか……。

　最初、真っ先に知覚したのはベアトリーチェだった。

【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンの支し援えん系けい【魔法】が、まだ視界の端はしに残っていたからだ。

　脅きよう威いや会敵の確率を視覚化するもの。

　その数値が、一挙に一〇〇・〇％にまで、グンッ!!　と跳はね上あがる。

（なっ……）

「おい、何だありゃあ……？」

　次に、吞のん気きにそう呟つぶやいたのはものを知らない若い男だった。そう呟つぶやいたのだって、現象そのものに対する疑問よりも、真っ先に声を放って注目を集めたかった、くらいの気持ちの方が大きかったはずだ。

　そして、深い経験からその正体を悟さとった壮そう年ねんの【剣けん士し】が目を見開いた。

「ぶっ、【ブレイクニュース】だ!!　移動ルートの見えない、神しん出しゆつ鬼き没ぼつの【ストリオーナ】！　早く屋内に退たい避ひしろ、頭を焼き切られるぞ!!　早く!!」

　あとはもう大おお騒さわぎだった。

　たとえはあれだが、今から巨きよ大だい隕いん石せきが降ってくると分かっている中でいちいち強ごう盗とうだの食い逃げだのをとっちめている余よ裕ゆうはない。あれだけ敵意や害意を剝むき出だしにしていた人々は、蜘蛛くもの子を散らすように逃げて行った。次々に扉とびらへ飛び込み、ドアや窓を目張りしていく。間に合わなかった人達は扉とびらを叩たたき、ノブを回し、絶対に開かないと分かると別の建物へと走っていく。

　そもそも、ここはあくまでも宿屋街だ。

　人々は基本的に異なる世界からやってくる、代わる代わる番をする事はあっても定住する者は一人もいない、という普ふ通つうの都市構造ではありえないねじ曲がった前提条件の下もとで組み上げられているため……平たく言えば、今この街にいる全員が建物に入れるという保証さえない。

　それが分かっているから、みんな必要以上に焦あせっていた。

　冷静に考えれば、全員を屋内に詰つめ込こんでも余よ裕ゆうで対応できるくらい整っていたのに、だ。

　九〇から一〇〇％の間を行き来する数値に懊おう悩のうしながら、ベアトリーチェは問いかける。

「ぶーぶー、私達はどうするの？　この状じよう況きようじゃ、仲間に入れてもらえそうにはないけど」

「風向きを見れば良い。丘おかの方に走れば助かる」

「？　ならどうしてそっちへ行くの。いつも佇たたずんでいるあの丘おかは反対でしょ？」

「ぶーぶー達の他にも、仲間外れになっている人達が何人かいる。ベアトリーチェは先に行け。ぶーぶーはあの人達を抱かかえて丘おかを目指す」

「できると思うの、この状じよう況きようで」

　後ろへ退ひきそうになったのは、直前までの悪感情があったから、ではない。

　もっと単純に、自分達も迅じん速そくに動かなければ助からないと思ったからだ。

　しかし、ぶーぶーは一秒も待たずにこう返した。

　九〇％も、一〇〇・〇％も関係ない。




「ぶーぶーならできる」
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　そして、ぶーぶーは約束を守った。

　彼に助けられた宿屋街の人間達は複雑な表情を浮かべていたが、少なくとも、今この場でぶーぶーと事を構える気は起きないようだった。

　赤い色素はしばらく宿屋街にこびりつき、効果が自し然ぜん消しよう滅めつするまでの三日間はまともに屋外へ出る事もできない。その間にはぶーぶーに対する感情なんぞみんな忘れていて、【ストリオーナ】という怪かい物ぶつに対する不平不満で埋うめ尽つくされるだろう、とは笑いながら語る妖よう精せい達の女王の言。

「ぶーぶー」

　と、葉っぱの家のすぐ近くで、ベアトリーチェは声を掛けた。

　彼は焚たき火びの番をしていて、火のすぐ近くには枝に刺さした魚が配置されていた。

「ぶーぶーは最近火の勉強をしている。難しくて大変だけど、これをやらないと【ストリオーナ】がプンスカする」

「何よ、言ってくれれば私が教えたのに。得とく意い技わざなのよ、火力系は」

　隣となりに腰こし掛かけ、ベアトリーチェはパチパチと爆はぜる焚たき木ぎへ目をやる。

　しばらくあって、やがて彼女はこう切り出した。

「……今回は悪かったね」

「ベアトリーチェは何を謝っている？」

「私はぶーぶーの居場所を奪うばうところだったのよ。いいや、あんなのは【ストリオーナ】の反はん則そく技わざで、本当だったら今もしこりが残っているはずだった。私は何もしてあげられなかったのよ、ぶーぶー。自分で始めた事に責任を取れなかったの」

「でも、ベアトリーチェは何も悪い事をしていない。みんなの命を守るために戦った。だからぶーぶーも後こう悔かいはしていない」

　かもしれない。

　大西洋王権戦争。仮想戦記にでもありそうな馬ば鹿かげたスケールの戦争の発生を食い止めるためなら、あれくらいの騒そう動どうは軽いものかもしれない。

　だけど、根本的なところが違ちがう。

　前提条件が間ま違ちがっている。

「けどね、ぶーぶー。それは私達の世界の事情なの。人間の手前勝手な都合に過ぎないのよ。本当は自分達だけで解決すべき問題を、グランズニールを使って何とかしようとしているんだよ」

「……、」

「私達は、ぶーぶーの世界に災わざわいを持ち込んだの。ぶーぶー達が背負う必要のない負ふ債さいを押し付けたの。だから悪かったと言っているんだよ、ぶーぶー」

　規模が小さいから、地球の話ではないから、人間達の社会ではないから。

　だから、良いいのか？

　それで丸く収められるのは、つまり『滅ほろぶのは自分の国ではないから』の【エルキアド】と何も変わらないんじゃないのか。

「そんな事ない」

　しかし、そう言ったのはぶーぶーだった。

　思わず顔を上げたベアトリーチェに、彼は続けてこう言った。

「困った事があったら何でも話せば良い。自分で解決できない事があったら相談すれば良い。世界をまたぐかどうかなんて関係ない。ぶーぶーは、ベアトリーチェが何かを抱かかえて悩なやんでいるなら、それを取り除きたいと思う。だから災わざわいを持ち込んだって構わないし、背負う必要のないものを背負ったってへっちゃらなんだ」

「ぶーぶー……」

「だって、ぶーぶーとお前は友達なんだからな」
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　そして【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンと【殴おう僧そう侶りよ】アルメリナの二人は、少し離れた所からそんな二人を観察していた。

「なるほどなあ。あれがベアトリーチェの言っていたぶーぶーか」

「正直……あれと恋れん愛あい感かん情じようを交かわすのは難しそうですけど、でも、【魔法】も【ピース】も関係ない、利害の存在しない知り合いというのを作っておく意味では、知性を持った【亜あ人じん】というのは悪くないかもしれませんね」

「へえ、そんな奇き麗れいごとで丸く収めちゃう訳だ？　他人の恋こい路じで遊ぶため、いくらでもお節せつ介かい焼きますみたいな顔しちゃってんのにさあ」

「あらあら、あなたこそ【回かい復ふく魔ま法ほう】の一つもできないくせに媚び薬やくだの何だの愉ゆ快かいな【魔法】の解放にいくらかかるか皮算用を始めていません？」

　と、そんな彼女達の背後から、新たに小さな影かげが現れた。

　神しん出しゆつ鬼き没ぼつの妖よう精せい達の女王。彼女は耳元へそっと息を吹ふきかけるように告げる。




「おい、あまりわしのオモチャに横よこ槍やり入れると赤き狂きよう熱ねつをばら撒まくぞ？」







　少しずつ、その小さな輪は広がっていく。

　誰だれかを守るためならかなぐり捨てても良い、そう思える誰だれかだからこそ。













　　　第三章　七色煉獄セブンフレイムとドラゴンイーター
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　何だか大団円のように見えているかもしれないけど、誰だれかを忘れてはいないか？

「ばはっ!?」

　赤い砂すな嵐あらしは宿屋街の全てを埋うめ尽つくす。

　それは理性を焼き切り、人を二足歩行の獣けものへ作り替える猛もう毒どくの色素。

　多くの人は屋内へ逃にげ込こみ、ドアや窓を目張りする事で難を逃のがれた。間に合わなかった人達も、ぶーぶーが抱かかえて宿屋街から避ひ難なんする事で間に合った。

　最初からそうなるように【ストリオーナ】は規格外の影響を撒まき散ちらした。

　だけど、その枠わくからはみ出た者達が確かにいた。

「あ、がう……げほごほっ!!　……がうあ……!?」

【エルキアド】。

【ギルド】の皮を被かぶった某ぼう国こくの兵隊達。ぶーぶーに倒たおされた者達の多くはその場に伸のびていて、そこへまともに赤い色素が襲おそいかかった。

　単に忘れられていたのかもしれない。【ストリオーナ】からすればこいつらまで助ける義理はないし、そもそも魂たましいを持った逆説に人を襲おそう襲おそわないの区別はどこまでついているのか。

「は、はは……はうが……ははは!!」

　かつて【エルキアド】を指揮していたその男は、目と鼻の先さえ分からない真っ赤な景色の中、それでも壁かべに手をつく形でゆっくりと歩いていた。元々無精ヒゲが目立っていたが、焦点のブレる瞳や荒い息、不気味な汗がさらに粗雑な印象を高めている。

　すでに猛もう毒どくの色素は口や鼻どころか、瞼まぶたや全身の皮ひ膚ふからも潜もぐり込こんで来ている。

【解げ毒どく】や【防護】といった手段も使い物にならない。

　しかし、たとえ【ストリオーナ】からのトドメがなくとも、遅おそかれ早かれ【エルキアド】の指揮官の精神は限界を迎むかえていただろう。

　ベアトリーチェ達を食い止められなかった時点で、現実世界での戦争を自分達の都合に合わせて展開させられなかった時点で、すでに行き場はない。

　厳密には帰れるが、帰った途と端たんに責任を取らされる。

　粛しゆく清せい、と呼んでも差さし支つかえのないレベルで。

　そして疑ぎ似じ餌えの【ピース】が登録されたであろう今、もう巻き返しはできない。死にたくなければ二度と帰き還かんせず、このグランズニールでずっと暮らしていくしかない。追っ手がやってくれば、やってきた分だけ返かえり討うちにして、だ。

　だが、この方法にも不ふ可か避ひの難題がある。

　元の世界とグランズニールは、似ているようでどこか違ちがう。例えば重力、例えば一日は何時間で区切られるか、例えば空気の組成や密度、などなど。そうした違ちがいは体内時計を中心とした体の仕組みへ徐じよ々じよに悪あく影えい響きようを及およぼすため、無理に長ちよう期き滞たい在ざいすれば心身のバランスが狂くるっていく。

　いずれどこかで、壊こわれる。

　絶望的な状じよう況きようを前に【エルキアド】の指揮官だった男がぼんやりと考えたのは、せめて混乱をきたさないよう敗残兵を集めて迅じん速そくに撤てつ退たいする事……などではなく、こんな状じよう況きようを作り出した全てに対する復ふく讐しゆうだった。

　所しよ詮せんはモラルハザードの坩る堝つぼと化した軍隊マフィアの【エルキアド】か。

　現在進行形で頭の線を焼き切りながら、男はゾンビのように歩み続ける。

　未来の潰ついえた人間が、刹せつ那な的てきな暗い喜びだけを求めて動き出す。
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【エルキアド】と【ストリオーナ】が宿屋街で起こした騒そう動どうから一週間が経たった。

　ぶーぶーは大きな籠かごを背負って山の中を散策していた。この籠かご、ぶーぶーが寝ね静しずまっている間に【妖よう精せい】のメリディアーナが一夜にして編み上げたものだったが、ぶーぶーは『朝、目を覚ましたら忽こつ然ぜんと家の中に置いてあった家財道具』を何の疑問も抱いだかずに使っている。

　あらゆるものが自給自足なぶーぶーの一日は、その半分が食材探しで終わる。

　───【巣作り白リス】。

「お前は食べられる」

　───【帝てい王おう毒どくサソリ】。

「お前は食べられない」

　───【お宝守護ウサギ】。

「お前は美味おいしい」

　───【グラウンドスパイダー】。

「お前は食べられるけどすごく苦い」

　───【どデカ一人歩きヒヨコ】。

「お前は大きくなったら食べられる」

　ぽいぽいぽい、と仕分けをしては籠かごの中に獲え物ものを放り込んでいくぶーぶーを眺ながめながら、ベアトリーチェは青い顔をしてガタガタと震ふるえていた。

　……なんというか、先ほどからクレーンゲームの景品系というか、とにかくこう、ふわふわもこもこした生き物だけが籠かごの中へ詰つめ込こまれているような気がするのだ。

「あ、ああ、あああああああああああ……」

「ん？　どうしたベアトリーチェ？？？」

　いいや、分かる、分かるのだ。

　これは自給自足の生の営いとなみ、食べなければぶーぶーが死ぬ。そしてぶーぶーは体が大きくて強大な膂りよ力りよくを振ふるうため、たくさん食べなくてはならないという事も。

　分かっては、いるのだが……!!

『くつくつ』（[image: ←]【巣作り白リス】）

『きゅー、きゅいー』（[image: ←]【お宝守護ウサギ】）

『くえー……』（[image: ←]【陸歩きペンギン】）

『にあ、にあ』（[image: ←]【てのひらライオン】）

『ぴよぴよ……』（[image: ←]【飛べないチキン】）

　つぶらな瞳ひとみの乱らん舞ぶに、ベアトリーチェの罪悪感の線が焼き切れそうになる。なら不細工な生き物であれば良いのかというか、これは巡めぐり巡めぐってぶーぶー批判に連結しそうな気がしないでもないが、とにかくこのぬいぐるみ系を四メートル弱のぶーぶーが手て摑づかみで貪むさぼり食くう情景は絶対にダメだ。ベアトリーチェの世界を支える太い柱がぼっきり折れかねない。

（ごめんなさいぶーぶー!!）

「おっと手が滑すべっもるあァァあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!!!!」

　迫はく真しんの演技と共に腰こしからレイピアに似た【兵へい輝き】を引ひっこ抜ぬき、下からすくい上げるように足あし払ばらいをかける。ぷきー！　という叫さけびと共にうつ伏ぶせに倒たおれ込こんだぶーぶーの背中の籠かごから、ぬいぐるみ系が一いつ斉せいに転がり出ていった。状じよう況きようが分かっていないのか、なおこちらへよちよち歩きで近づいてこようとする丸っこい連中に、ベアトリーチェは【兵へい輝き】を振ふり上あげて威い嚇かくする。とにかく散り散りに逃とう走そうさせる。

　倒たおれたまま顔を上げ、豚ぶた面づらは涙なみだ目めになっていた。

「ひどいぞベアトリーチェ！　ぶーぶーのご飯が逃にげてしまった！」

「いやあソーリーソーリーぶーぶー、持病のエキノホームデゴルフノスイング病の発ほつ作さが出てしまってね。いつもの事だから気にしないで」

「えっ、ベアトリーチェ病気なのか!?」

「あ、いや、ここはマジで受け取る場面じゃないよぶーぶ───」

「ぶーぶーは病気に効く薬の作り方を知ってる。まずは【ねこかわいがりハムスター】の前歯をへし折って……」

「だっ大丈夫よぶーぶー!!　このままじゃ堂どう々どう巡めぐりになるから!!」

「？」

　とはいえ、ぶーぶーも食べなくては死んでしまうため、ベアトリーチェは彼をなだめながら川に釣つりへ出かける事にした。

（……うーん、虫を針に刺さして魚を引っ掛けるのはノープロブレムなのか。我ながら人間という生き物の感性は罪作りよねえ）

　ちなみにグランズニールの釣つり竿ざおにはリールなんてついていないし、合ごう成せい繊せん維いの糸もない。仕組みは相当簡素なので、あまり大物を狙ねらうと糸が切れるか竿さおが折れるので要注意だ。

「ところでぶーぶー、お手伝いの方は進んでいるの？」

「ん、ぶーぶーは【白しろ魔ま女じよ】や【殴おう僧そう侶りよ】の頼みごともちゃんと聞いている」

「そっか、偉えらいねぶーぶー」

「今はみんなのためのお風ふ呂ろを作っているところ。こう、こうして、溝みぞを掘ほって川の水をちょっと脇わきに引っ張って、地面を掘ほって湧わき出でる熱いお湯と混ぜ混ぜすると良いいお風ふ呂ろになる」

「うん？　お風ふ呂ろ……？？？」

「お風ふ呂ろは難しい。前もご飯ができたよってお知らせに言ったら、水浴びしていた【ストリオーナ】にしこたま怒おこられた。あともう少しで殺されるところだった」

「ああん？」

　大層めらっとしているベアトリーチェだったが、ぶーぶーは全く気づいていない。

　だからトドメに燃料どころか気き化か爆ばく弾だんを投下した。

「【白しろ魔ま女じよ】達のお手伝いが終わったら魔ま女じよの媚び薬やくをもらえる。媚び薬やくって何の事かサッパリだけど、ぶーぶーの家にも救急箱があった方が良いいと思う。まずはその第一歩」

「よし分かったまずはあの【白しろ魔ま女じよ】からだ炙あぶり焼やきにしてやる」
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　食料調達が終わり、ベアトリーチェが【魔法】で地図を呼び出して宿屋街の方へ出かけてみると、すっかり街は機能を取とり戻もどしていた。

　あちこち走り回り、わらしべ長者【トレード】で一ひと儲もうけしようとしているメガネのゆるふわお姉さん、【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンを捕つかまえる。

「……ぶーぶーに媚び薬やくとかどういうつもりなの間接的に私を殺したいの……？」

「ひぃあああああああああん!?　ジョーク、ジョークですってベアトリーチェ。大体あれはぶーぶーさんが服用するためではなくあなたの食事にこっそり混ぜ───」

「……、」

「分かりました、分かりましたベアトリーチェ。反省しますからアイアンクローはやめようじゃありませんか……!?」

　ガタガタと震ふるえるフィリニオンは、まるで話題を逸そらすようにこう切り出してきた。

「と、ところでベアトリーチェ、例の壁へき画がの解読が終わったのですけど」

「話して」

　道の端はしに寄って通行人の邪じや魔まにならないようにする二人。

　ベアトリーチェは煉れん瓦がの壁かべに体を預けながら、

「私達の予想していたもので間ま違ちがいなかったの？」

「ええ、グランズニールでは紙に文字を書く文化があまりないようで、象形的な記号には難なん儀ぎしましたけど、大方は合っています」

　いつも通り、ベアトリーチェは幻げん覚かくの【魔法】を呼び出し、虚こ空くうに赤い糸と四角い枠わくを設けて情報整理していった。

【白しろ魔ま女じよ】は何やら指先で自分のメガネのつるをくいくい押し上げながら、

「【イベリコオーク】は祝い事や記念行事の際には木々にお菓か子しや飾かざりを取りつける風習があったようですね、クリスマスツリーみたいに。これは、元々捕とらえた獲え物ものを樹じゆ上じように保管する事で、他の獣けものに横取りされるのを防ぐ癖くせから発展したもののようですけど」

　……やっぱり【イベリコオーク】は正せい式しき名めい称しようなんだな、とベアトリーチェは妙みようなところで感心しながらも、

「はあ、木登りする猛もう獣じゆうなんて普ふ通つうにどこにだっているのに」

「ですから、【亜あ人じん】達の間ではそういう説話も残っているようです。大事な獲え物ものを土中に隠かくした【イベリコオーク】はモグラに盗ぬすまれ、樹じゆ上じように隠かくした【イベリコオーク】は鳥に奪うばわれ、みんなで食べようと言った【イベリコオーク】だけが楽しく食事をできたとか」

「ふーむ。だとすると……」

　ベアトリーチェは虚こ空くうにぶーぶーの葉っぱの家のミニチュアを置き、記き憶おくを頼たよりに周しゆう辺へん環かん境きようを一つ一つ固めていく。

　やがて出てきたのは、小高い丘おかと大きな木だった。ぶーぶーが子供の頃ころから宿屋街のお祭りを眺ながめていた、あの場所だ。

「……一ヵ所、面おも白しろい所があるね。あそこが良いいかもしれないよ」

「何にしても期間は限られていますので、行動に移るならできるだけ早い方がよろしいのでは？」

「そうね」

　ベアトリーチェはフィリニオンというよりは、ここにはいない誰だれかに向けて言い放つように口を開いた。

　情報整理用の【魔法】を消しながら、

「待ってなさい、ぶーぶー」
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「何だ何だ、今夜の晩ばん餐さんはお魚ばかりではないか。飽あーきーるーぞー！」

　テントのような葉っぱの家のすぐ前。焚たき火びを囲んでいる【ストリオーナ】は、パンツも穿はいていない黒いリボンワンピースのまま両足をバタバタさせていた。ちなみに【グラウンドスパイダー】の糸を集めて【妖精】達が作った幻の一品、花飾りが生きているように開閉するという伝説がある。真偽は不明だが、どれだけ彼女が暴れても布ぬの地じが不自然なくらい可か憐れんに守るのでスカートの中は絶対見えない、というのは本当のようだ。

　一方のぶーぶーは、昼間あれだけ文句を言っていた割には、食べられれば何でも良いいようで、

「お魚は良いい……。小さい骨がいっぱいあるのがアレだけど、お肉と違ちがって血ち抜ぬきをしなくても良いし内臓を取る必要もないから楽ちん」

「いやいや胆きもは取れよ！　苦いぞ食べられんぞそんなものー!!」

　文句ばかりの【ストリオーナ】だが、喰くいっぱぐれて空腹を抱かかえ、【ベニテンゴクバナ】の花びらだけもそもそかじって一夜を過ごすよりは、何かガツンとしたものを腹に詰つめておいた方が良いいと考えたのだろう。やがて膨ふくれっ面つらで枝に刺さした川魚を一つ取る。全体的に王様気分な【ストリオーナ】ではあるが、実際に妖よう精せい達の女王で以前は付き人の巫女みこから世話を受けていた身の上なので仕方がないのかもしれない。

「時にぶーぶーよ」

「ん？」

「お前は人間でもないくせに【兵へい輝き】をぶら提さげておるな。それは一体何なのだ？　わしらは【魔法】なんぞ使えんから宝の持もち腐ぐされだろうに」

「これは人間からもらった。ぶーぶーにも正しい使い方は分からないけど、硬かたくて頑がん丈じようだからとても便利」

「ふうむ」

　何しろ二メートルを超える、しかも鉄骨や丸太のように肉厚な金きん属ぞく塊かいだ。感覚としては、鎧よろい兜かぶとを重さで叩たたき潰つぶすトゥハンデッドソードを三つ四つ束ねているのに等しい。ぶーぶーの巨きよ体たいあってこそ片手で振ふり回まわす棍こん棒ぼうのような扱あつかいだが、これを人間が振ふるうとなればどれほどの労苦が必要な事か。【パーセンテージ】系の【魔法】を使って心身の【パラメータ】そのものを増ぞう幅ふくしてしまえば馬車だろうが岩の塊かたまりだろうが持ち上げる事はできるだろうが、わざわざそうする理由も判然としない。

「最近はベアトリーチェにも【兵へい輝き】の事を聞かれた。これ欲ほしいと言われたらぶーぶーは困ってしまう。でもベアトリーチェのお願いなら無下にもできない」

「まあ、その辺は心配あるまい。【兵へい輝き】は使い手各自に最適化されておるから、いきなりぶーぶーの【兵へい輝き】を摑つかんでもベアトリーチェには何もできんのだ。……となると、やはりこれをぶーぶーに渡わたした者の意図が分からんがのう」

「ピンと来なくても、使えるものなら何でも良いい」

「大らかな事で。思考の遊びとは程ほど遠とおいのう、お前も」
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　日を改め、【迷めい宮きゆう】探たん索さくの隙すき間まを縫ぬってベアトリーチェは例の丘おかへとやってきた。例によって【魔法】の地図に頼り切りである。

　大きな木は多数の枝葉を生おい茂しげらせていて、丘おかに佇たたずむ者を陽ひ射ざしから優やさしく守る木こ陰かげを作っている。

　腰こしに手を当て、軽く息を吐はく。

　幻げん覚かくの【魔法】で完成予想パターンを拡張現実ＡＲのように大木へ重ね合わせ、いくつか切り替えつつ、

「……これをくまなく飾かざり付つけるとなると、割と大仕事になりそうね」

「おう、やってるー？」

　背後から、【殴おう僧そう侶りよ】のアルメリナが近づいてきた。ベアトリーチェ達はいつでも同じ【パーティ】で行動している訳でもないが、おそらく彼女も彼女で別の【パーティ】との探たん索さくから帰ってきたところなのだろう。

「具体的にどうするか、方策を考えていたところよ」

「まあでも、紐ひもで縛しばるしかなくない？　ぶっちゃけ針金の方が簡単なんだろうけどさ、どんちゃん騒さわぎのために木を傷つけたっていうのも後味が悪くなるだろうし」

「うん、結局はクリスマスツリーかな」

「そゆこと」

　アルメリナと二人で、必要なものをリストアップしていく。飾かざりといっても大おお仰ぎような貴金属である必要はない。木を削けずったものに絵えの具ぐなどで着色したものでも構わない。ぶーぶーならむしろお菓か子し系けいを増やした方が喜ぶだろうし。あとは高所で作業するので梯子はしごが必要か。宿屋街の方で適当なものが見つからなければ、自力で組み立てる必要があるかもしれない。

「しっかし【イベリコオーク】ってのは、こういうのはやらないのかね。うちらの世界じゃどこの国に行っても似たようなものがあるから、てっきり一定以上の知性があれば誰だれでも思いつく程度かと考えていたのに」

「ぶーぶーはそもそも月日の概がい念ねんをあまり詳くわしく知らないみたい。まあ私達も、グランズニールが一四の月と二五の日で区切られると理解したのは随ずい分ぶん遅おくれての事だった気もするけど」

「それは【迷めい宮きゆう】に飛び込むだけなら必要ない事だからじゃん」

「ぶーぶーだって同じでしょ。獲え物ものを捕とらえて日々生活するだけなら、数字で区切る必要はないし。季節の概がい念ねんがあれば十分よね」

「そうかあ？　だって絶対いるだろ月日の概がい念ねんって。だって星ほし占うらないとか、恋こい人びと同どう士しの相あい性しようとか、今日のラッキーカラーとかオススメスポットとか───ハッ!?」

「……、アルメリナって、やっぱり意外と……」

「ま、まあともかくだっ！」

　うっかり乙女おとめ全開でやっちまったアルメリナは顔を真っ赤にすると慌あわてたように手を振ふりながら、

「何にしても、あの【兵へい輝き】があって良かったな。あれの製造年月日と譲じよう渡と日にち時じがなかったら完全に詰つんでた。【イベリコオーク】は手の指し紋もんで大体の年ねん齢れいが分かるって言われているけど、流石さすがに正確な月日までは解読できないだろうし」

「そうね」

　ベアトリーチェも軽く息を吐はいて頷うなずいた。

　丸太や鉄骨のように太い得物の根元辺りにあった、イベリコ！　の傷を思い出しながら、

「あれが誕生日のプレゼントじゃなかったら、今こうして私達がぶーぶーを祝ってあげるきっかけもなかったのかもしれないし」
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『ぶーぶーの誕生日はいつなの？』

　かつて、ぶーぶーがまだぬいぐるみのように可愛かわいらしかった頃ころ、ベアトリーチェはこんな風に尋たずねた事がある。

　対して、ぶーぶーは小さな頭を傾かしげただけだった。

『誕生日って何だ？』

『自分が生まれてきた日の事だよ、ぶーぶー』

『……ぶーぶーはそんな昔の事は覚えていない。人間はみんな覚えているのか？』

『うーん』

　特に感情のニュアンスを乗せず、不思議そうな顔のまま返されて、思わずベアトリーチェは唸うなってしまったものだった。

　ひょっとしたら種族全体として誕生日というものに固こ執しつしていないのかもしれない。そもそも誕生日の持つ特別性は社会システムの中に年功序列という概がい念ねんが組み込まれ、年代別に『歳とし相そう応おうの言動』なるものが設定された場合に限る。例えば徹てつ底ていした実力主義で序列が決まる場合などはこうした年ねん齢れいの特別性は必要なくなるから、関連して誕生日の概がい念ねんも希き薄はくになってしまう……という事も、まあ、ありえなくもないのかも。

『ベアトリーチェは誕生日って知ってるのか？』

『九月一五日よ。……と言っても、グランズニールとは一年の周期が違ちがうからあまり意味はないかもね』

『？』

　ぶーぶーはキョトンとした後に、

『誕生日が分かると何ができる？』

『うん、一年に一度だけ、主役になれるんだよ。ケーキを食べて、ご馳ち走そうを並べて、みんなからプレゼントをもらって、そなたが生まれてきて良かったと祝う日なの。誕生日というのは、そういう誰だれもが持っている特別な一日の事なのよ』

『そうか』

　呟つぶやいたぶーぶーは、やはりいまいち理解できていないのだろう。

　特に含ふくみを持たさずに、彼は当たり前のようにこう返していた。

『でもぶーぶーにはちょっと無理だと思う。誕生日を知る人は誰だれもいないし』
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【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンと【殴おう僧そう侶りよ】アルメリナの手を借りて、ベアトリーチェは丘おかの上に立つ木へ少しずつ飾かざり付つけを施ほどこしていった。

　ここ最近は何かと【ストリオーナ】のヤツがお使いを頼たのんでいるから、ぶーぶーはこの辺りには近づいていないはずだ。

　地面で梯子はしごを支えているフィリニオンが、頭上のベアトリーチェに向けて発破をかける。

「あと三日しかないんですからー、さっさと準備を終えないと徹てつ夜やになっちゃいますよー」

「分かってるよ。お菓か子し系けいは当日に取り付けるしかないとして、ここだけはきちんと事前に終わらせておかないとね」

「うほほーい！　つーか下から見上げるとミニスカの中がすごい事になってるぞ【剣つるぎ聖せい女じよ】……がぶあ!?」

「おっと手が滑すべって【兵へい輝き】を落っことしちゃったか。ソーリー」

　そんなこんなもありつつも、作業自体は滞とどこおりなく進んでいく。

　ここ最近は晴天続きで雨に悩なやまされる事もない。【ストリオーナ】辺りが睨にらみを利きかせているのか、【ブレイクニュース】が突とつ発ぱつ的に現れて天変地異を撒まき散ちらす事もない。

「それはそうとベアトリーチェ、これとは別にプレゼントは用意しているんだろうね」

「よしなさいよアルメリナ。こういう時は裸はだかに真っ赤なリボンを巻いて『私がプレゼント☆』に決まって……あごあ!?」

「悪い鞘さやも落っことしちゃった。拾っておいてね」

　もちろんきちんと用意してある。そしてもちろん素すっ裸ぱだかにリボンなどという体を張ったものでもない。『二つの世界の間で物品をやり取りするのは基本的に不可能』という関係上、グランズニールでプレゼントをキープしておくには宿屋街の金庫番のガートルード辺りを相手に物々交換で余計な出費をかけなくてはならないのだが、それも痛くはなかった。

「あと三日、か」

【魔法】習得のため【経験値】を求め、躍やつ起きになって【迷めい宮きゆう】に潜もぐっている宿屋街の連中が見たら呆あきれ果はてるかもしれない。

　だが、こんなものにも、こんなものだからこその意味がある。

　世界を変えるか、あるいは変えないか。

　行いき詰づまった技術に特大のブレイクスルーをもたらす【ピース】を巡めぐる攻こう防ぼうとはまた違ちがった、ほんのささやかだけれど大切な意味が。
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　頭の中はほとんど空っぽだった。

　知識や技術はぎっしり詰つまっていても、それを能動的に扱あつかうための知性や思考、もっと言えば性格や人格といったもの全ぜん般ぱんが希き釈しやくされ、散り散りになっていた。

【エルキアド】の指揮官だった、金髪に無精ヒゲのその男。

「……、ぁ……」

　徹てつ底てい的てきな敗北の傷、【ストリオーナ】の赤き狂きよう熱ねつの砂すな嵐あらし、そして限界を超えた長ちよう期き滞たい在ざいによる体内時計を中心としたシグナルの崩ほう壊かい。いくつもの条件が重なり、その男はすでに自分の名前を思い出すのも難しい状じよう況きように陥おちいっていた。

　しかし。

　だからこそ、なのか。

　唯ゆい一いつ残っていたその『方向性』だけは決して消える事はない。【ギルド】の皮を被った某ぼう国こくの正規軍、その時代にかき集めたグランズニールに関するデータを総動員し、その『方向性』に見合う材料をふらりと揃そろえていく。

　復ふく讐しゆうする。

　せめて一いつ矢し報むくいる。

　部隊は壊かい滅めつした。他のメンバー達はあれから見ていないが、狂くるえる砂すな嵐あらしに心を破は壊かいされたか、無事だった者も吞のん気きに元の世界へ助けを求め、帰き還かんした直後に捕ほ縛ばくされてそのまま粛しゆく清せいされただろう。

　だがそんなものは、【エルキアド】の指揮官にとってさしたる意味は持たない。

　戦争とは盤ばんで、兵士とは駒こまだ。そしてどんなに優すぐれたチェスプレイヤーでも、たった一つの駒こまも失わずにゲームを終わらせる事はできない。つまり優すぐれた部下をコレクションの感覚で揃そろえているようでは、そもそも戦いを始められない。消しよう耗もう、損そん耗もう、その程度で心を砕くだいてしまうようでは話にならない。

　だから、指揮官が憤いきどおっているのはそこではなかった。

　使えない駒こまなどいくらでも潰つぶれれば良い。指示に従わない駒こまなどこちらから盤ばんから弾はじき落おとす。

　彼の頭の芯しんで焼けているのはただ一つ。




　あんな知性の欠片かけらも感じられない【イベリコオーク】相手に、盤ばんを乱された。




　先ほども言った通り、戦争とは盤ばんで、兵士とは駒こまだ。指揮官は必要なものを全て揃そろえて万ばん全ぜんの態勢で思考を回して勝負を挑いどんだのに、相手はそれを力ちから技わざで踏ふみ倒たおした。こんなのは最低の反則だ。最悪のイカサマでスコアを潰つぶされ、こうして地を這はっている。これは思考と思考をぶつける論理的なゲームのはずだったのに、そもそも相手は頭を使う事すらしないで勝利をもぎ取っていったのだ。

　この屈くつ辱じよくは、雪すすぐ。

　あらゆる手段を講じてでも。

「……、ぁ……あ」

【エルキアド】は正規軍だ。そして彼らが派は遣けんされた先でまず最初に行うのは、盤ばん上じように何があるか、という基き礎そ調ちよう査さである。そこはどんな場所で、どんな地形で、どんな気候で、どんな危険な動植物がいて、どんな人間が住んでいて、どんな思おも惑わくが絡からみ合あっているか。たとえ活動地域がグランズニールだろうが、その基本は変わらない。

　だから、【エルキアド】の指揮官はきちんと把は握あくしていた。

　このグランズニールを取り巻く情じよう勢せいの中で最も留意すべきそれ。魂たましいを持つ逆説と呼ばれるモノ。雨雲を引き連れる一〇〇〇メートル級の【ドラゴン】や赤き狂きよう熱ねつの砂すな嵐あらしを生む妖よう精せい達の女王と肩かたを並べるその超上位存在。

【ブレイクニュース】には、様々なものがある。

　自己の意志を持つ者、持たない者。人語を解かいする者、解かいさない者。人に似た形をしている者、していない者。人に味方をする者、しない者。

　まさしく十人十色。何かの枠わくにカテゴリするのではなく、各個に特別な枠わくを設けよと言わんばかりのバリエーションの宝庫。

　そんな、自じ儘ままに伸のびる頂点達の一角。

　鋭するどい岩山のてっぺんに立つ一ひと振ふりの剣けん。ガラスや水すい晶しようのように透とう明めいな両刃の得物。いいや無む機き物ぶつから積み重ねていったバケモノへと、【エルキアド】の男はゆらりと近づいていく。




　かの者は【ブレイクニュース】が一角、【ローレライ】。

　それは手にした者へ無限の力を与える代わり、持ち主はもちろん圧あつ倒とう的てきな暴ぼう威いと恐きよう怖ふによって周辺一帯へ集団ヒステリーにも似た破は滅めつを促うながす魔ま性しようの刃やいばなり。




　　　　　９




　約束の日がやってきた。

　ぶーぶーを連れていくのはそう難しい事ではない。というよりも、元々あの丘おかはぶーぶーのお気に入りの場所だったのだ。【ストリオーナ】がわざとらしいお使いクエストの連発をやめれば、黙だまっていたってぶーぶーはあの丘おかへ向かうだろう。

「ん？　どうしたベアトリーチェ」

「何でもないよ」

「ベアトリーチェがそわそわしている」

「なっ、何でもないったら！」

　そんなこんなのやり取りを交かわしながら、ベアトリーチェとぶーぶーの二人は森の中を歩いていく。

「ベアトリーチェは何でいつも地図ばかり見てる？」

「いや……何でだろうね？　もはや隣となり近きん所じよの感覚のはずなんだけど、どうもこれがないと落ち着かなくて」

　今日も天気は快晴だった。

【ピース】の応おう酬しゆうで簡単に歪ゆがんでしまう元の世界と違ちがい、グランズニールは時間の流れが穏おだやかだ。もちろん景色の変化が全くないという訳ではないが、どこか河原の石がゆっくりと丸くなっていくような、心地ここちの良いい速度を保っているような気がするのだ。

（それを言ったら、一番変化があったのは私達かもね）

　四メートル近い巨きよ軀くの隣となりで、ベアトリーチェはそっと笑う。

　初めて会った時、ぶーぶーはぬいぐるみのように小さく、抱だき寄せればぷきーと鳴く可愛かわいらしいヤツだった。泣き虫で、木の根に足を引っ掛けて転んだだけで涙なみだを見せるヤツだった。

　数年を経て再会した時には確かに驚おどろかされたが、根っこの部分はそう変わらない。当たり前の事に驚おどろき、当たり前の事に疑問を持ち、当たり前の事で行動する。そんなベアトリーチェの友人がそこにいた。

　変化はあった。

　だけど、その冠かんむりに『悪くない』とつけられるのは、【ピース】とブレイクスルーに翻ほん弄ろうされる世界の住人からすれば、本当に奇き跡せきのようなものだと思う。

「ベアトリーチェ。ぶーぶーは今日、【バケツダチョウの大卵】を狙ねらおうと思っている。前みたいに邪じや魔ましちゃダメだぞ」

「ふふっふ。そんな事を言っていて良いのかな、ぶーぶー？」

「うん？」

「すぐに分かるさ。こっちよぶーぶー」

　いつもの道を、いつものように歩いていく。

　森が開き、緩ゆるやかな山の斜しや面めんにある例の小高い丘おかが見えてくる。

「？」

　最初、ぶーぶーはそれが何なのか把は握あくできなかったらしい。

　丘おかの上にある大きな木には、赤、青、黄、色とりどりに着色された飾かざりがくくりつけられていた。それとは別に様々な焼き菓か子しや砂さ糖とう菓が子しなども包みに入れたまま固定されている。キラキラと輝く大木の下には、熱帯にあるような大きな葉を幾いく重えにも重ねて織った、緑色のレジャーシートのようなものが敷しかれていた。置かれた大皿の上にはぶーぶーが喜びそうな肉や魚の料理がたくさん盛りつけられている。

【白しろ魔ま女じよ】のフィリニオン、【殴おう僧そう侶りよ】のアルメリナ、そして妖よう精せい達の女王と呼ばれる【ストリオーナ】もすでに揃そろっていた。大木のてっぺんでキラキラ輝いているのは【妖よう精せい】のメリディアーナか。

　別に、得体のしれない魔ま法ほう離り殿でんで行う悪あく趣しゆ味みな晩ばん餐さん会かいほどのきらびやかさはない。

　値札以外に何の価値があるかも分からない貴金属が乱らん舞ぶしている訳でもない。

「ハッピーバースデー、ぶーぶー」

　隣となりに立ち、ベアトリーチェは静かに語りかけた。

「文ぶん献けんが少ないから苦労させられたけど、できるだけ【イベリコオーク】の様式に沿ってみたの。気に入ってもらえると嬉うれしいんだけど」

「……ぶーぶーの？」

　やがて、ようやく気づいたように、ぶーぶーは声を出した。

「これはぶーぶーのためのものなのか？」

「そうだよ。そなたが生まれてきてくれて良かったと、そう祝うための一日なの。だから遠えん慮りよはしないでぶーぶー、今日はそなたが主役なんだからね」

「……、」

　しばらく、ぶーぶーは黙だまって立たち尽つくしていた。

　みんなに怖こわがられるから一人で良いいと言って、友達を助けるためならみんなに嫌きらわれてでも助けに行くと有言実行して。皆みなに拒きよ絶ぜつされるのが『当たり前』だなどと考えていたぶーぶーは、この光景をどんな風に受け止めていたか。
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　もう二度と、あんな事は言わせない。

　そのために心の柱が必要なら、喜んで用意しよう。

「ほら。始めよう、ぶーぶー。難しいのは抜ぬき、ぶーぶーは思い切り楽しめば良いんだからね」

　ベアトリーチェは笑って、ぶーぶーの手を摑つかんだ。

　そのままみんなの輪の中へ、ゆっくりと優やさしく誘いざなっていく。

　全てが眩まばゆい光の中へと融ゆう解かいしていく。

　その。

　一いつ瞬しゆん前の出来事だった。




　ドォ!!　と。暴風が吹ふき荒あれた。




　恐おそるべき風は、溶とけたガラスのような赤せき熱ねつを伴ともなっていた。

　瞬しゆん間かん、ベアトリーチェは自分の身に何が起きたのかも理解できていなかった。ただ迫せまりくる危機感を前に反射的にレイピア状の【兵へい輝き】を鞘さやから引ひき抜ぬいていたが、【魔法】を起動するだけの時間も用意されていなかった。

　腕うでが軋きしむほどの衝しよう撃げきを受け、オレンジ色の火花が飛び散る。

　半ば以上本気でのけ反らされ、バランスを大きく崩くずしたベアトリーチェに、さらなる赤せき熱ねつの風が襲おそいかかる。

　その風は、人の形をしていた。

　ようやくここにきて、ベアトリーチェは叫さけぶ。

「【エルキアド】……!?」

　笑う男の両りよう腕うでが振ふり回まわされ、横よこ薙なぎの一いち撃げきに胴どう体たいを狙ねらわれる。【魔法】の起動は間に合うか、照準設定は追い着くか。高速で思考を回すベアトリーチェの横で、巨きよ大だいな影かげが動いた。

　ぶーぶー。

　ゴッッッ!!!!!!　と、空気の塊かたまりがまとめて圧あつ搾さくされた。

【エルキアド】の男が赤せき熱ねつの暴風であれば、ぶーぶーの脚あしはその空気を止める巨きよ大だいな壁かべだった。手にしたガラスの刃やいばの軌き道どうを急激に変えて防ぼう御ぎよに回った【エルキアド】を、その剣けんごとまとめて砲ほう弾だんのように蹴けり出す。

　爆ばく音おんが炸さく裂れつし、人体が地面を抉えぐるように着ちやく弾だんした。

　しかし金髪に無精ヒゲの男はそこに留とどまらない。ダメージを軽減するため、自ら転がるような格かつ好こうで二回、三回とさらにバウンドしていく。

　そこはもう大きな葉を織った緑色のレジャーシートの上。

　この日のためにみんなで用意した大皿の料理を蹴け散ちらし、男は完全に衝しよう撃げきを殺す。遠く離はなれたその場所で、【兵へい輝き】ともまた違ちがう禍まが々まがしい刃やいばを構え直す。形が不定形の鞭むちから一ひと振ふりの剣けんに変わると、赤せき熱ねつはなりを潜ひそめて透とう明めいな刃やいばへ変じる。

「あは」

　人語など、とうの昔に捨てた笑えみを浮うかべて。

　ただ苦痛と悲劇だけを求めている事だけを顔中どころか全身で伝えながら。

「あははははは!!　はははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは!!」

　哄こう笑しようと共に、再び剣けんの形が変じた。

　オレンジ色に輝かがやき、溶とけた飴あめのように伸のびた長大な刃やいばが空中で踊おどり狂くるい、男を中心とした鞭むちの竜たつ巻まきを生み出す。丘おかの土を抉えぐり、レジャーシートを裂さき、飾かざり付つけられた大木の枝々を切り落とし、その刃やいばが【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンや【殴おう僧そう侶りよ】アルメリナにまで伸のびようとしたところで、鋭するどい横よこ槍やりが入った。

　武器や【魔法】をかち合わせるのとは違ちがう。

　徒と手しゆ空くう拳けん。いっそ幼いとまで言えそうな柔やわらかい掌てのひらが、パパン!!　と真横から刃やいばを叩たたいて軌き道どうを逸そらしたのだ。

「こやつ……よほど死にたいらしいのう……!!」

　妖よう精せい達の女王【ストリオーナ】が、目の前の惨さん状じようを眺ながめて獰どう猛もうに歯を剝むいた。

　だが、【エルキアド】の男は意に介かいさなかった。

　あの【ブレイクニュース】の一角、一〇〇〇メートル級の【ドラゴン】を末席などと言って憚はばからないほどの存在を前にして、なお。

　何故なぜならば、

「こちらも同じ【ブレイクニュース】」

　ヒィウン、と風の唸うなる音と共に、不定形の得物は元の剣けんへ戻もどる。

　オレンジ色の赤熱から、透とう明めいで涼すずやかな刃やいばに。

　その整った切っ先を向けながら、【エルキアド】は歪ゆがんだ笑えみを浮かべる。

「銘めいを【ローレライ】。これが今の俺おれの力だ、俺おれが【ブレイクニュース】だ。だから臆おくすると思うなよ、【ストリオーナ】。最初からお前など、俺おれの目的ではない。お前はただのハードルに過ぎん」

　ピッ、と赤い色しき彩さいが一いつ滴てき、溢あふれた。

　妖よう精せい達の女王の、その右手の人差し指。指の腹をわずかに切るように、小さな傷ができていた。

「一度だけ言う、どけ、【ストリオーナ】」

　透すき通とおる刃やいばが赤せき熱ねつする。

　キリキリキリキリ、と【ローレライ】がねじれてドリルのように変じていく。

「どこうがどくまいが、結果は何も変わらないがな」

　そしてガラスの刃やいばが爆ばく発はつした。

　再びの竜たつ巻まき。土が抉えぐれ、空気を引ひき裂さき、ついには丘おかの上にあった大木そのものを切きり倒たおした。それら全てを吞のみ込こむ破は壊かいの奔ほん流りゆうが、ぶーぶーとベアトリーチェ目がけて距きよ離りさえ無視して襲おそいかかる。

　間近の危機を視し認にんしながら、しかし不注意にもベアトリーチェは全く別の事を考えていた。

　この、惨さん状じよう。

　ぶーぶーを迎むかえるために用意した料理の数々は踏ふみにじられ、レジャーシートもズタズタに切きり裂さかれた。【白しろ魔ま女じよ】や【殴おう僧そう侶りよ】といった出席者まで命を狙ねらわれ、【ストリオーナ】は実際に血を流した。【イベリコオーク】の様式を一から調べて、できるだけ彼らの方法に近い形で祝ってあげようと頑がん張ばって飾かざり付つけた大木は、根元から切り飛ばされた。ぶーぶーが小さな頃ころから思い出の場所だった風景そのものが、メチャクチャにされてしまった。

　そなたが生まれてくれて、良かった。

　それを祝おうとする気持ちそのものに、唾つばを吐はきかける形で。




　時間なんて、とっくの昔に止まっていた。




　ぶーぶーが、一体何をした。

　せっかくの誕生日に、ひょっとしたら初めて祝ってもらえるかもしれなかったのに、ここまでの事をされなくてはならない理由があったのか。

　確かに【エルキアド】とは敵対した。

　だけど元々【エルキアド】に正義はあったのか。決着がついた後に話を蒸むし返かえして、何かが好転する事なんてあったのか。結局は、ただの私し怨えんなのか。私し怨えんで全てを台無しにして良いのなら、そういう理り屈くつを回してここまでの事がやれるのならば。

　自分が同じ目に遭あっても。

　文句はないはずだよな……？




　いっそもどかしいほど緩かん慢まんに、レイピア状の【兵へい輝き】を構え直す。




　手加減を考えるのは、やめよう。

　相手の用意したレギュレーションに合わせよう。

　あらゆる雑念を捨てて、自分の命が危機に瀕ひんしている事実も一度忘れて、ひたりと標的を見み据すえよう。音の消えた世界で必要な【魔法】を選せん択たくし、時の失うせた空間で照準設定を完かん了りようさせる。小指の先から順番に人差し指まで、締しめに親指を意識し、力を込めて、全ての準備を終えよう。

　死んだらごめん。

　だけどこれは、そちらが自分のこめかみに当てた銃じゆうの引き金を引いただけの事。




　そして【魔法】を解き放つ。




　世界から音が戻もどり、時の流れを思い出した。

　直後に大だい音おん響きようが炸さく裂れつした。

　ドゴァッッッ!!!!!!　と、オレンジ色の爆ばく炎えんが間近に迫せまった赤せき熱ねつの竜たつ巻まきを、それこそガラスか何かのように粉々に砕くだいていく。のみならず、空気を焼やき払はらって一直線に突き進む爆ばく熱ねつの塊かたまりはそのまま【エルキアド】の男を狙ねらう。とっさに男は【ローレライ】を構えようとしたようだが、すでにその刃やいばは余さず散って、柄つかしか残っていなかった。

　ゴムボールのように、男の体が跳はねた。

　今度は衝しよう撃げきを殺すような意図はない。ただ翻ほん弄ろうされるままに中で手足を振ふり回まわし、地面に着ちやく弾だんし、それでも許さずに二度、三度と叩たたきつけて大地を抉えぐり取とる。

「おいおい……相手は【ブレイクニュース】の使い手とかって話じゃなかったのか？」

【殴おう僧そう侶りよ】アルメリナが、呆あつ気けに取られたように呟つぶやいていた。

「かの【ローレライ】という話だったろう」

　ぐりぐりと自分のこめかみに指を押し付け、片目を瞑つぶって【ストリオーナ】はそう答えた。

「ヤツがわしと同じ【ブレイクニュース】の一角であるのは事実、相応の力を持つのも同じく。……だが【ローレライ】は無限の武力を与あたえる代わりに、その想おもいを砕くだく。一通り理想さいきようを叶かなえた上で、後になってから図面こころの矛む盾じゆんを指し摘てきして、目の前で全てを取り上げる。【ローレライ】を御ぎよするには『一いつ片ぺんの曇くもりもない完全なる最強の理論』を構築するしかないが、億通りでも兆通りでもある世界の可能性全てに対応したパーフェクトな理論つよさなど存在せん。魚に足をつけて羽を生やせば全方位対応か？　陸海空、どこからも弾はじかれた哀あわれな生き物が転がるだけだろう」

「と、いうか……」

　恐おそる恐おそるといった調子で、【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンはゆっくりと視線を投げた。

　無残に散らばった料理の方でもない。切きり倒たおされた大木の方でもない。【ローレライ】に翻ほん弄ろうされて薙なぎ倒たおされた【エルキアド】の男でもない。

　赤き【剣つるぎ聖せい女じよ】、ベアトリーチェの方を。

「小難しい話は後にして、とにかく彼女を止めないとまずくありません……？　力が本物だろうが偽にせ物ものだろうが、今もあろうがなかろうが、問答無用で殺しにかかる雰ふん囲い気きですよ!?」

　一歩、ベアトリーチェは皆みなの前で先へ踏ふみ出だした。

【内燃インターナル】。

　ッッッドン!!　と、背中で円陣と力ある文字が躍った直後に【魔法】が起動し、ベアトリーチェが消える。背の陣からオレンジ色の炎ほのおの翼つばさのようなものを噴ふん出しゆつした彼女の小こ柄がらな体が地面すれすれを流星のようにかっ飛ぶ。【白しろ魔ま女じよ】フィリニオン、【殴おう僧そう侶りよ】アルメリナ、そして妖よう精せい達の女王【ストリオーナ】。全ての間を突つき抜ぬけ、誰だれにも囚とらわれず、ただでさえ地面に伏ふくしている【エルキアド】の男の上へと飛びかかる。踵かかとで胸むな板いたを踏ふみつける。

　そのまま、旅りよ客かく機きの不時着のように地面を一直線に抉えぐり取とる。

「がっ、ごえあっ!!　あがぐばげるえェェェえええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ!!!!!!」

　数十、いや数百メートル。

　人間サーフィンがようやく終わったその時、男は見た。

　のしかかる【剣つるぎ聖せい女じよ】が、その【兵へい輝き】を鈍どん器きのように振ふり上あげている事に。【魔法】の起動には明らかに必要のないアクション。それは、痛みを感じる間もなく殺す事など許さず、手首に血肉を潰つぶす感かん触しよくを返して仕留めると言わんばかりの明確なサイン。

　フィリニオンも、アルメリナも、【ストリオーナ】も取り残された。掌てのひらサイズの【妖よう精せい】メリディアーナは言わずもがな。誰だれにも止められるはずはなかった。

　だから。

　それ以外、唯ゆい一いつできる者が動くのもまた、道理だったのかもしれない。




　背後から、ベアトリーチェの振ふり上あげた【兵へい輝き】を摑つかむ別の手があった。

　ぶーぶーの大き過ぎる手が、レイピア状の刃やいばを握にぎり込こむように押さえ付けていた。




「……、」

　最初。

　ベアトリーチェは純じゆん粋すいに自分の行動を妨ぼう害がいされ、苛いら立だったように振ふり返かえった。そして妨ぼう害がい者しやがぶーぶーであるのに気づくと顔全体で驚おどろき、それからその表情をくしゃくしゃに歪ゆがめた。

「もう良いい、ベアトリーチェ」

「どうして……」

「ぶーぶーはもうこんなの見たくない」

「どうしてなの!!」

　雷かみなりでも落ちたかのように、ベアトリーチェは叫さけんでいた。

「ぶーぶーが我が慢まんする必要なんか何もないでしょ。【エルキアド】は勝手にグランズニールへやってきて、勝手に暴れて、勝手に本来の住人のぶーぶーに叩たたかれた。それだけの事だったのに、複雑にぐるぐる考えてこいつは逆さか恨うらみの復ふく讐しゆうにやってきたのよ！　せっかくの誕生日だったの。今日はぶーぶーが主役になれる特別な一日だったんだよ、そなたが生まれてきて良かったとみんなで祝うはずだったのに!!」

「……、」

「それなのにこいつは全てを踏ふみにじったの。誕生日の会場も、特別な一日も、ぶーぶーの思い出の場所も、何もかも！　知っていたかどうかなんて関係ない、そもそも王様感情全開で自分がグランズニールにお邪じや魔ましている事さえ自覚のないようなヤツに遠えん慮りよする必要なんか一つもないでしょ！　ぶーぶーは悔くやしくないの……？　何年も何年も、ここから麓ふもとの宿屋街のお祭りに憧あこがれて、一人でじっと眺ながめていたでしょ。その風景を根こそぎ奪うばわれたのよ!!」

「くひ」

　だが、聞きたかった返事の代わりに飛んできたのは、雑音だった。

　組くみ伏ふせ、ボロボロにした男の口から気持ちの悪いノイズが溢あふれていた。

「……は、はは。何を言っているんだ。何かと思えば、本当に何を言っているんだ……？　お祭り、憧あこがれていた、一人でじっと眺ながめていた？　マジかよ、こんなのってアリなのか」

「何を、言っているの……？」

　聞き返すべきではなかったのかもしれない。

【エルキアド】の男の目的は、ぶーぶーとベアトリーチェに対する復ふく讐しゆうだ。徹てつ頭とう徹てつ尾びそれに尽つくしているのなら、その口から出てくる雑音は例外なく二人の心を抉えぐるものに決まっていた。

「人間がグランズニールに来るのは、基本的に【魔法】を揃そろえて【ピース】を形作るためだ。人間社会の技術にブレイクスルーをもたらすためのな。だから、本当はお祭りだのパレードだの、そんな無む駄だな事にコストは割さかない。そういうのをやるとしたら、自然と【迷めい宮きゆう】探たん索さくに関連付けられたものに限ってくる。……例えば、道を塞ふさぐ強敵を倒たおした時とかな」

　一刻も早く、その口を塞ふさぐべきだったのだ。

　殴なぐって潰つぶして黙だまらせて、それで終わりにしてしまうべきだったのだ。

　だが誤った。

　ベアトリーチェは、うっかり先を促うながしてしまった。




「だからさ、そこのバケモノが憧れていたお祭りってのはよ、豚面の集落襲って全滅させた記念のものだったんじゃないのか？」
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　世界が。

　ぐるりと入いれ替かわった。
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　ベアトリーチェは、頭の中が真っ白に弾はじけていた。

　どうして一秒前にこいつを殺しておかなかったのかと、己おのれに後こう悔かいしていた。

「……、」

　だけど、冷静になってみればおかしいではないか。

　ぶーぶーの家族はどこにいたのだ。ぶーぶーの友達はどこにいたのだ。ぶーぶーと同じ【イベリコオーク】を全く見かけなかったのはどうしてだ？

　グランズニールは人間の足でも三日も歩けば一周できてしまう小さな島だ。そしてぶーぶーは、無限に広がる【迷めい宮きゆう】には恐おそろしいから近づかないと言っていた。同じ価値観を持つ【イベリコオーク】がグランズニールに集落を持つのなら、彼らもまた広こう大だい極きわまる【迷めい宮きゆう】の中には入らない。小さな島のどこかで暮らしているのなら、どこかですれ違ちがっていてもおかしくない。

　なのに。

　まるで取り残されたように、ぶーぶーだけが佇たたずんでいた本当の理由は……？

「ああ、そうだ、ああ、思い出したよ」

【エルキアド】の男は、口から血を垂らしながらも、笑いながら続けていた。

　ぶーぶーが腰こしから提さげた、規格外の【兵へい輝き】へ視線を投げながら。

「……昔、そんなのを使っていたヤツもいたっけな。ははっ、どこかの誰だれかからもらって大切に抱かかえていたのか？　お前が命を預けていた武器はな、お前の家族や仲間の血を腹いっぱいにすすってきた仇かたきの得物なんだよ、馬ば鹿かが!!」

　思い出が。

　ぶーぶーの内側を形作っていたものが、瓦が解かいしていく。

「【エルキアド】が立ち上がって間もない頃ころは、外からガイドみたいなスタッフも雇やとっていてな。そいつの得物だ、間ま違ちがいない。【イベリコオーク】の集落潰つぶした後ふらりと消えてしまったが、大方、罪の意識でも放り捨てるためにお前に得物を渡わたして立ち去ったんだろ。あはは、惜おしかったな。その時点で正体に気づいていれば、お仲間と一緒に殺してもらえたかもしれなかったのに！」

「どうして、よ……？」

　掠かすれる声で、ベアトリーチェは尋たずねていた。

「どうしてそんな事をしたの！　【亜あ人じん】の【イベリコオーク】は【迷めい宮きゆう】の中を徘はい徊かいしている命を持たない【ギミック】とは違ちがうでしょ。大型の【トラップ】と連動して動力を与あたえる【ブレイクニュース】とも違ちがって、探たん索さくの邪じや魔まになる訳でもないのに。なのにどうして殺したの!?」

「知るかよ、当時の指揮官は俺おれじゃない。まあ、集落自体が【迷めい宮きゆう】の出入口の近くにあったのも問題だし、ヤツらは【迷めい宮きゆう】は恐おそろしい所だとか言ってたびたび人の出入りを邪じや魔ましてきやがったからな。それもあったんだろうが……きっと、根本的な問題はそこじゃない」

　言って。

　べろりと舌を出して。

【エルキアド】の男は、優やさしい心へ本当にトドメを刺さした。




「ハッ！　異世界の豚ぶた面づらを皆みな殺ごろしにした理由なんて何か必要なのか、いちいちマジになりやがって。んー、えーと、何だったかな。顔がキモチワルカッタとかだっけか？　やられ役を横にどけた時に何考えていたかなんて覚えてないけど」




　………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………。

　意識が、空白に塗ぬり潰つぶされた。

　重力の概がい念ねんさえ消失した奇き妙みような浮ふ遊ゆう感かんに囚とらわれたまま、ベアトリーチェはぼんやりと思いを馳はせていた。

　今日は、何の日だった？

　そなたが生まれてくれて、良かった。

　どうしてそんな事を、不ふ遜そんにも人間の手てで叶かなえてやれるなどと思い上がった？　人間は自分の目的のためにグランズニールを勝手に踏ふみ荒あらしている、彼ら【亜あ人じん】から見れば邪じや悪あくな侵しん略りやく者しやでしかないのに。

　そうして散り散りになった心が再びピントを合わせた時、ベアトリーチェは凄すさまじい大だい音おん響きようを耳にした。最初、単純にその大きさに顔をしかめ、そしてその正体を知ってから、彼女の心は引ひき裂さかれた。




　ぶーぶーは、泣いていた。

　それこそ小さな子供のように、天を仰あおいで力の限りに泣いていた。




　それはそうだろう。思い出の場所も、お祭りを眺ながめていた記き憶おくも、一番頼りにしていた特大サイズの【兵へい輝き】も、その心を支えていた何もかもを砕くだかれた。理性も知性もかなぐり捨てたって構わないだろう。

　そうして後には、【サウザンドドラゴン】と対たい峙じし【エルキアド】という組織集団を壊かい滅めつさせた、あの凶きよう暴ぼう極きわまる力だけが残るのだろう。

「ああ……」

　私はきっとここで死ぬ。

　ベアトリーチェは静かにそう思った。

　だって、これはもう仕方がない。自分達人間はぶーぶーの本当の家族や友人を殺さつ戮りくして、何食わぬ顔で善や正義の皮を被って、誕生日だの何だの片腹痛い茶番劇でさんざんぶーぶーを持ち上げて持ち上げて持ち上げて、最悪のタイミングで奈な落らくへ突つき落おとした。知らなかったとか所属が違ちがうとか、そんなのは人間側から見た感覚に過ぎない。全てを奪うばわれたぶーぶーからすれば、人間なんてどれもいっしょくたにみんなの仇かたきと映るに決まっている。

「ぶーぶーは……馬ば鹿かだから全然ピンと来ない……」

　やがて、ぐしぐしと湿しめった音を鳴らしながら、嗚お咽えつ混じりにそう言った。

　その言葉の端はし々ばしに、怒いかりの色が見みえ隠かくれしていた。

　一体何が疑問なのか。どうしてここまでひどい仕打ちを受けなくてはならない事か。どうして人間はここまでの邪じや悪あくをサラリとした顔で実行できるのかについてか。あるいは、そもそも。どうして人間なんていう矮わい小しようで醜みにくい生き物が存在を許されるのか、という事か。

　ベアトリーチェは様々な罵ば詈り雑ぞう言ごんを思い浮かべた。

　しかし、ぶーぶーが続けて放ったのは予想から完全に外れた言葉だった。

　彼は確かにこう言ったのだ。




「ここで人間を憎にくんでも良いのか、本当に暴れてしまっても良いのか。ぶーぶーにはそんなの答えを出せない……!!」




　信じられなかった。

　ベアトリーチェは自分の耳と頭を疑った。

　あれだけの事をされて、怒いかりを覚えないはずがない。現に今もぶーぶーの全身は震ふるえていて、涙なみだ混まじりの目には明確な怒ど気きの光が宿っている。

　その上で、押さえ込んでいる。

　ここまでの邪じや悪あくを前に、まだぶーぶーは己おのれを解放する事を拒こばんでいる……？

「どうしてよ、ぶーぶー……」

　もう、【エルキアド】なんてどうでも良かった。

　そいつの上から下り、背を向けて、今度こそぶーぶーと真正面から対たい峙じする。【兵へい輝き】を握にぎったまま両手を広げて、その体をさらす。

「殺したって良いいのよ。そなたは私達人間を殺したって良いいんだよ!!　だって、悔くやしいでしょ？　そうでもしなければ収まらないでしょ！　ぶーぶーが何かを我が慢まんして、何かを押さえつけて、苦痛と共に生きていく必要なんかないの。私達には、そんな価値なんか一つもないのよ。ぶーぶーだって分かっているはずでしょ!!」

「確かに、お祭りの事も、【兵へい輝き】の事も、みんなみんな崩くずれた。奇き麗れいなものなんて何も残らなくて、頼りにしていたものは全部ひっくり返された……」

　ぶーぶーは、そう言った。その唇くちびるを嚙かみ締しめながら。

「だけど、お前はぶーぶーの友達になってくれるって言った。全部なくなって、噓うその上に作られた思い出の中でも、ベアトリーチェだけは消えてなくなったりしない。だからぶーぶーはお前の友達をやめたくない！　ここで暴れて、細い線なんか切りたくない!!」

「ぶーぶー……!!」

「ぶーぶーは馬ば鹿かだからきちんと選べない」

　知らない街で迷子になった子供のように、顔をくしゃくしゃにしながらぶーぶーは言った。

「きっと自分がどこか間ま違ちがっているんだとは思う。みんなを殺されたのに何もしないなんておかしいと思う。だけど、ぶーぶーには、馬ば鹿かでも臆おく病びようでも良いい、ぶーぶーにはどうしてもそんなのできない……!!」

　そこまで言われて、ようやくベアトリーチェは思い出した。

【妖よう精せい】のメリディアーナを助けるために【サウザンドドラゴン】と戦った後、ぶーぶーはこう言っていたではないか。自分が暴力を振ふるう事を正当化して、その歯止めが利きかなくなって、何も感じなくなるような怪かい物ぶつになっていくかもしれないのが怖こわいと。生きるため、食べるため。それ以外の理由で殺す存在になってしまいそうで、それが恐おそろしいと。

『馬ば鹿かな子ね、ぶーぶーは』

　そんな風に吐と露ろされた時、ベアトリーチェはなんと答えた？

　そう、そうだ。

『私がそんな風にはさせないよ。私とそなたは友達だからね』

「……それは違ちがうよ、ぶーぶー」

　ようやくベアトリーチェは、やるべき事を見つけた。

　彼かれの友人である自分が為なすべき事、導くべき事を。

「ぶーぶーは馬ば鹿かなんかじゃない、臆おく病びようなんかじゃないでしょ。そなたは今、最も賢かしこい答えを導き出したのよ」

　一線を越えたくないと震ふるえているのなら、そっと押おし戻もどしてあげよう。

　これからも友人でいたいと願ってくれるのなら、笑え顔がおで応じよう。

　それで丸く収められる。絶対に幕を下ろしてみせる。

　そう思っていた。

　その矢先の出来事であった。




　とんっ、と。彼女の真後ろから生じた音は、むしろ小さなものだった。

【エルキアド】の男。その手にある魔ま性しようの剣つるぎ【ローレライ】の切っ先が、少女の背中へ差し向けられた音だった。
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　意味が、分からなかった。

　思考が、今度の今度こそ、真っ白に埋うまった。

「は、はは」

　笑い声が、聞こえた。

　だが【エルキアド】の男の願いとは裏腹に、ベアトリーチェの背中からは一いつ滴てきの血も流れていなかった。そもそも、【ローレライ】にはまともに刃やいばを形成する力は残っていなかった。せいぜい木の枝でつつかれたようなもので、ダメージらしいダメージは何もなかった。

　だけど、もしもの話。

【ローレライ】が全力全開だったら、どうなっていた？

　親の仇かたきを、仲間の仇かたきを討うつ事よりもベアトリーチェ達と共に歩みたいと願ったぶーぶーの目の前で、何が起こるはずだった？

（ああ……）

　また、例の悪あく趣しゆ味みなのか。

　ぶーぶーの大切な過去を土足で蹂じゆう躙りんするだけでは足りず、未来へ進もうとする意思さえへし折るために、全てを流血で埋うめ尽つくそうとしたのか。

　この命が狙ねらわれた事など、ベアトリーチェは一ミリも意に介かいさない。

　もっと大切なものを穢けがされるところだったと、そう理解した。




　だから。
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　気がつけば、意識が完全に飛んでいた。

　何がどうなったのか、本当にベアトリーチェは理解していなかった。

　ただいつの間にか場所が変わっていて、【ストリオーナ】達はどこかにいなくなっていて、自分は怒いかり狂くるうままにレイピア状の【兵へい輝き】を握にぎり締しめていて、同じく鉄骨や丸太に似た得物を携たずさえたぶーぶーと向かい合っている事に気づいた。

　ぶーぶーはその背に【エルキアド】の男を庇かばっているようだった。

　ほとんど血ち袋ぶくろと化した状態で転がっている『それ』をチラリとみて、ベアトリーチェは恐おそろしく低い声でこう呟つぶやいていた。

「……どけ、ぶーぶー」

「どかない」

「そいつは殺さなくちゃならない。ぶーぶーが手を下すまでもないのよ。人間の汚よごれは、同じ人間の手で雪すすぐ。だからぶーぶーは何も心配する必要はないよ」

「ぶーぶーは、ベアトリーチェの友達を続けるって決めた。何があっても」

　真っ向からの睨にらみ合あい。

　そして四メートル弱の友人はこう宣言した。




「だからお前を見捨てたりなんかしない。お前に最後の一線なんか越えさせない!!」




　片や【サウザンドドラゴン】さえ平へい伏ふくさせる暴力の化け身しん、【ドラゴンイーター】。

　片や一万四〇〇〇の火力系魔法を扱あつかうカンスト組の代表、【七色煉獄セブンフレイム】。

　常に隣となりを歩き続けた二人が、真正面から激げき突とつする。
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　初めに動いたのはベアトリーチェだった。

　握にぎり締しめたレイピア状の【兵へい輝き】を使い、【魔法】を選せん択たくする。規格外の筋肉の塊かたまりであるぶーぶー相手に無理に間合いを詰つめず、遠えん距きよ離りから捻ねじ伏ふせられるものを使って攻こう撃げきを仕掛ける。

【鋼こう流りゆうメタルジェット】。

　対戦車兵器のベストセラー……つまり成せい形けい炸さく薬やく弾だんと同じだ。あれが戦車の装そう甲こうを撃うち抜ぬくのは、単純な火薬の爆ばく発はつ力りよくだけではない。一方向にベクトルを整えた上で、あまりの高温で気体と化した金属を槍やりのように細く鋭するどく噴ふん射しやする事で、一気にまとめて分厚い装そう甲こう板ばんに風穴を開けて、内部をメチャクチャに焼やき尽つくす。

　通常、兵器化されたメタルジェットはせいぜい数十センチから数メートル。

　だが【魔法】の力で直接的に生み出されたそれは、そんなセオリーを軽々と覆くつがえす。

　つまり。




　感覚的にはほとんどオレンジ色に輝くレーザー兵器。

　シュドッ!!　と。都合八方向から同時にぶーぶーの肉体目がけて空気を焼き切る。




　軽く見積もっても一〇〇〇メートル以上。

　規格外の出力に対し、しかしぶーぶーはぐるりと身を翻ひるがえすだけで八本の死の熱線を軽々と回かい避ひする。のみならず、その鉄骨や丸太のように太い【兵へい輝き】でもって手近にあった岩の塊かたまりを殴なぐりつける。粉々に砕くだき、鋭するどい破は片へんの豪ごう雨うをベアトリーチェの華きや奢しやな全身へ叩たたき込こもうとする。

　ベアトリーチェは無視した。

【内燃インターナル】。

　その背で円陣と力ある文字が躍り、オレンジ色の翼つばさが噴ふき出だした途と端たん、少女の肉体が砲ほう弾だんと化した。真正面から、地面すれすれを伏ふせるような格かつ好こうで突つき進すすむ。あらゆる礫つぶてを、さらに低い位置から避さけながら。

【溶よう断だんメルトカッティング】。

　ブゥン!!　と少女の手にある【兵へい輝き】の刀身がオレンジ色に輝く。触ふれれば鋼はがねの塊かたまりすらバターのように溶とかす超ちよう高こう熱ねつ源げんと化したブレードを摑つかみ直し、最さい短たん距きよ離りで標的に迫せまる。

　ぶーぶーもまた、得物を手に前へ駆かけた。

　地面が大きく抉えぐれ、全身の筋肉のバネを最大限に解き放って空気を割わり裂さく。

　ッッッドン!!!!!!　という凄すさまじい轟ごう音おんと共に、巨きよ体たいと少女がついに【兵へい輝き】をかち合わせる。鍔つば迫ぜり合あいなど行わない。さらに二度三度と交こう錯さくさせ、ほとんど爆ばく発はつめいた火花を散らし、やがて激げき突とつから逃のがれるように彼らの足が横へ向く。至近、互たがいの距きよ離りを維い持じしたままザザザザザザザ！　とフィールドを平行移動していく。

　そこは誰だれもいない平原だった。

【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンや【殴おう僧そう侶りよ】アルメリナ、それに血ち袋ぶくろと化した【エルキアド】の男もいない、二人だけの世界だった。

　故ゆえに、か。

　ここから先が本番。ベアトリーチェは、一いつ切さいの容よう赦しやを捨てた。

「……巨きよ花かよ開け、七つの系統樹を表せ」

　景色が一変した。

　全てがオレンジ色に包まれた不気味な円形の闘とう技ぎ場じようが形成される。それはベアトリーチェが自在に操あやつる【魔法】の【アイコン】の集合体だ。全周を取り囲む天高き壁かべの一つ一つが【魔法】の系統樹。各おの々おの二〇〇〇ずつ、それを七セット。

　これぞまさしく【七色煉獄セブンフレイム】。閉じ込めた者をあらゆる手段を講じて焼やき尽つくす、究極の死の竈かまど。

「最後のチャンスよ、ぶーぶー……」

　世界を呪のろうような声で、じっとりとベアトリーチェは呟つぶやいた。

「どけ」

「どかない」

　即そく答とうの直後に、【魔法】があった。

【散さん咲ざきクラスター】。

　真上に切っ先を掲かかげた【兵へい輝き】から、眩まばゆい光が打ち上げられた。上空二〇〇メートル以上の位置でそれこそ花火のように炸さく裂れつし、大量の火の玉を均等にばら撒まいていく。さらに火の玉も同じように弾はじけ、弾はじけ、弾はじけ、弾はじけて、最終的には五万八〇〇〇発もの光源が大空を埋うめ尽つくす。

　続けて起きた現象は明快だった。




　残らず地表に突つき刺ささり、一面をオレンジ色に埋うめ尽つくす。




　ドォッッッ!!!!!!　と凄すさまじい爆ばく炎えんが発生し、衝しよう撃げき波はと共に大量の熱波が一帯を舐なめ回した。見み渡わたす限りの全てが山火事か何かのように炎ほのおで塗ぬり潰つぶされる。ただでさえ変化していた景色が、さらに異形に歪ゆがんでいく。地表どころか、空の色までもが炎ほのおのそれへ上書きされていく。

　ここまでやって、まだ下準備。

　炎ほのおの世界に取り囲まれ、無数の【アイコン】に取り囲まれ、ぶーぶーは一人だった。

　中心に立つ【剣つるぎ聖せい女じよ】は女王の風格でもってこちらへ向かう。

　だけどぶーぶーは下がらない。

　もしも今諦あきらめてしまえば、ベアトリーチェは暗い瞳ひとみを湛たたえたまま、手の届かない奈な落らくへ落ちてしまうと分かっていたから。

「なら行くよ。ぶーぶー、覚かく悟ごして」

「こっちの台詞せりふだ。ベアトリーチェ、ぶーぶーの一いち撃げきは重いぞ」

　互たがいに言って、再びの激げき突とつが始まった。

　轟ごう音おんが、立て続けに炸さく裂れつした。
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　遠く離はなれた丘おかの上では、掌てのひらサイズの【妖よう精せい】メリディアーナが呆ぼう然ぜんとしたままその激戦を眺ながめていた。

　戦場の全てが轟ごう々ごうと音を立てて燃えていた。

[image: ]

　その炎ほのおを生み出したベアトリーチェも規格外なら、その炎ほのおに押されず生身で戦い続けるぶーぶーもまた規格外なのか。

　何でこんな事に、と彼女は思う。

　今日はぶーぶーの誕生日で、それを祝うためにみんなで努力をして、ただ彼の喜ぶ顔が見たかっただけなのに。最も近しい人を相手に、その命を削けずり合あう道理がどこにある？

「す、【ストリオーナ】様！　ぶーぶーさんとベアトリーチェさんを止めてください！　このままでは二人とも無事では済まなくなってしまいます。【ストリオーナ】様のお力なら彼らを……!!」

「無理を言ってくれるな」

　率そつ直ちよくに、妖よう精せい達の女王はそう切り返した。

「わしの本領は理性を焼き切る赤き狂きよう熱ねつの砂すな嵐あらしだが、あれだけの気流の渦うずの前にはどうにもならん。どれだけ撒まいても相手に届かぬのでは、わしの手で介かい入にゆうするのは難しいのう」

「そ、そんな……」

　メリディアーナとは別に、【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンもまた険しい顔をしていた。

「それに、化学兵器に対する効果的な除じよ染せん方法ほうの一つとして、ナパームや気き化か弾だん頭とうなどを用いた『高温処理』がありますからね。あれだけの火力の前では【ストリオーナ】さんの色素も急激な酸化反応を経て無害化されてしまうかもしれません」

　宿屋街では【エルキアド】の組そ織しき戦せん闘とうに追おい詰つめられたベアトリーチェだったが、あれもまた相あい性しようの問題。派手で見境のない大だい規き模ぼ破は壊かいをもたらしても、その隙すき間まを縫ぬう形で鉛なまり弾だまを叩たたき込こまれればどうにもならない。しかもそもそもあそこでベアトリーチェが本領発揮していた場合、宿屋街にいた人間の大半が巻き込まれていただろう。

【サウザンドドラゴン】の場合は単純な質量の問題だった。たとえ表面からじわじわとあの巨きよ体たいを焼やき尽つくそうとしたところで、吸すい殻がらを踏ふみ潰すように大だい質しつ量りようで消火されてしまえばどうにもならない。そもそも、【サウザンドドラゴン】は飛行を得意とする巨きよ竜りゆうだ。安全な大空への避ひ難なんと流星のような急きゆう降こう下か攻こう撃げきを交こう互ごに繰くり返かえされた場合、ヤツを焼やき尽つくすより前にベアトリーチェの方が削けずり殺ころされてしまう。

　だが。

　それ以外なら。

　Lv.99、そこから先が本番だと語るカンスト組の代表格。無数の通り名を持ち、中でも一万四〇〇〇の火力系魔法を駆く使しする事から特に【七色煉獄セブンフレイム】として恐おそれられる、『人間達の最強ランク』のその一角。

【ストリオーナ】はガシガシと片手で銀ぎん髪ぱつを搔かき毟むしりながら、

「ここに来てピンポイントで相あい性しようの問題が出てくるとはな。これではわしには手の出しようもない。人間、お前達はああいう隠かくし球だまを持ってはおらんのか？」

「いやあ、それは……」

「あるっちゃあるけど、でも、あいつを押さえ込める種類のものじゃないんだよなあ」

【白しろ魔ま女じよ】も【殴おう僧そう侶りよ】も、ベアトリーチェと同格のカンスト組だ。しかしだからと言って同じ事ができるかと言われれば答えはノー。そもそも、人間達は互たがいの長所を生かし短所を埋うめるために【パーティ】や【ギルド】を組んでいるのだ。そして【パーティ】内で殴なぐり合あいが起きた場合、その勝敗は互たがいの相あい性しように強く依い存ぞんする。

　平たく言えば、真っ向勝負ではフィリニオンやアルメリナでもベアトリーチェには勝てない。

「となると……」

【妖よう精せい】のメリディアーナが呟つぶやくと、妖よう精せい達の女王もまた片目を瞑つぶってこう引ひき継ついだ。

「おるかどうかも分からん神と【イベリコオーク】にでも祈いのるしかあるまい。ヤツの誕生日をこれ以上台無しにされたりしませんように、とでもな」
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　ベアトリーチェは一万四〇〇〇のストックを用いて炎ほのおを支配する。

　三六〇度業ごう火かに取り囲まれたぶーぶーにあるのは二本の腕うでと一ひと振ふりの【兵へい輝き】のみ。しかも彼には人間の【魔法】は使えないから、実質的に鈍どん器きを振ふり回まわすくらいしかできない。

　これでは絶体絶命。

　万に一つの勝ち目もない。

　……そう思うかもしれないが、実は違ちがうのだ。

　炎ほのおの流れとは、言ってしまえば空気の流れだ。風上から風下へ、密閉された場所から出口を求めて、黙だまっていても勝手に流れる。炎ほのおそれ自体が空気を膨ぼう張ちようさせて気流を生み出してしまう事、ベアトリーチェは【魔法】を使ってダイレクトに炎ほのおを操あやつる事から必ずしも状じよう況きようは単純とはいかないが、基本は熱力学というよりも流体力学。巨きよ大だいな水すい槽そうの中に線せん香こうの煙けむりを閉とじ込こめ、棒をかき回して空気の流れを作ってやるのと同じ。視覚化された流体は意のままに動く。

　そしてぶーぶーの膂りよ力りよくは一〇〇〇メートル級の【ドラゴン】を打うち据すえ、空中から撃げき墜ついさせるレベルに達している。

　ボッ!!　という鋼はがねの唸うなりと共に、オレンジ色の世界はベアトリーチェの支配を食い千切る。

「───ッ!!」

　バットのスイングのような横よこ殴なぐりの軌き道どうと共に、まるでねっとりとした水みず飴あめにも似た炎ほのおが絡からみつく。均等な死の世界はかき乱され、ほんのわずかな安全地帯を作り出す。さらに【兵へい輝き】を握にぎる腕うでを止めず二度三度と流れるように空気を引ひき裂さくと、暴風と共にオレンジ色の塊かたまりは解き放たれ、逆に使い手たる【剣つるぎ聖せい女じよ】のベアトリーチェへと殺さつ到とうしていく。

　少女は防ぼう御ぎよの構えすら取らなかった。

　直ちよく撃げきの瞬しゆん間かんに、いっそ溶よう鉄てつめいた炎ほのおの塊かたまりは跡あと形かたもなく吹ふき散ちらされる。

「無む駄だな事よ、ぶーぶー」

　呪じゆ殺さつめいた声が、放たれる。

「【パーセンテージ】系けい属ぞく性せい防ぼう御ぎよ、【火か力りよく耐たい性せい】一〇〇％……つまり私が炎ほのおで傷を負う事は絶対にない。搦からめ手てを使った程度で殺せると思ったら大間ま違ちがいだよ」

「だけどお前もぶーぶーを殺せない。ぶーぶーは頭悪いからそういう事はできないけど、もうお前の炎ほのおはぶーぶーには届かない」

「へえ。熱いのにはもう慣れたのか」

　ベアトリーチェは片手一本で【兵へい輝き】を摑つかみ直し、レイピアを横一線に寝ねかせる。刃やいばのない先せん端たん付近に空いた手を添そえて。

　彼は気づいていたか。

　真しん紅くの【剣つるぎ聖せい女じよ】は密ひそやかに幻げん覚かくの【魔法】を講じていた事に。赤い糸と四角い枠わくを複数展開させ、これまでのぶーぶーの行動パターンを一つずつ記録していた事に。まるで野球の投手の癖くせを摑つかむためにスコアを書き込み蓄ちく積せきし、いつしか完全に見み抜ぬく域へと達するように。

　そして。

　銀と赤の髪かみの少女は告げる。




「では冷たいのはどうかな、ぶーぶー？」




　まず始めに、ぶーぶーの周囲三方向で、同時に小さな爆ばく発はつがあった。

　続いてチリッと巨きよ体たいのうなじの辺りに嫌いやな感覚が走った。

　直後に弾はじかれたようにぶーぶーは真横へとカッ飛ぶ。

　ピシィ!!　とガラスに亀き裂れつが走るような音が響ひびいたと思ったら、先ほどまでぶーぶーが立っていた辺りの空気がキラキラと不気味な光を放っていた。ぶーぶーの動きは止まらない。立て続けに同じ現象が襲おそいかかる。ひらりと宙に舞まい上げられた木の葉が巻き込まれ、それこそガラス細工を落としたように砕くだけてしまった。

「レーザー冷れい却きやく……と言ってもグランズニール育ちのぶーぶーには分からないかな」

　炎ほのおの照り返しを受けてギラギラと輝く双そう眸ぼうが、右へ左へ逃にげる巨きよ体たいを追う。

　照準する。

「熱量とは極論を言えば分子の振しん動どう。そこで分子一つに三、ないし四方向からレーザーを浴びせる事で押さえ付けてしまえば、その振しん動どうをゼロにできるの。……私がやっているのも同じよ。ただし使っているのはレーザーではなく爆ばく轟ごうで、ミクロではなくマクロの世界だけどね」

　総じて、【圧あつ冷れいアイシング】。

　エネルギーを与えて燃やすのではない。減らして冷やすのでもない。与えた上で、なお凍とう結けつさせる。無理を通して道理を引っ込ませてでも、【剣つるぎ聖せい女じよ】は極大の自由度を得る。

「ッ！」

　水平方向へ回かい避ひを続けていたぶーぶーの体が、突とつ如じよとして直角に折れた。

　つまりは、意表を突ついて前へと猛もうダッシュした。

　炎ほのお一いつ択たくの世界は消えた。余計な不確定因子に盤ばんを引ひっ搔かき回まわされる前にチェックを決める。方法論は間ま違ちがっていないが、ぶーぶーは状じよう況きようを見誤った。

　直後に、天から地へ一直線に閃せん光こうが貫つらぬいた。

　ぶーぶーの全身へ容よう赦しやなく直ちよく撃げきしたのは、オゾン臭しゆうを漂ただよわせる雷らい撃げきだ。

「【擦さつ雷らいサンダーボルト】……こちらはもっと単純だね。上空へ舞まい上あげた煤すすを高こう速そく振しん動どうさせて急速に静電気を蓄たくわえるの。許容量を超えれば勝手に地を貫つらぬいてくれるでしょ」

「……っ、がっ……」

　それでもぶーぶーは懐ふところへ潜もぐり込こむ。

　鉄骨や丸太のように太い規格外の【兵へい輝き】を使った、横よこ殴なぐりの一いち撃げき。しかしこれを、ベアトリーチェは回かい避ひもしなかった。

　まずは膨ぼう大だいな熱を使って風を起こし、敵方の攻こう撃げきを敢あえて後押しする事でかえって制せい御ぎよを失わせる【追おい風かぜフェアウィンド】。

　ぶーぶーの巨きよ体たいが莫ばく大だいな膂りよ力りよくを振ふるえば振ふるうほどにつんのめり、威い力りよくが減じたところで、続けて【兵へい輝き】自体を使って減速した一いち撃げきを押おさえ込こむ。

　普ふ段だんのぶーぶーの膂りよ力りよくがあれば、構わず吹き飛ばしていただろう。だが大木を裂さくほどの落らく雷らいに頭頂部を貫つらぬかれた直後であり、さしものぶーぶーも束つかの間まだけは全身から力が抜ぬけそうになっていた。

　そこへ。

【剣つるぎ聖せい女じよ】の唇くちびるが動き、世界へ言葉が滑すべり出でてくる。

「【流りゆう圧あつウィザルズカット】」

　ズァ!!　と真しん空くう刃ばの集合と化した竜たつ巻まきが渦うずを作った。

　これもまた、空気の冷暖を利用して生み出される急激な気流の変化を利用した攻こう撃げき。

　巻き込まれたのがぶーぶーでなければ、骨身から徹てつ底てい的てきに血肉を削けずり落おとされていたかもしれなかった。

「炎ほのおしか使えない、だから【火か力りよく耐たい性せい】で固めれば楽勝だろ。そんな浅い考えの馬ば鹿か者ものなら、いくらでも捻ねじ伏ふせてきたよ」

　あくまでも使えるのは起点となる火力系のみ。

　だがそこからベアトリーチェは無限の【属性】へ手を伸のばす。

　攻こう撃げきはもちろん、防ぼう御ぎよ、支し援えん、回復、攪かく乱らん……あらゆる目的を炎ほのおで満たす。

　ぶーぶーの巨きよ体たいが、よろよろとした動きで二歩、三歩と下がっていく。

　いつでもどんな敵にも押おしてきたぶーぶーが、ここに来て押し負かされていく。

「そうやって私は、今日まで生きてきたよ」

　ヒィウン、とベアトリーチェの【兵へい輝き】が緩ゆるやかに空気を引ひき裂さいた。

　大きく円を描えがき。

　レイピア状のその平らな切っ先を、真正面のぶーぶーへ突つき付つけて。

「最後に言う。……どけ、ぶーぶー。あの悪漢は私の手で殺すから。自身の心の悲鳴を止めるためでもなく、散った知ち己きの魂たましいを慰なぐさめるためでもなく、ただ己おのれの愉ゆ悦えつのために悲劇と流血を望む復ふく讐しゆう者しやなんて生かしておいて得はないでしょ。生かしてやる義理もないし。奪うばうのが当然などと謳うたうクソ野や郎ろうは、奪うばわれる痛みを教えて地じ獄ごくへ落とす」

「……どかない」

　硬かたい皮ひ膚ふをあちこち切り裂さき、歯を食いしばりながら。

　それでもぶーぶーもまた、規格外の【兵へい輝き】を構え直す。

「ぶーぶーはそんなのいらない。奪うばいたければ奪うばうと良いい。ぶーぶーが奪うばわれる側に立つよりも、お前を奪うばわせる側に立たせる方が哀かなしい」

「だから……」

　ギリッッッ!!!!!!　と、ベアトリーチェの奥おく歯ばから軋きしんだ音が炸さく裂れつした。

【兵へい輝き】の先せん端たんが、不気味に揺ゆれる。

「どうしてそなたがっ、何一つ悪い事をしていないそなたが！　奪うばわれるのが当然などという立場に甘あまんじなければならないのよ!!」

　雄お叫たけびと共に、

「当たり前のものを当たり前に守れ!!　ぶーぶーが周りの皆みなにしたように！　ぶーぶーは自分を守っても良いんだよ!!　そのために手足を振ふり回まわす行こう為いを誰だれが責めるっていうの!?　その行こう為いを安全地帯から眺ながめて化け物化け物指を差す連中の方が、よほど狂っているでしょうがっっっ!!!!!!」

　特大の【魔法】が解き放たれる。

【崩ほう炎えんフォレストファイア】。

　ベアトリーチェの背後、地表からオレンジ色のラインが生じた。それらは左右両方向へどこまでも伸のびていき、続いて恐おそろしく高温の分厚い炎ほのおの壁かべが噴ふき上がる。

　優すぐれた【火か力りよく耐たい性せい】を持つ赤き【剣つるぎ聖せい女じよ】の背後から一気に追い越した炎ほのおの壁かべが、ぶーぶーへと殺さつ到とうする。

　時速六〇キロオーバーで迫せまりくる山火事にも似た莫ばく大だいな炎ほのおの群れ。個人を焼くのではなくキロ単位で領域を埋うめ尽つくし、倒たおすのではなく吞のみ込こみ、押し流す。もはや本来の用よう途とである【迷めい宮きゆう】探たん索さくの域を超こえた、戦争じみたオーバーキルを達成させる【魔法】であった。

　だからこれで終わり。

　ぶーぶーは迫せまりくる炎ほのおの壁かべを前にぐるりと身を翻ひるがえし、規格外の【兵へい輝き】を振ふり回まわそうとする。だがどうにもならない。例えば燃ねん料りよう気き化か爆ばく弾だんの脅きよう威いには『広こう範はん囲いへの炸さく裂れつ』とは別に『通つう常じよう爆ばく弾だんとは考えられないほど長期にわたる爆ばく風ふうを使って人体に徹てつ底ていしたダメージを与える』と言ったものがあるのと同じように……この炎ほのおは、とにかく長い。あまりに広く展開されるため避さける事はできず、ひとたび吞のみ込こめば相手がどれだけ歯を食いしばっても徹てつ底ていして削けずり倒たおす。二回三回くらいの防ぼう御ぎよ策、回かい避ひ策などものともせず、そのまま物量で相手を丸まる吞のみしてしまう必ひつ滅めつの炎ほのお。

（ぶーぶー、そなたは本当に良くやったよ）

　昏くらい瞳ひとみで最後の瞬しゆん間かんを観察するベアトリーチェは心の中でそう呟つぶやいた。

（だけどこれは人間の問題なの。醜みにくい醜みにくい人間達の諍いさかいよ。だからぶーぶー、そなたが『気き兼がね』をする必要なんか何もないんだよ。死の間ま際ぎわで、炎ほのおは解除する。次に目を覚ましたその時には、もう憂うれいは全て消えているから）

　そう思っていた。

　直後の出来事だった。




　ゴォ!!　と。

　巨きよ体たいを回転させ、唸うなりを上げるぶーぶーの【兵へい輝き】が、そんな世界の理ことわりを歪ゆがめてしまう。




「な……」

　何か、巨きよ大だいな龍りゆうのような───そう、グランズニールの生息するドラゴンではなく、ベアトリーチェの住む世界の東洋に伝わる龍りゆうのような───ものが、鉄骨や丸太のような【兵へい輝き】へ絡からみつくのを、【剣つるぎ聖せい女じよ】は視し認にんした。

　それがスプーンですくった水みず飴あめのようにまとわりつく炎ほのおだと気づいた瞬しゆん間かん、ベアトリーチェが放った【崩ほう炎えんフォレストファイア】とぶーぶーが解き放った炎ほのおの龍りゆうとが勢い良く激げき突とつした。

「……に!?　それは、ぶーぶー……!!」

　拮きつ抗こうする。

　いいやぶーぶーが押し返す。

【魔法】を使えず、その強大な膂りよ力りよくでもって暴風を生み出す程度しかできないはずのぶーぶーが、一体どこからそんなエネルギーを取り出してきたのか。

　信じられない現象を前に、しかしベアトリーチェは恐おそるべき速度で計算をしていた。

（最初にフィールド効果で優位に立つために、周囲一帯はそれこそキロ単位で炎ほのおに包み込んでいた……）

　戦場は大きく崩くずれていた。あるいはぶーぶーが暴れ回り、あるいはベアトリーチェの強大極きわまる【魔法】によって、岩は崩くずされ、地面は爆ばく発はつめいた大穴が開き、とにかく色々。

　もしもこれら一つ一つが闇やみ雲くもに生じたものではないとしたら？

　冷たい風を吹き下ろす山のように、清らかな水を流す谷のように……周囲一面へバラバラに広がる莫ばく大だいな熱波の方向性を整え、一極集中で解き放つためのルートを構築しているとしたら？

　先ほど、水みず飴あめのようにねっとりと【兵へい輝き】へ絡からみつく炎ほのおをこう譬たとえたではないか。

　それは熱力学というより流体力学に近い、と。

（ダムを決けつ壊かいさせ、下流を押し流すようなものなの!?　でも初めて見る【魔法】だって多かったはずよ。自身の動きはともかく、私の行動まで正確に予測し作戦に組み込む事なんてどうやって……）

　自分の疑問は、自分で氷ひよう塊かいさせた。

　一帯を取り囲む七つの系統樹。【七色煉獄セブンフレイム】を象しよう徴ちようする一万四〇〇〇の【アイコン】。もはや一つ一つの数を数えるのも億おつ劫くうで、ただただ敵対者を『莫ばく大だいな数の塊かたまり』でもって圧あつ倒とうするその光景だが……言ってしまえば、それは系統樹。決してランダムに並べられている訳ではない。

（まさか、読み取ったの……？）

　ぞくり、と。ベアトリーチェは激げき突とつする炎ほのおの向こうに立つぶーぶーを見やった。

　真実に、気づく。

（戦場の足運びだけに留とどまらない。精密に動き、私を誘ゆう導どうし、そこまでやっておきながら、一方では系統樹の解かい析せきにまで回っていたって!?　一つの【魔法】が飛び出るたびにそれが系統樹のどこに位置し、そこから派生して何がどう紐ひもづけられているかを次々に解き明かし、やがては系統樹そのものを掌しよう握あくするほどに!!）

　ぶーぶーは、決して愚ぐ鈍どんな訳ではない。

【イベリコオーク】としても規格外なその巨きよ体たいに、一〇〇〇メートル級の【ドラゴン】すら叩たたき伏ふせる絶大な膂りよ力りよく。強力なメリットでもあるそれらの特とく徴ちようは、しかし手を誤れば自身の骨格や筋肉を破断させかねないリスクも抱かかえている。

　だからぶーぶーは、いつでもどこでも高精度の計算を強しいられながら生活している。

　結果、余計な思考にリソースを割さく余よ裕ゆうがなくなっているだけ。

　そして当たり前のように日々繰くり返かえされる頭脳労働が、彼の知能を無限に拡張していく。鍛きたえるごとに強くなる。もしも彼が己おのれの肉体が自じ壊かいするのを覚かく悟ごでリソースを解き放てば、その思考は世界の理ことわりさえも軽々と紐ひも解といていく───!!

「どうしてよ、ぶーぶー……」

　ベアトリーチェはゆっくりと首を横に振ふった。

　莫ばく大だいな炎ほのおと炎ほのおの激げき突とつは、ゆっくりとぶーぶーを優勢に傾かたむける。

　オレンジ色の壁かべが、彼かの女じよの方へと迫せまりくる。

「そこまでの力を！　そこまでの頭脳を!!　あのような外げ道どうのために惜おしげもなくさらけ出す事ができるのよ!?　それだけの力を自分のために使えば、そなたはグランズニールの王となれたかもしれないのに。あらゆる【ピース】を掌しよう握あくし、間接的には私達の世界さえ自在に組み替えられたかもしれないのに!!」

「ぶーぶーは、別にあいつのために戦っている訳じゃない」

　その声は。

　圧あつ倒とう的てきな爆ばく轟ごうの中に搔かき消きえなくてはおかしいはずなのに、不思議と【剣つるぎ聖せい女じよ】の耳まで届いていた。

「ぶーぶーは、お前のために戦っている。お前のためなら戦える」

「……っ!!」

　ベアトリーチェが何か叫さけび返そうとした時、炎ほのおが決定的な一線を越えた。全てが【剣つるぎ聖せい女じよ】を吞のみ込もうとしていた。

（それなら良いいよ）

　彼女の瞳ひとみから戦意は消えない。元より【火か力りよく耐たい性せい】は一〇〇％、どれだけ物量で攻せめ込こまれても傷一つつかない。ならばこの閃せん光こうと爆ばく音おんを目め晦くらましに使い、真正面からぶーぶーへ斬きり込こむ。優勢を得た向こうがわずかに緊きん張ちようの糸を緩ゆるめる瞬しゆん間かんを狙ねらって、その意識を確実に刈かり取とる。

（そなたが身勝手に私の幸せを望むように、私も身勝手にそなたの幸せを願うよ。だから、『気き兼がね』はしない。ぶーぶー、そなたの夢を踏ふみにじってでも、私はかの悪漢を殺してそなたの幸福を形作ってみせるから!!）

　だが。

　だが。

　だが。




　ドン!!　と、炎ほのおの壁かべが華きや奢しやな少女に直ちよく撃げきした瞬しゆん間かん。

【火か力りよく耐たい性せい】一〇〇％を持つはずのベアトリーチェの体が、大きくのけ反ぞらされた。




「な、ん……!?」

　今度こそ、今度の今度こそ。

　ベアトリーチェの思考が真っ白になる。

　いかなる炎ほのおを使おうがベアトリーチェが傷を負う可能性は万に一つもない。だというのに、暴風に吹き飛ばされるように【剣つるぎ聖せい女じよ】の体は真後ろへ押し下げられる。ぶーぶーは一体何をやったというのだ!?

（待って、暴風……？）

　吹き荒れる炎ほのおの制せい御ぎよは気流の問題。それは熱力学より流体力学に近い。

　ベアトリーチェは【火か力りよく耐たい性せい】一〇〇％を持つが、他の【属性】への【耐たい性せい】は持たない。

　そして彼女自身、炎ほのおを起点に全く違ちがった【属性】の攻こう撃げきを展開させ、ぶーぶーを苦しめていたはず。

　つまりは、

「これは……【火力系】じゃない……。主格が違ちがう。熱波を伴ともなう【風力系】にカテゴリされるって言うの……!?」

　体は大きくのけ反ぞっていた。

【兵へい輝き】を握にぎる手を振ふり回まわされ、束つかの間ま、ベアトリーチェは無防備に全身をさらけ出していた。

　そこへ。

　自らが整えた業ごう火かの中へと飛び込む格かつ好こうで、ぶーぶーが一直線に突とつ撃げきしてくる。

　その身が傷つく事も厭いとわずに、ベアトリーチェの懐ふところへと飛び込んでくる!!
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　最初で最後のチャンスだった。

　相手の虚きよをつく戦法は、二度も三度も通用しないだろう。何より、同じ状じよう況きようを作ろうにもさしものぶーぶーとて体力が保もたない。そもそも、並の人間なら脱だつ水すい症しよう状じようで一〇〇回死んでいてもおかしくないほどの焦しよう熱ねつ地じ獄ごくの中で、ここまで状じよう況きようを繫つなげられた事そのものが奇き跡せき的てきなのだから。

　だから、選ぶ道は最短最速しかなかった。

　全身から皮ひ膚ふが焼ける嫌いやな臭においが立ち込め、突つき刺さすような痛みに埋うめ尽つくされる。だがぶーぶーは歯を食いしばる。自身の生み出した炎ほのおに焼かれても良い。この戦いが終わったらその瞬しゆん間かんに倒たおれても構わない。たった一度、ベアトリーチェへ攻こう撃げきを届かせる事ができるなら。彼女をここで止めて、決定的な一線を越えさせる事を阻そ止しできるのならば。

　だけど、

（ああ……）

　体感的には止まったようなその時間。

　ベアトリーチェと視線を交かわし、全力で鉄骨や丸太のような【兵へい輝き】を振ふり上あげながら、しかしぶーぶーの頭には苦く悩のうが埋うめ尽つくしていた。

（このままでは、ベアトリーチェを死なせてしまう……!!）

　一いち撃げきを届かせるには、最短最速しかない。

　しかし全ぜん身しん全ぜん霊れいの力を込めるが故ゆえに、手加減などしていられない。

　たとえ攻こう撃げきが届いても、殺してしまっては意味がない。

　たとえ手加減しても、攻こう撃げきが届かなければ意味がない。

　板いた挟ばさみの中、ベアトリーチェもまた大きくのけ反ぞらされた姿勢からギリギリと強ごう引いんに肉体の制動へ移る。重心のリカバリーから、レイピア状の【兵へい輝き】の照準合わせへ移行しようとする。徹てつ頭とう徹てつ尾び、反はん撃げきの構えであった。たとえぶーぶーの【兵へい輝き】に頭をかち割られようとも、この一いち撃げきだけは必ず通す。そんな意思だけが鋭するどく突つき刺ささってくる。

　ベアトリーチェが規格外の防ぼう御ぎよ【魔法】などを使って、ぶーぶーの攻こう撃げきを軽減させ、それでもって奇き跡せき的てきに彼女が生せい還かんする……そんな甘あまい可能性も、これで断たたれた。

　どちらかが倒たおれる。

　それ以外の道は、潰ついえた。

（嫌いやだ……）

　歯を食いしばるほどの時間はない。

　もはや【兵へい輝き】の軌き道どうを捻ねじ曲まげる余よ裕ゆうもない。

（ぶーぶーは嫌いやだ!!　お前が誰だれかを殺してしまうのも、お前が誰だれかに殺されてしまうのも！　こんな、こんなどうしようもない理由で命が奪うばわれるなんて絶対に嫌いやだ!!）

　最後の瞬しゆん間かんは、もう始まっている。

　今さら舞ぶ台たいは降りられない。

　ぶーぶーの【兵へい輝き】と、ベアトリーチェの【兵へい輝き】。

　各おの々おのが交差し、最後の瞬しゆん間かんが終わってしまう。

　その刹せつ那な。




　ブゥン!!　とぶーぶーの【兵へい輝き】が突とつ如じよとして青白い光を放った。

　まるで、【イベリコオーク】の嘆なげきを聞き届けるように。




　鉄骨や丸太に似た【兵へい輝き】の軌き道どうが、ぶーぶーの思おもい描えがいた正確なルートから強ごう引いんに外れる。強力極きわまる磁石に弾はじかれるような不自然な動きに、ぶーぶーの腕うでがゴキゴキと嫌いやな音を発する。訳の分からない現象に、ぶーぶーの全身が引っ張られていく。

　だが、それが決定的な死の瞬しゆん間かんをわずかに遅おくらせる。

　大きくブレたぶーぶーの【兵へい輝き】が、ベアトリーチェの頭ではなくその手ての甲こうへと振ふり下おろされる。彼かの女じよの握にぎるレイピア状の【兵へい輝き】を狙ねらう。大きく弾はじく。

　驚おどろくベアトリーチェの顔へ、間かん髪ぱつ入れずに鉄骨や丸太のような【兵へい輝き】が軌き道どうを切り返して飛ぶ。

　痛みや驚きよう愕がく、そこからくる行動の阻そ害がい。それさえ織おり込こんで、無停止で第だい二に撃げきを放つ動き。ぶーぶーの独学にもないルーチンだった。彼よりもさらに【イベリコオーク】という肉体を知しり尽つくし、その巨きよ体たいを使った戦法を得意とする者の思考が流れ込んで来ていた。

（これは……）

　まるで他人ひと事ごとのように戦局を眺ながめながら、しかしぶーぶーの脳のう裏りに何かが去来する。




『すまない』

『こんな事しかしてやれなくて、本当にすまない』




　それはぶーぶーの記き憶おくか、あるいは【魔法】を行使する【兵へい輝き】に蓄ちく積せきされたデータの一種か。




『私は結局、体制に屈くつして君達の集落を滅ほろぼす事しかできなかった』

『だからこんなもので贖しよく罪ざいの代わりになるとは思わないが、せめて受け取ってほしい』




　何かが、そっと紐ひも解とかれる。

　自分が今まで命を預けていた『モノ』の正体が、改めて開示されていく。




『私が殺さつ戮りくした彼らの魂たましいは、全てデータ化しこの【兵へい輝き】の中にある』

『もしも君が復興を望むのならば、彼らを再びグランズニールの地に呼よび戻もどせるように』




　乖かい離りしていた内界と外界が、奇き麗れいに一いつ致ちした。

　時間が戻もどる。

　ぶーぶーは改めて己おのれの武器を握にぎり直した。知識や技術を借りるのではない、所有物として支配し振ふり回まわすのでもない。ただただ一体となって最後の目的を果たす。

　友達を助ける。

　誰だれもが当たり前に思って、でも今はぶーぶーにしかできない事を。

「ベアトリーチェッッッ!!!!!!」

　驚おどろいたようなその顔へ、鉄骨や丸太のように太い【兵へい輝き】を叩たたき込こむ。

　確実に意識を刈かり取とり、しかし絶対に死なせはしない。極大の鈍どん器きを手足の延長のように操あやつる【イベリコオーク】達だからこそ為なし得うる力学の妙みよう。




　ゴッギィィィン!!　という轟ごう音おんと共に、【剣つるぎ聖せい女じよ】の体が薙なぎ倒たおされた。

　それが、全ての決着の合図となった。













　　　終　章







　全身の裂れつ傷しよう、および重度の火傷やけど。

　普ふ通つうに考えれば助からないような深手であっても、しかしこのグランズニールには【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンが君臨する。

　彼女は【調合】専用の救急箱からできたばかりの湿しつ布ぷや包帯や薬品やその他た諸もろ々もろ何だか恐ろしいものを乱暴にぶーぶーの巨きよ体たいに貼はり付つけていった。

「ぷきーっ!!」

「はいはいじゃんじゃん泣いてくださいね。わざと痛くなるよう消毒しているんですから。こういう時は、絶対ヒロイックな味を占しめたりしないようにしませんと」

　主戦場は森から平原に移っていたのは幸いだったが、それにしたって一面は焼け野原だった。そのベアトリーチェはと言われれば、頭が冷えて常人並の罪悪感がぶり返してきた最悪のタイミングで【ストリオーナ】に捕つかまった。見た目一〇歳前後の黒いリボンワンピースの少女から怒ど涛とうのプロレス技わざ一五コンボを受けて、今はうつ伏ぶせの状態になり、両手で後頭部を守ったまま尻しりを突き出している。

【殴おう僧そう侶りよ】のアルメリナは、ぶーぶーの【兵へい輝き】に指を這はわせていた。とはいえ、鉄骨や丸太のようなサイズなので彼女の手では持ち上げられない。垂直に地面へ突つき刺さしてある【兵へい輝き】の周囲をぐるぐると回っているのだ。

　掌てのひらサイズの【妖よう精せい】メリディアーナが、ひらひらと舞まいながら尋たずねてくる。

「そのう、やはりぶーぶーさんが言っていた通りで間ま違ちがいないんでしょうか？」

「自分の【兵へい輝き】じゃないから何とも……。ただ、登録してある【魔法】は一つきりなのに、それとは別に相当量のデータが埋うめ込こまれているのは事実だな。普ふ通つうは安定的に【魔法】を使うためにある程度容量に余よ裕ゆうを持たせておくはずなのに、ほんとに上限ギリギリいっぱいまで使い切っているし……」

　今はもう、ぶーぶーの【兵へい輝き】は青白い光は発していない。

　それはただ冷たい金属の塊かたまりのようにしか見えない。ここに多くの魂たましいが込められていると言われても、ぶーぶーにはピンと来ない。

【ストリオーナ】は【剣つるぎ聖せい女じよ】の腰こしの上へ優ゆう雅がに腰こし掛かけながら、

「まあ、正直に言って人間の扱あつかう【魔法】の話になってしまうとわしらにはどうにもならなくなってしまうからのう。……む。そういう意味では、ぶーぶーの話が事実だったとして、前の持ち主もなかなかに捻ねじれた状じよう況きようを作っていたものだのう」

「それで、具体的に何から始めればよいのでしょう？」

　メリディアーナが尋たずねると、全員の視線が【白しろ魔ま女じよ】フィリニオンに向いた。

　こうしている今も【魔法】を使ってぶーぶーを治ち癒ゆしている彼女だが、

「うーん、私も【蘇そ生せい系けい】をいくつか持っていますけど、あれは死者の復活というより一〇〇％確実な心しん肺ぱい蘇そ生せいといったイメージの方が近いですからねえ。完全に肉体の消しよう滅めつした魂たましいをいじくる術となると、流石さすがにちょっと……」

「そりゃあ【治ち癒ゆ】というより【ネクロマンサー】じみておるのう。まあ、連中の使う方法では腐くさったまま使し役えきする方に傾かたむいて、復活やら再興やらとは程ほど遠とおくなりそうだが」

「で、でも、方法があるから前の持ち主はぶーぶーにそれを託たくしたんでしょ？」

「いやいや、具体的な解決法があったら前の持ち主が自分で復活させるだろ？　現げん状じよう維い持じで手て一いつ杯ぱいで完かん璧ぺきな解決法がなかったから丸投げしたんじゃないか」

【剣つるぎ聖せい女じよ】ベアトリーチェ、【白しろ魔ま女じよ】フィリニオン、【殴おう僧そう侶りよ】アルメリナ。いずれもLv.99のカンスト組だが、彼女達とてあらゆる【魔法】をパーフェクトに習得している訳ではない。日々【迷めい宮きゆう】に挑いどんで【経験値】稼かせぎに奔ほん走そうしている以上、まだまだ道の半ばにいるのだ。

　であれば。

　膨ぼう大だいな数の【魔法】の中には、はるかな系統樹の先には、あるのかもしれない。

【兵へい輝き】の中に閉じ込められた無数の魂たましいを解放し、完かん璧ぺきな形で復活させる奇き跡せきのような【魔法】が。

「ぶーぶー」

　ようやく【ストリオーナ】がどいてくれたので、起き上がりながら、ベアトリーチェはこう尋たずねた。

「ぶーぶーはもう一度、自分の家族や仲間と会ってみたいかな？」

「ぶーぶーは頭が悪いからピンと来ない。もう死んでしまった魂たましいを呼よび戻もどすのが良いい事なのかとか、いつまでも【兵へい輝き】の中に閉じ込めておくのは正しい事なのかとか、そういうのは」

　ぶーぶーはゆっくりと首を横に振ふりながら。

　やがてポツリと、本音を洩もらした。

「……だけど、もしもお話しできるなら、一度くらいは話してみたい」

「そっか、なら決まりね」

　ベアトリーチェは小さく笑った。

　自分達の世界の勝手な都合でグランズニールを踏ふみ荒あらすのではない。復ふく讐しゆう心しんに囚とらわれて相手の言い分も聞かずに人を殺しに行くのとも違ちがう。本当の意味で、ぶーぶーのために【兵へい輝き】を掲かかげる。そんな機会に恵めぐまれた事に感謝をしながら。

「ぶーぶー、私達人間が【魔法】を習得するには莫ばく大だいな【経験値】が必要で、そのためには【迷めい宮きゆう】に潜もぐらなくちゃならないの。【トラップ】を解除し【ギミック】を倒たおし、宝箱の【トレジャー】を獲かく得とくする事でね。私が何を言いたいかは分かるかな？」

「ぶーぶーはピンと来ない」

「うん、つまりね」

　言って。

　笑って。

　そっと手を差し出して、【剣つるぎ聖せい女じよ】ベアトリーチェはこうお誘さそいを掛けた。




「一いつ緒しよに【迷めい宮きゆう】へ行こう、ぶーぶー」




　人間だけでは【迷めい宮きゆう】の本当の最深部までは届かないかもしれない。

　ぶーぶーのような【亜あ人じん】では【魔法】の秘密には迫せまれないかもしれない。

　だけど。

　彼らが手を取り合えば、きっと不可能な事など何もない。
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　　　あとがき







　そんな訳で鎌かま池ち和かず馬まです。

　今回の舞ぶ台たいは異世界、そしてやる事は迷めい宮きゆう探たん索さく！　……内部事情をお話ししますと、『簡単な～シリーズ』、『インテリビレッジの座ざ敷しき童わらし』、『未み踏とう召しよう喚かん：//ブラッドサイン』と、割と複雑な構造のお話が続いたので、今度はその真逆に舵かじを切ってみるのはどうかな？　という想おもいがあって書き進めた作品だったりします。

　バトルもお話作りも、可能な限りシンプルに。

　それでいて、鎌かま池ち和かず馬まらしい『ひねり』を忘れずに。

　ゲーム的な魔法の応おう酬しゆうや剛ごう腕わん一いつ直ちよく線せんな主人公などはまさにシンプルさの極きわみですね。また、気づいていた方も多いでしょうが、この作品は主人公のぶーぶーも含ふくめ、男性キャラは正せい式しき名めい称しようすら出てきません。詳くわしくは後述しますが、これもまたお話作りの一いつ環かん。『……ん？　だとするとサウザンドドラゴン、お前は女の子だったのか!?』という驚きよう愕がくの事実はそっと胸に秘めておいてくださいませ。

『ひねり』の部分は『お祭りの真実』やら『兵へい輝きの秘密』やら、まあ色々ありますな。一番大きくて分かりやすいのは迷めい宮きゆう探たん索さくを軸じくとした世界観なのに迷めい宮きゆう内ないの描びよう写しやが一度もなく、完全なブラックボックスと化している、というところでしょうか？　なんというか、迷めい宮きゆうそのものより迷めい宮きゆうに寄より添そう宿屋や武器屋の方に魅み力りよくを感じてしまうんですよね、私……。

　そう、自分に課したハードルとして、男性名といい迷めい宮きゆうの描びよう写しやの有う無むといいバトルのシンプルさといい魔法の名めい称しようといい、一体どこまで情報を削けずり取とってもストーリーとして成立するか、といったものがあったのです。これは最近私の作品で陥おちいりがちな『やたらとページ数が……』問題を何とかするための試作でもあったりします。

　文字通りブレイクニュースがチート枠わくに君臨していますが、でも、今回は一極集中の最強キャラを作らないように気を配ってみました。ある章ではうろたえるばかり、あっさり倒たおされてしまうカテゴリの存在が、別の章では地じ獄ごくのような猛もう威いを振ふるう。そんな『視点によってガラリと印象が変わる』面おも白しろさは外せないな、と。ファンタジーな世界観らしく、縦じゆう横おう無む尽じんの自由度を誇ほこるバトルを楽しんでいただければと思います。

　ちなみに、身近な人のために死地へ赴おもむくぶーぶーや魔法と科学で区切られる二つの世界には『とある魔ま術じゆつの禁書目録インデツクス』を、各章ごとに個体として最強の強さを振ふるうブレイクニュースには『ヘヴィーオブジェクト』を、迷めい宮きゆうのトラップとブレイクニュースが連動しており知らずに動力を与えている設定には『インテリビレッジの座ざ敷しき童わらし』を、当たり前に扱あつかっていた思い出や武器にとんでもない秘密が隠かくされていたどんでん返しには『簡単な～シリーズ』を、オークの主人公に恋こいして振ふり回まわされるヒロインには『ヴァルトラウテさんの婚こん活かつ事情』を、主人公の幸せのためなら世界を焼やき尽つくし殺人すら厭いとわないヒロインの暴走ぶりには『未み踏とう召しよう喚かん：//ブラッドサイン』を……それぞれ思おもい浮うかべた方もいらっしゃったのでは？　今回は既き存そんの方法論から完全に切きり離はなされた、ある種異形な新しさよりも、まずはこれまでの作家人生で築いてきた積み重ねを素す直なおに自分の武器として並べた上で、できるだけ、新しさの中にどうしても生まれてしまう『異形さ』の角を取って丸くさせる事に注力してみたつもりです。

　その上で、このお話でしかできない事をしっかり提示する。

　これまでになかった鎌かま池ち和かず馬まを見せる。

　普ふ通つうにやったら『異形さ』が際きわ立だってしまい、読者さんから受け入れがたいと思われてしまうようなテーマやストーリーでも、つるっと吞のみ込こめるような究極の器うつわを作る。

　そんな作品世界を目指していければな、と思っております。

　……ちなみにこのお話でぶーぶーが貫つらぬいた信条は『食べる（＝自分か味方の命を維い持じする）ためには殺す。でもそれ以外の動機は許さない』という、一行でまとめると極きわめてシビアでドライな考えだったりします。さて、つるっと吞のみ込こんでいただけましたでしょうか？




　イラストの真ま早はやさん、担当の三み木きさん、小お野の寺でらさん、阿あ南なんさんには感謝を。今回も引き続きよろしくです！　武器や鎧よろいの他、全体的に人外度も上がっていてご迷惑をおかけしたかと。諸もろ々もろありがとうございました。

　そして読者の皆様にも感謝を。インテリビレッジ、ブラッドサイン辺りから人外系も投入していくようになりましたが、いかがでしょう。無事受け入れられたらと願っております。




　では、今回はこの辺りで。




　やはりブレイクニュースのチート設定考えている時が一番滾たぎる……


鎌かま池ち和かず馬ま









鎌かま池ち和かず馬ま

今回ファンタジーに挑戦するにあたって、火の扱い方に気を配ってみました。技術レベルの指標ですね。ぶーぶーの料理、火薬、ベアトリーチェの魔法など、ここを起点にグランズニールを取り巻く空気を感じていただけないかな、と。
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イラスト／真ま早はや

メリディアーナが好きです。

でもフィリニオンの方がもっと好きです。
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本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「鎌池和馬先生」係

「真早先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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